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１．令和6年度年報の発行にあたって 
 

 
令和 6年度のセンター年報を発行いたします。 

本センターでは、本センターが設立された翌年の平成 14年から、センター各施設の研究教育活動、利

用状況、行事記録、所属教員の業績の記録及び本センター活動内容の公表を目的として年報を発行し

ておりますが、今号で 24号目の発行となります。 

本センターは、平成 13年４月に、農学部・理学部・水産学部に所属していた生物系の附属施設に生態

系変動解析分野（函館）の教員を加えて設立された教育研究組織です。教育研究部、森林圏ステーショ

ン、耕地圏ステーション、水圏ステーションにより構成されており、各ステーションには７つの研究林（旧演

習林）、農場・牧場・植物園、そして臨海実験所・水産実験所・臨湖実験所・淡水実験所など、合計 16 の

施設・フィールドが存在しています。その面積は約 7万 haで一大学の保有するフィールドとしては世界最

大級の規模になります。 

本センターはこの広大なフィールドを活用し、第一次産業（農林水産業）としての生物生産、土地利用

と地域あるいは地球規模での環境保全のあり方、生物多様性や自然環境・原生自然の保全、さらには地

域再生などに関する研究を実施すると共に、各関係部局における大学院、学部教育及び一般教育演習

（フレッシュマン教育）などの全学教育を行っております。また、各研究林及び実験所は文部科学省教育

関係共同利用拠点として認定を受け、全国の大学から大勢の学生を招き、広大なフィールド体験を可能

とする各種実習を行っております。 

今後も施設やフィールドの整備と教員・技術職員・事務職員による教育研究体制の強化を図ると共に、

世界的な共同利用拠点としての充実や地域振興への貢献活動を進めていきたいと考えております。 

                     

北方生物圏フィールド科学センター長 

                                宮 下 和 士 
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２．各施設の教育研究動向 
森林圏ステーション（研究林） 
 

１．管理部 
①北管理部 

これまでに引き続いて、北三林間での情報共有をもとに、横断的な統括機能を強化することに注力し

た。年度末にとりまとめられた森林圏長期計画の策定にむけては、各種会議の主催やデータ収集の役割

を担った。重機の運用については WG において、各林の伐採可能資源量（長期的な伐採計画）の見通し

に基づいて、今後の効率的な運用計画および新規導入が実現する場合の機種選定の議論を進めた。ま

た、素材生産・育林をはじめとする各種事業の実施や、素材売り払い・森林経営計画の策定などの事務

手続きに関しても、三林への直接的・間接的サポートに務めた。このうち素材の販路拡大については、各

林と共同して、銘木市への出材のほか、複数の企業との連携窓口として各種の調整を行なった。 

研究林の木材や森林フィールドの活用に関して、「北の森林（もり）プロジェクト」連絡会議を引き続いて

主催し、年度当初には web ページを刷新して、返礼品（木工品、森林ツアーなど）を準備するなど寄付メ

ニューを拡充した。所在する名寄市とは、社会共創本部との訪問（9 月）、J-PEAKS リジェネラティブ農林

水産（IRAFF）セミナーの開催（1 月）、ゼロカーボンシティ推進委員会などで今後にむけた連携を深めた。 

育種試験地南側の開発局所管のドイツトウヒ街路樹の伐採が完了した。このことを受け、交配の懸念か

ら活用を控えていたアカエゾマツ採種園の機能を再開するため、年度当初に立木処分による間伐を実施

した。 

 

研究活動では、北三林で実行している水質関連課題、および国道 40 号線音威子府バイパス関連の

課題を例年どおり実施した。後者については、バイパスの供用開始となる 2025 年度以降のモニタリング

の継続にむけて開発局との交渉を進めた。育種試験地での科研「大規模産地試験林を用いた樹木の局

所環境適応遺伝子の解明」は前年度でひとまず終了したが、成林したダケカンバを 2025 年度までは維

持することとし、引き続き複数の研究利用が継続した。工学研究院建築都市部門との共同研究では、札

幌市・遠友夜学校の建築にむけて、中川研究林から出材したトドマツの加工が進んだ。また農林水産省

「バイオエコノミー推進人材活動支援事業」にロバスト農林水産工学研究開発プラットフォームとして参画

し、野球バットに適するダケカンバの育成および供給に関係して、天塩研究林でサンプル伐採を行なっ

て試作を行なったほか、公開シンポジウム（札幌：10 月）やアグリビジネス創出フェア（東京：11 月）で研究

成果を発表した。 

 

教育面では、一般市民向けの「北の森林サイエンス CAFE」を今年度も実施した。昨年度末に開催した

新規プログラムが好評であったことを受け、上述の採種園の間伐を契機として、育種試験地の実習フィー

ルドとしての機能を高める整備を行ない、5 月には第 5 回のプログラム（市内外から 23 名参加）を実施し

た。またこの新規プログラムをもとに、地域からの要望に応える有償プログラム（フロンティア基金への寄付

の返礼）として「北大研究林サイエンス体験ツアー」を実施した。プログラムでは、北管理部に所属する大

学院生の研究や、市民と協力した鳥類モニタリングの成果等も活用した。さらに今年度は、活動内容の普

及にも注力し、なよろ産業まつり（8 月）、札幌駅前通地下広場で開催されたサイエンスフェスタ 2024（12

月）、中川町きこりまつり（2 月）に各林と協力して出展し、森や木に関わるクイズやワークショップを企画し

た。 

「教育関係共同利用拠点」の関係では、「公開森林実習」、「森林研究・フィールドトレーニング」および

「森林科学科インターンシップ」の受け入れを引き続き担当した。また森林科学科「施業実習」を北三林と

調整のうえ実施した。小学生を対象とした、1 月の雨龍研究林での「森のたんけん隊」を例年どおり 1 泊 2

日で開催し、25名の参加があった。 

 

人事異動 年度末の 3月 31日付で事務担当の伊藤祐乃介が転出した。 
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北大研究林サイエンス体験ツアー。名寄の「ちいさな森」を 

フィールド体験の入門編に活用しています 

 

 

 

名寄産業まつりへの出展。地域内での広報に取り組んでいます 

 

○記入者（文責）：吉田 俊也 
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②南管理部 

運営 

和歌山研究林では、本年 5 月に平井集落大原平地区で地すべりが発生し、庁舎と研究林を結ぶ国道

371 号線の一部が通行止めとなった。このため、車両によるアクセスがほぼ不可能となり、業務体制の大

幅な見直しを迫られた。調査研究や教育活動は継続しているが、伐採や木材搬出などの森林管理業務

は停止している。この状況を踏まえ、教育活動を強化し、昨年度に開始した「山村集落での実践的教育

プログラム」をさらに充実させた。本年度は、一般教育演習「南紀熊野の自然と人々のくらし」を中心に、

廃屋の撤去、棚田やユズ畑の維持、耕作放棄地の整備、生活道路の修繕など、地域コミュニティの維持

に関わるボランティア活動を実施した。加えて、川遊び、狩猟、郷土料理といった地域文化を体験する要

素も取り入れた。これらの実習は、平井集落をはじめとする古座川町の住民の協力によって実現し、学生

は住民との対話を通じて山村の暮らしや価値観を深く学ぶ機会を得た。 

苫小牧研究林では、2023 年にエコツアーワーキンググループ（WG）を設立し、市民向けエコツアーの

開催に向けて準備を進めてきた。2024 年度からは、アウトドアブランド「THE NORTH FACE」を販売する

株式会社ゴールドウィン（GW 社）と連携を開始した。GW 社社員や本学広報担当、一般市民を対象に 2

回のモニターツアーを実施し、各コンテンツの充実と季節別（夏期・冬期）メニューの整備を進めた。これ

により、野外レジャーとしての商品価値に加え、地球環境問題や地域森林生態学に関する生涯教育的価

値の向上を図った。 

檜山研究林では、2022 年から森林作業道約 1.4km の新設と、それに伴う立木処分計画に向けた現地

調査と準備を進めてきた。この計画について、地元・上ノ国町の林業業者と施工内容に関する交渉を重

ね、最終的に合意に達した。入札および契約は 2025年度早々に実施する予定である。 

 

教育・研究 

札幌の南管理部では環境科学院・生物圏科学専攻・森林圏フィールド科学コースの修士課程 14 名、

博士課程 4 名、研究員等 2 名が研究活動を行った。さらに、森林圏フィールド科学コースの院生に対し

て様々なサポートを行った。 

 

人の動き 

苫小牧研究林において、2024 年 4 月 1 日付で柳瀬さゆり氏を技術補助員として採用し、森林資料館

の一般公開日における案内を中心に各種業務に従事している。同日、植竹氏が檜山研究林長に新たに

着任し、中村誠宏は林長の兼務を解かれた。和歌山研究林において、2024 年 4 月 30 日には、臨時用

務員の尾崎麻理子氏が逝去された。病と闘いながらも、庁舎・宿泊棟の清掃、実習受け入れ、学生生活

の支援など幅広く尽力され、その功績に深く感謝する。2024 年 6 月 1 日には中田真理子氏を臨時用務

員として採用し、同年 8 月 1 日には中田正人氏、12 月 1 日には小西篤氏を森林技能職員として採用し

た。   

さらに、4 月 1 日付で福山伊吹氏を JSPS 特別研究員（PD）として受け入れ、5 月 27 日には前田明日

花技術職員が着任した。一方、苫小牧研究林において 2025 年 3 月 31 日付で杉山弘嘱託職員が雇用

期間満了により、また和歌山研究林において土井一夫森林技能職員が定年により退職した。両氏の永

年の勤務に対し、ここに謝意を表する。 

 

○記入者（文責）：中村 誠宏 
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２．研究林 
①天塩研究林 

森林の管理と運営 

年度初めより 5 月下旬まで、12 線において 47 年生のアカエゾマツ・カラマツ植林地の列状間伐(北海

道補助申請, 5.68 ha, 3残 1伐＋定性, 伐採率 30%, 生産数量 278.543 m3)、 10月に 227林班仁平の

沢および 151・154林班ヤツメ・安斉の沢林道周辺において、幌延町ミズナラ樽材(0.44 ha, 2.634 m3)およ

び銘木(0.57 ha, 9.124 m3)の伐採を行った。10月より 151林班安斉の沢 3号(3.53 ha, 152.269 m3)、237

林班ヤツメの沢(4.20 ha, 226.024 m3)、および 152林班玉石の沢(2.02 ha, 69.873 m3)においてアカエゾマ

ツ植林地の間伐(北海道補助申請, 3 残 1 伐＋定性, 伐採率 30%,)を行った。共同研究に関連したノリウ

ツギ植林地造成のために、12 月に構内カラマツ植林地(1.00 ha, 47.625 m3)およびヌカナン樹木園(0.28 

ha, 16.959 m3)において支障木伐採を行い、328・329林班要三の沢(2.55 ha)において、57年生のヨーロ

ッパトウヒ・アカエゾマツ・トドマツ・ストローブマツ植林地の皆伐(676.430 m3)を行った。足寄しあわせチー

ズ工房の依頼を受けたトウヒ皮の生産・販売を継続した。 

土木事業は、幌抜・泥川を重点的に、路面・側溝・横断溝の補修作業や障害物除去を行った。無名沢、

赤川要三連絡、奥河、八線、16 線 2 号、赤水の沢、冷水の沢、清水の沢 1 号、ヤツメの沢 3 号、安斉の

沢 1号、赤川の沢林道の草刈りについて、幌延町の森林整備促進事業の支援を受けた。 

育林事業は、要三の沢本流(329林班: 2.47 ha)および川口樹木園（352林班: 1.57 ha）においてレーキ

ドーザによる掻起しを行い、寄付対応の植栽(アカエゾマツ、それぞれ 1132本および 533本)を行った他、

要三の沢本流(329 林班: 1.38 ha,アカエゾマツ 193 本)の昨年度の植栽地において補植を行った。仁平

の沢 (217林班: 8.37 ha)、炭鉱の沢(228林班: 除伐 1.63 ha、うち枝打 1.22 ha)、要三の沢本流(339林

班: 6.63 ha)、および幌抜(113 林班: 4.59 ha)において除伐・枝打ちを行った。冷水の沢(142 林班: 1.12 

ha)、安斉の沢 4号(149林班: 0.65 ha)、シミズの沢 1～3号(236林班: 計 0.58 ha) 、無名沢(317・318林

班: 計 0.45 ha)、要三の沢本流(339林班: 1.38 ha)、八線沢(342・343林班: 3.78 ha)において下刈りを行

った。仁平の沢、炭鉱の沢、幌抜の除伐・枝打、およびシミズの沢以外の全下刈り箇所について、幌延町

の森林整備促進事業の支援を受けた。 

 

調査研究 

雨龍研究林の小林教員が主導する「山腹崩壊後の植生遷移の制限要因の解明と多様な窒素固定植

物による植林技術の開発」では植栽苗や環境のモニタリングを継続した。本林の大平教員がこの崩壊地

において、土砂移動と植生回復に関する研究を継続し、実生の調査および土壌調査を行ったほか、斜面

下部への土砂流出量の観測を開始した。一鉢の 42年生アカエゾマツ林において作設した、除伐(樹冠開

放)・植栽実験区において、環境科学院の蔡さんが研究成果を博士論文としてとりまとめた。同院の勝島

さんがヒグマのにおいコミュニケーションに関する研究成果を博士論文として取りまとめ、細田くんは 2 時

期の航空機反復 Lidar 測量の結果を利用して、天塩研究林全域の森林バイオマス変化の空間分布につ

いて修士研究をとりまとめた。同院の狄くんが、蛇紋岩土壌におけるササのアーバスキュラ菌根菌との共

生に関する研究で土壌および細根の採集を行ったほか、小林悠佳さんが中の峰湿原において 90 年前

のデータを基にした長期的な植生遷移に関する調査を行った。 

東大の森先生が主導する「大規模森林操作試験による生物多様性と生態系機能の原因と帰結の探求」

で設定した八線沢の植林実験サイト(3 ha)の防獣柵の補修を行った。東大、横浜国立大および東京農大

の教員・院生・学生と共同で 7月上旬に草刈りと生育調査を行った。 

問寒別樹木園の土壌温暖化実験では、昨年に引き続き温暖化を停止して、環境や呼吸量の反応を調

査した。ヤツメの沢カラマツ植林地のフラックス観測共同研究を継続し、細根生産の季節変化のモニタリ

ングも農学院の平野先生と継続した。2004～2014 年の天塩研究林の炭素吸収量の空間分布とその決定

要因、および 2004 年の台風による森林被害に関する論文を発表した。伝統工芸木炭生産技術保存会と

のノリウツギの持続的利用に関する共同研究を継続し更新方法の開発を行った。小樽商科大の片山先

生は山菜の攪乱応答に関する調査を継続した。京都大の佐藤先生のハリガネムシの個体数変動に関す

る研究協力や、東北大の近藤先生らが主導する環境 DNA 評価のための河川水サンプリングを継続した。

ヤマハ・北海道立総合研究機構林産試験場の木材特性に関する研究で、アカエゾマツ植林地の調査を

共同で行い、材の提供を行った。その他、大学や研究機関の研究利用のサポートを行った。 
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会議・実習・研修 下線の実習は中川林との共同 

2024/6/4～6/7 に森林圏科学特論 I(機能)実習、6/24～28 に農学部森林科学科の森林動態実習、

8/21に名寄市立大学の生態学野外実習、9/2～6に本学一般教育演習(フレッシュマンセミナー)、10/21

～24 に農学部森林科学科の施業実習、2025/2/14～17 に森林空間機能学演習を受け入れた。2/27 に

利用者セミナーをハイブリッドで開催した。 

5/26 にはワラベンチャー問寒クラブ「ニホンザリガニ・テシオコザクラ観察会」、8/25 に同「親子釣り大

会」、9/17に問寒別小学校の生活科の学習「きせつとなかよし あき」を受け入れた。 

2024/5/8 に木彫用材（ハリギリ）の現場視察、7/26 に北海道大学監事支援室の北三林視察、7/29 に

幌延町役場と北海道電力株式会社の樽材用のミズナラ撮影、8/14～27にクマ研の活動に関係した NHK

の取材、9/12 に北海道大学広報・社会連携本部の視察、10/8 に北海道水産林務部森林整備課、宗谷

総合振興局森林整備課、および宗谷総合振興局森林室の低密度植栽地の研修、10/16 に道総研林産

試験場のダケカンババット材の伐採見学、11/7 に幌延町役場および北海道大学工学部のミズナラタル

材伐採見学、11/11に留萌振興局森林室と宗谷総合振興局森林室の低密度植栽地の研修、11/20に北

海道大学農学部の銘木市出品材伐採見学、11/12に銘木市出品材の見学を受け入れた。 

 

人のうごき 

4/1 付で藤田達也技術専門職員が技術班長となり、奥山智浩技術班長の北管理部との兼務が解かれ

た。同日付で椿本勝博氏が技術職員として着任し、林江利子氏を用務補助員として採用した。 

    

○記入者（文責）：高木 健太郎 

 

②中川研究林 

琴平川をめぐって 

琴平川は中川研究林内を源とする山地小河川である。上流部が蛇紋岩からなり、地すべりや河道の移

動、渓畔林、サケ・マスの遡上など自然科学的に興味を引く対象のある流域であり、教育と研究の格好の

場となっている。 

土砂移動の激しい川でもあり、古くから林内の 3ヶ所には治山ダムが設けられている。これらは、河道を

閉め切った構造物であったが、2014 年までに魚道の設置やスリット化が図られ、魚類の移動の障害が減

り、サクラマスが最上流のダムの上まで遡上していることが確認されている。一方、林外ではあるが、天塩

川への合流点直前にある落差工は、構造上サケ・マスの遡上を阻害する場合があるようだ。本年度には、

中川町と協力し、市民が主体となって専門家の助言も得て改良案を作成し工事が行なわれた。完成には

至らず、来年度に継続する予定で、経過の観察と体制を維持していくことになっている。 

建設中の国道 40 号線バイパスは、筬島側からトンネルを経て琴平川支流源頭部に出て、その後本流

沿いに数キロメートル進んで、天塩川を越えて現在の 40号線につながる。冒頭に記したように、琴平川は

独特の自然環境を有しており、それに対し負荷がかからぬようバイパスは開発局と北大が協議した結果を

踏まえた設計・施工となっている。野生動物が道路に入らず横断できる構造物や自然を生かした法面緑

化などユニークな試みも組み込まれている。また、開発局の受託研究によって、工事前からいくつもの自

然環境調査が行なわれ、データが蓄積している。 

琴平川流域は、自然科学面のほかに、上に記したような開発と自然の調和という面でもおもしろい存在

であり、一般の人にとっても広い学びの場となりうる場所で、研究林ガイドツアーのコースに指定している。 

 

中頓別町の風力発電について 

天北峠から南に向かう稜線で中頓別町と音威子府村の境界の中頓別側の国有林内で風力発電所の

建設が計画されており、昨年度から環境調査が始まっている。業者は東北電力である。研究林に最も近

接した風力発電のタワーは境界から 100 メートル程度でしかないものの、このような計画があるのを研究

林側が知ったのは、環境調査が始まる直前である。その後、業者から調査のための入林申請があった。

国有林側には建設予定地に近づける林道はない。対象地が国有林であること、調査が研究林に与える

影響はごく軽微であることを考慮し、環境調査とその後の風況調査用タワーの設置のための林道使用は

許可している。 

昨年度末には、ボーリング調査のための入林申請があったが、工事の規模が大きく、どこまで便宜を図

るべきかが疑問で、中川研究林の判断で入林を許可していない。 



 

7 

 

北方生物圏フィールド科学センターでは研究林内での風力発電所の建設は認めないことで意思統一

がされているが、隣接地についての議論はなされていない。このため、センター内、さらにセンターと業者

との協議も踏まえて今後は対応する予定である。 

 

中川町との連携協定に基づく事業 

・研究林ガイド 

第 2期生の育成のために春と夏にそれぞれ 2日間の研修を実施した。昨年に引き続き、有限会社エゾ

リンクの協力を得た。 

・水辺の再生事業 

琴平川の項にも記したように、天塩川合流点直前の落差工の改良について市民主体の勉強会と工事

を行なった。また、中川町の子供たちを対象に川に親しむ活動も行ない、川に対する意識の向上を図っ

た。 

 

管理と運営 

・国道 40号線バイパス建設 

当初は予定になかった地すべり対策工事も終わり、開通に向けた最終段階に入りつつある。環境に配

慮したこの工事の独自性についての一般に向けての発信、開通後の環境調査の継続などを開発局・音

威子府村・中川町・北大の間で検討している。 

・直営生産 

6,7 月にパンケ地区で高性能林業機械を用いた人工林の間伐事業を行なった。中川林では初めての

補助金を受けての事業である。冬期はシンノシケ地区の人工林と照査法試験地を対象にした。 

 

調査と研究 

・クマイザサの一斉開花と枯死 

昨年度、北海道北部の各地、中川研究林では主に中川地区でクマイザサの一斉開花と枯死が見られ

た。研究にとっては 120年に 1度とも言われる貴重な機会であり、調査用プロットを設けた。 

・継続中の研究 

比較的規模の大きなものとして、シンノシケ地区の植栽試験、山腹崩壊プロジェクト、有賀地区や銅蘭

川でササ刈りや施肥などを伴った水・物質循環観測などが継続されている。 

 

実習・研修など 

「森林科学特論Ⅰ(環境科学院)」(6 月)、「森林動態実習(農学部森林科学科))」(6 月)、「生態学野外実

習(名寄市立大学)」(8月)、「一般教育演習－北海道北部の自然と人々の暮らし－(全学教育)」(9月)、「空

間機能学演習(農学部森林科学科)」(2 月)が行なわれた。「北の森づくり専門学院・現場見学」には中川

町と共に協力している。 

地元では、音威子府高校の「森林探訪」とインターンシップを受け入れ、技術・技能職員を中心に現場

での作業も含めた内容で実行した。音威子府小学校・中学校には野外での自然観察や発展学習を行な

った。研究林主体では市民向けの自然観察会を春と秋に開催している。 

 

人の動き 

4 月に鈴木智之(教員)が北海道大学に採用され着任した。今春までは東京大学演習林に在職してい

た。 

 

  ○記入者（文責）：野村  睦 

 

③雨龍研究林 

国内最大級の環境省自然共生サイトとして、保全活動や現状評価を行いながら教育研究業務を行っ

た。2024年度に特徴的な活動として、前年に起こったクマイザサの一斉開花―枯死に関する調査研究が

いくつか行われた点が挙げられる。また、調査研究においては、掻起こしや林地残材を利用した育林方

法の開発、水生生物を対象にした河川生物調査、森林バイオマスのリモートセンシングなど、対象とする

生態系や研究アプローチも多様な研究が行われた。教育面では、地元一般向けの公開講座や、幌加内
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高校生向けの実習、幌加内町観光協会との合同での観光コンテンツの開発ツアー、多くの企業団体を対

象とした研修が行われ、多様な学びの場を提供した。 

また、森林管理においては、幌加内町森林整備計画に基づいて広葉樹林・針葉樹林の間伐を行うとと

もに、国有林との技術交流による掻起こしによる天然更新補助技術の社会実装に注力した。一方で、前

年に設置した丸太橋が夏の豪雨で倒壊してしまい、森林管理や実習の実施面で大きな痛手となった上、

多様な学びの場を提供することで、休日出勤が多くなるなど業務上の問題も見られ、今後の課題となった。 

 

調査・研究 

2024 年度は計 48 件の調査・研究利用があった。森林圏ステーション研究課題としては、集水域の採

水調査に基づく「森林施業が渓流水中のイオン・溶存有機物動態に与える影響」（継続・福澤加里部）、

長期観察林データとドローン観測の融合による「長期観察林データと三次元リモートセンシングデータの

融合による森林バイオマスマップの作成」（継続・中路達郎）  の 2 課題を実施した。技術開発課題では

「表土戻し植栽造林の試み」（継続・坂井励）、「表土戻しコントロール試験」（継続・坂井励）、「積雪期に

おける UAV を用いた胸高直径検出方法の開発」（継続・間宮渉）、の 3 課題を実施した。なお、基盤

調査課題では、長期観察林※、河川水質水文、一般気象、ニホンジカ、野ネズミ個体群モニタリング、地

表徘徊性昆虫※、種子生産量※、樹木フェノロジー、動物相・植物相調査、木材の特性・形質情報アー

カイブについて実施した。なお、一部の項目（※印）では、環境省モニタリング 1000 プロジェクトと連携し

て実施した。 

本学学部生のフィールド利用では、ササ枯れ地におけるササ根茎の分解に伴う養分動態とリター分解

菌相の変化についての調査（青木幹太）、の研究が行われた。本学大学院生による利用では、巨木の森

が形作る氾濫原水域の Shifting mosaic と多様な水域生物群集（李恩）、山腹崩壊地におけるジオ多様性

と生物多様性創出の関わりを明らかにする (浜中修也)、魚類捕獲・野外実験(小田郁実)、積雪期間の林

床温度動態の解明～林冠と積雪の保温効果の分離を通じて～(蔡一涵)、気候変動が葉リターの形状を

介してリターベットの燃えやすさに与える影響 (片岡洋哉)、ヒグマの糞が野生動物の行動に与える影響

の研究 (勝島日向子)、表土戻し処理によりかき起こし地に供給されたササリターの分解と窒素放出(後藤

菜穂子)、ニワトコの果実・核形態の分析 (平岡和)、エゾエンゴサクの開花特性の地域間比較 (廖海翔)

の研究が行われ、修士論文あるいは学位論文として纏められた。また、他大学からの学生利用としては、

エゾエンゴサクの開花特性の地域間比較（奈良女子大・今村咲稀）、エゾエンゴサクの開花特性に対する

温暖化の影響（奈良女子大・田附優実）、クマイザサ小面積開花後の適応的意義と実生更新の可能性 

(秋田県立大・小川りさ)、ウバユリの形態変化が与える結実率への効果 (岩手大・日浦響子)、蛇紋岩地

帯における植物と土壌の関係 (酪農学園大・保原達教授の指導学生)、クマイザサ小面積開花後の適応

的意義と実生更新の可能性(横浜国大・坂田ゆず准教授の指導学生)が、卒業論文、修士論文、学位論

文として纏められた。他大学・研究所の教員、研究者の利用としては、コケ・地衣類が森林の物質循環に

果たす機能の解明 (福井県立大・大石善隆)、ササ実生調査 (森林総研、小林慧人)、気候変動に対す

る北方林の脆弱性評価の為の定量的・効率的な古植生復元手法の開発 (琵琶湖博物館・林竜馬)、環

境省レッドリスト改定作業に伴う、絶滅危惧昆虫の現状調査 (神奈川県立生命の星・地球博物館・苅部

治紀)、雨龍研究林の甲虫相(甲虫目全般の分布生息状況)の調査 (日本甲虫学会・佐々木恵一)など多

数行われた。特に、佐々木氏からは雨竜研究林に生育する 1000 種ほどの甲虫類の標本という、当林の

生物多様性の重要さを学ぶ資料を提供いただいた。 

他機関との共同研究としての利用では、JAXA（宇宙航空研究開発機構）、千葉大学、筑波大学との共

同研究（主担当教員・中路達郎）で UAV 搭載 LiDARを用いた泥川アカエゾマツ湿地林を中心とした試

験林の高精度構造データの取得を行った。また、JaLTER（日本長期生態系観測ネットワーク）の公募研

究としての東北大学などと共同で河川水中の環境 DNA 調査（主担当技術職員・原悠子 / 坂本真帆）、

や、京都大学との共同でハリガネムシの生活史や生態系内での役割に関する研究 （主担当技術職員・

鬼澤康太）も継続実施した。 

また、鳥取大学との共同で北海道の三森林（標茶・中川・雨龍）のミズナラ・カラマツ・トドマツの根滲出

物の深度分布と根圏土壌微生物・物質循環に関する研究、京都大学との共同での蛇紋岩土壌における

植物土壌フィードバックの研究、東京農工大学との共同でのドロノキ放射柔細胞のオートファジーに関す

る研究（いずれも主担当教員・小林真）なども新規で行われた。 

さらには、東北大学の宇野裕美准教授が中心となり、同大学、コロラド州立大学、東京大学との共同で、

太釜別川氾濫原における生物多様性に関する研究（主担当教員・岸田治）を実施した。太釜別川氾濫原
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に関する研究には国内外の多くの学生、研究者が参加し、雨龍研究林の一大目玉プロジェクトとなって

いる。しかし、研究のために設置した丸太橋や分流のための工作物が、夏の豪雨などにより損傷し、気候

変動下での安定的なインフラ維持と河川研究の両立体制も模索されている。 

ほかに、学内教員の研究としては、広葉樹調査 (車柱榮)、山腹崩壊地におけるジオ多様性と生物多

様性創出の関わりを明らかにする(内海俊介)、樹木の種類および成長と、樹木の葉の反射スペクトルの

関係を明らかにし、最終的には反射スペクトルから樹木の種類および成長を推定する手法の確立を目指

す (江丸貴紀)、河川の流路変更に伴う物理環境変化と魚類の応答に関する研究 (中村太士)、きのこ栽

培におけるチシマザサの利用 (玉井裕)、両生類調査 (岸田治)などが実施された。 

 

実習・研究 

2024 年度の実習は計 11件が行われた。本学の実習としては、森林保全実習(28 名）、森林科学施業

実習 (10 人)、森林圏科学特論Ⅳ（15 名）、地球雪氷学実習（20 名）、生物学実習 (8 名)、森林科学総

合実習Ⅱ (48 人)、一般教育演習フレッシュマン実習（26 名）、森林研究フィールドトレーニング（4 名）が

行われた。地域向けの教育活動として小学生対象の森のたんけんたい（41 名）、幌加内高校生向けの

冬山実習 (20 名)を行った。他に日帰りの実習として、名寄大学の自然保育実践演習（40 名）、と生態

学野外実習 (2 名)、自然保育実施演習 (42 名)や、全国から参加者が集まるひらめきときめきサイエンス

（計 29 名）、を実施した。 

関連団体との交流、社会人教育・野外学習としては計 11件実施し、引き続き、林野庁北海道森林管理

局北空知支署との間で表土戻しや樹冠下掻起こしに関する技術交流会（17 名）、を行ったほか、白樺プ

ロジェクト関係の林内ツアー(2 回、計 59 人)など森林、森づくりに関わる様々な団体の実習研修を受け入

れ、延べ 123 名の参加があった。 

 

            森林科学科施業実習                  森林圏科学特論 

 

森林管理 

更新施業は 406、407、415、418、419、420 林班で実行した。地拵面積は 5.43ha で、このうち 1.07ha 

にトドマツ計 1100 本の植栽を行なった。これらの植栽の一部は民間からの寄付金事業（森林再生事業）

に含まれる。保育作業としては、下刈りを 19.30ha、根踏を 1.99ha 、除伐を 6.81ha 実施した。直営の素

材生産は、主に 406 林班、411 林班、425 林班の天然林で行なった。425 林班については皆伐後の掻起

し地に成立した老齢なシラカバ二次林のため皆伐を選択した。皆伐後は区画ごとに施工を変えて掻起し

を行っている。411林班については林道沿いの支障木処理によって生産された木材の搬出と林道の補修

を同時に行った。406 林班では強度の間伐後の天然林を皆伐し、その後通常の掻き起こしと二倍表土戻

しを組み合わせた更新作業を行っている。伐採面積は 19.56ha、生産数量は約 1150m3 で、そのうちミ

ズナラをはじめとする優良銘木については北海道産銘木市に出品した。 間伐事業に関しては昨年に引

き続き、三角点地区（419 林班）のカンバ二次林について森林圏所有の高性能林業機械を使用し、直営

で実施した。実施面積は 19.80ha である。406 林班の掻起しと 419 林班の間伐については森林経営計

画に基づく補助事業として実施した。 
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土木事業は、林道の維持（障害物除去、草刈）を全線で実行した。また、蔭の沢造林地林道、母南林

道および 6 林班林道を中心に路面整正を行なった。さらに、春季の出水や夏季の大雨の後、護岸工や

横断工の応急修繕を行った。 

 

       夏季の大雨による橋の崩落の様子 

 

運営 

森林経営計画の認定を受けていた三角点地区の間伐を補助事業にて実施し約 300 万円の補助金が

交付されたが、当初予定より少ない金額となった。これは予定していた事業量が達成できなかったことが

その理由である。補助事業の計画申請および実行管理の課題が明らかになったので反省点を今後に活

かしていく。一方、天然更新（かき起こし）を採用した更新作業の事業種で初めて造林補助金を申請した。

これまで天然更新完了基準の達成が難しかったことから天然更新での補助申請は行っていなかったが、

かき起こしの新技術「表土戻し」を採用することにより、基準達成の目途がついたため実施に至った。天然

更新を既存の補助制度を利用して実行できたという事実は、今後天然林を対象とした林業の可能性を広

げていく上で、一般民有林のモデルとなりえるだろう。今後も積極的に研究成果の社会実装を進めていく。 

 

地域との関係 

地元・幌加内町との関係では、幌加内町における各種会議に参加した。また、観光庁による地域振興

に関する事業（新しい地域観光資源の創出）にも協力し、雨龍研究林内の森林生態学をコンテンツとした

幌加内町観光協会モニターツアーの実施に協力した。また、幌加内高校の学生たちを対象とした冬の生

態学に関する実習も規模を拡大して実施した。また、ブトカマベツ川復元協議会の活動の一環として、大

水で痛んだ丸太橋の補修作業などを行なった。また今年から新たに地域の一般の方向けの公開見学会

を実施したが参加者数は限られ、メニューや実施時期など検討すべき課題が浮き彫りになった。 

 

○記入者（文責）：小林 真  

 

④苫小牧研究林 

調査研究 

苫小牧研究林内を流れる幌内川約 5 km 区間においては、2018 年度より継続している河川性サケ科

魚類の個体追跡プロジェクトを実施している。2024 年度からは、アメリカ・コロラド州立大学の菅野准教授

らとの共同研究として、調査区間に人為的に丸太を設置し、魚類のハビタット拡充が個体数および生息

魚種の変化に及ぼす影響を検証する調査を開始した。また、本プロジェクトの取材に基づく紹介番組が

NHK 北海道にて複数回放送された。2022 年度より開始された文部科学省学術変革領域研究（A）の降

雨遮断実験については、職員による施設整備が進められ、ミズナラ・トドマツ苗の新植を含む体制強化が

図られた。環境省生物多様性センター「モニタリングサイト 1000」のコアサイトとして、「地表徘徊性甲虫調

査」「毎木調査」「リタートラップによる落葉・落枝・落下種子調査」「セルロース分解調査」を継続した。さら

に、ウトナイ湖におけるモニタリング淡水魚類調査について、5 年に 1 度の再測が 2024 年度にあたり、技

術職員・森林技能職員の協力のもと、7 月と 9 月に実施した。このほか、基盤調査課題として「ニホンジカ

個体群モニタリング」「野ネズミ個体群動態」「長期観察林調査」「樹木フェノロジー調査」を継続した。また、
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2020年 4月以降参加している環境 DNA観測網「ANEMONE（All Nippon eDNA Monitoring Network）」

については、2024 年度も河川採水を継続した。国内外の大学（北海道大学、北海道酪農学園大学、東

京大学、京都大学、同志社大学等）や国立遺伝学研究所、JAMSTEC（海洋研究開発機構）など公的研

究機関からの研究者を受け入れ、調査・研究活動を支援した。さらに、積水化学工業株式会社からの寄

付により 2021 年度より開始したフクロウ類の生息ポテンシャル調査を継続した。7 月には同社および系列

会社の社員 8名が参加し、音源を用いたフクロウの生態調査を体験した。 

 

教育 

他大学等主催の実習としては、横浜国立大学、北海道教育大学岩見沢校、京都大学、名古屋大学、

北海道立追分高校、北海道立厚真高校、札幌日本大学高等学校、北海道立北の森づくり専門学院のほ

か、国外からは韓国・忠南大学校の利用があった。学部生の卒業論文および大学院生の修士論文・博士

論文研究としては、農学部・農学研究院、環境科学院・地球環境科学研究院、低温科学研究所の学部

生・院生を受け入れた。さらに教育関係共同利用拠点事業として、東京大学、京都大学、九州大学、横

浜国立大学、北海道教育大学岩見沢校、大阪公立大学、弘前大学、同志社大学、酪農学園大学、コロ

ラド州立大学、香港城市大学、国立遺伝学研究所などの学部生・院生による研究・教育を支援した。2024

年度における苫小牧研究林の教育・調査研究の延べ利用者数は 2,665名であった。 

 

普及啓発および地域貢献 

2023 年度に引き続き、森林資料館および森林記念館（国の登録有形文化財）の週末一般公開を継続

した。開館は 4 月から 12 月までは毎週土曜日、1 月および 2 月は水道閉栓に伴い毎月 1 回（土曜日）と

した。2024年 4月からは、2023年に実施したクラウドファンディングによる寄付金を活用し、技術補助員 1

名を雇用して森林資料館の常任案内係とした。一方、森林記念館については、研究林スタッフ 1 名が施

設開館責任者および物品販売に伴う現金授受を担当し、原則として振替休日で対応している。 

9 月 26 日に全国大学演習林協議会 2024 年度秋季総会が苫小牧市で開催され、統括管理部ほか各

林担当者と連携して苫小牧研究林スタッフが開催準備に当たった。またこれと連携して開催前日の 9 月

25日、市民特別講演会「自然との共生で築く未来：生態系サービスとSDGsを学ぼう」が開催された。2024

年度より北海道内の自治体と北大全体での連携による地域の課題解決・活性化に向け、各自治体のこと

を知り、繋がるきっかけとなる場「自治体×北大まるごと交流祭」が北大広報・社会連携本部により開始さ

れた。開催初年度となる 2024 年は苫小牧市をはじめ白老町、厚真町、安平町、むかわ町の東胆振 1 市

4 町と連携し、札幌キャンパスのオープンイノベーションハブ エンレイソウ で 10 月 11 日に開催され、東

胆振の特産品を販売する「東胆振マルシェ」や「地域経営×大学ゼミ」など、様々な催しが好評を得た。ま

た、SDGs に関する展示会「エコプロ」（東京ビッグサイト、12 月 4日～6 日）において、本学サステイナビリ

ティ推進機構からの依頼により出展を行った。北海道大学ブースでは、総合博物館による収蔵品展示や

博士課程院生のポスター発表と並び、苫小牧研究林からは幌内川での魚類調査、森林による炭素吸収・

蓄積機能に関する研究、ネズミ類など哺乳類に関する調査研究を紹介した。展示では魚の模型や木材

ブロック、毛皮標本などを用いた体験型の解説を行い、小中学生を中心に好評を博した。 

 

 

エコプロの会場          魚類調査の説明         炭素蓄積量の説明 

 

2023 年度から 2024 年度にかけて苫小牧市が実施した「ゼロカーボン×ゼロごみ大作戦！」のファイナ

ルイベント（3 月 30 日）では、ポスター展示と物販を行った。さらに、2023 年度から 2024 年度にかけて香

港城市大学の長坂氏が映像芸術研究のため研究林を利用した。研究林の風景を地上および空中から

撮影し、映像作品に加工して 7 月から 8 月にかけて札幌市モエレ沼公園ガラスのピラミッドで公開した。
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また、この作品をテーマとしたサイエンスカフェを 11 月 16 日に研究林内で開催し、技術職員も協力する

中、学生および市民 21 名が参加した。このほか、自然体験活動として苫小牧市立美園小学校、聖ルカ

幼稚園、NPO 法人森のこころね等を受け入れた。また、資料館・記念館の見学として北海道立厚真高校、

北海道立追分高校、よつ葉乳業などの利用があった。さらに、NPO 法人 EnVision 環境保全事務所や合

同会社 machisenからの研修受け入れも行った。 

 

エコツアー関連への取り組み 

2023 年にエコツアーワーキンググループ（以下、エコツアーWG）を立ち上げて以来、一般市民向けエ

コツアーの開催に向けて検討と準備を進めてきた。2024 年度からは、アウトドア衣料ブランド「THE 

NORTH FACE」製品を国内で販売する株式会社ゴールドウィン（以下、GW社）との連携を開始した。GW

社社員や本学広報担当部局、一般市民の公募参加者を対象としたモニターツアーを 2 回実施し、個々

のコンテンツの充実・洗練を図るとともに、夏期・冬期に対応した季節別メニューを整備した。これにより、

野外レジャーとしての商品価値に加え、地球環境問題や地域森林生態学に関する生涯教育的価値の向

上に努めた。 

 

生態系サービスとは何か？      手ノコで間伐体験       スウェーデントーチを囲む 

 

管理運営 

素材生産は 323 林班の針葉樹人工林で実施した。故障により使用不能となっていたブルドーザーD20

を下取りに出し、中古の同 D30 を導入して作業を行った。その結果、カラマツ主体で一部ヨーロッパトウヒ

を含む 324 本（297 ㎥）の資材から、1,787 本（257 ㎥）の丸太を生産した。一方、2024 年度に予定してい

た 116林班アカエゾマツ人工林 1.1haの間伐については、森林技能職員 1名の病気入院により、次年度

以降に順延した。また、2022 年度、2023 年度に引き続き、研究林内で製作した木工品等を札幌キャンパ

ス内「カフェ de ごはん」で販売するとともに、一般公開日に森林記念館でも販売した。これらは研究林の

増収に資するだけでなく、研究林の魅力発信や環境教育の教材としての活用も期待される。 

 

人の動き 

2024 年 4 月 1 日付で柳瀬さゆり氏を技術補助員として採用し、森林資料館一般公開日における案内

業務を中心に各種業務に従事している。2025 年 3 月 31 日付で杉山弘嘱託職員が雇用期間満了により

退職した。永年の勤務に対し謝意を表する。また、2024 年 4 月 1 日付で植竹が檜山研究林長に新たに

着任したことに伴い、中村誠宏は檜山研究林長の兼務を解かれた。 

 

○記入者（文責）：中村 誠宏 

 

⑤札幌研究林 

2024 年度の動向 

2024 年度は、次節に記載するように、札幌研究林苗畑における調査研究だけでなく、次年度から始ま

る長期計画 2025-2034年版作成のための各試験地樹木調査などを行った。また、大学・大学院教育だけ

でなく、外部団体と連携しつつ、一般市民向けの教育プログラムの実践も行った。 

 

教育・研究 

札幌研究林の試験地の新たな教育活用の場として、昨年度に続き、忍路試験地における学生実習が

実施された。北方生物圏フィールド科学センター の各施設を用いて行われる一般教育演習（フレッシュ
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マンセミナー）「フィールド体験型プログラム-人間と環境科学-」の体験教育プログラムとして、忍路試験地

を活用した。林内の伐採地や植林後の天然林・人工林の変遷を解析し、長期的な森林管理や人間が目

指す森林の資源価値について考察、議論を行った。また、本実習では、隣接する水圏忍路臨海実験所

も活用した（教育・研究の利用者状況は表-1を参照）。 

札幌実験苗畑においては、農学部森林科学科の造林学実習（写真-1）、森林測量学実習、林産学実

習、森林計画学演習が例年通り執り行われた。 

苗畑では学生実習のみならず、農学研究院、環境科学院の修論・博論のための研究調査に使われる

とともに森林科学科教員と当センター教員の共同研究もおこなわれている。苗畑全体に、CO2 濃度上昇

や大気汚染（対流圏オゾン濃度の上昇）環境下における樹木の応答を実験的に行うための開放系の大

気操作装置が配置されている。2024 年にはその実験結果の一部として、ブナとミズナラの光合成機能と

栄養状態に対するオゾン影響の種間差と土壌環境の相互影響 1)や高 CO2 環境下におけるハムシによ

るハンノキの食害の増加要因 2)などが国際研究誌に掲載された。 

農学部裏の森林では（社）国土緑化推進機構・緑の少年団交流大会実行委員会主催による全国緑の

少年団の交流会が開催された。当初、ツリーイング、除伐、玉切り体験を行う予定であったが、雨天のた

め、農学部講義室において、中路教員による北海道の森林の特徴や間伐施業の有効性に関する市民

向け講義を行った。札幌研究林で所蔵しているアカエゾマツの円盤（直径 60cm）を用いた年輪観察、苫

小牧研究林所蔵の林木材見本による種間差の体感、雨龍研究林において実施された天然林間伐の効

果を示すシラカンバの円盤見本の比較観察などを通して子供たちと引率の関係者に森林の特徴と持続

可能な利用に向けた取り組みについて学んでもらった（写真-2）。 

 

表-1．教育・研究の利用 

 

 

管理・運営 

 

実験苗畑では、４月下旬～11 月上旬までの契約期間 136 日の雇用契約職員を採用し、正規職員 1

名、嘱託職員 1 名、契約職員 1 名の計 3 名で育苗育種を主体に苗畑研究棟施設周辺（維持管理）や樹

木園（調査研究事業）の整備管理を実施した（事業量は表-2 を参照）。冬期間（11 月中旬～3 月）におい

ては施設建物及び車道の除雪を主体に苗や実験設備の保育・保全を主体とした運営を行った。 

育苗育種の成果としては、今年度も由仁町においてアオダモ資源育成の会主催の植樹祭（写真-3）が

開催され、実験苗畑で育成したアオダモ苗木を提供した。耕地圏農場ダンプトラックを借上げて植樹祭

会場まで苗木を運搬し、職員と参加者によって 300本の苗木を天然林敷地内に植林した。 

長期計画 2025-2034 年に関わる森林調査簿作成のために、毎木調査区の再設置および観測を行っ

た。簾舞試験地では、以前に作成された観察林の位置を文書および林相から読み取り、伊藤悠也班長

および森林統括管理部職員のサポートにより、樹種および胸高直径の計測を行った。忍路試験地では、

広葉樹林二次林内に調査プロットを作成し、人工林（針葉樹および広葉樹植栽地）では全木を対象とし

て毎木調査を行った。 

  

教 員 数 学部生数 院 生 数 計

農学部造林学実習 7 7 235 28 270

農学部林産学実習 1 1 12 2 15

農学部森林測量学実習 5 10 45 15 70

一般教育演習フィールド
体験型プログラム

1 1 7 8

実 習 等 名 称 実施日数
延 人 数
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表-2．苗畑事業量 

 

写真-1・農学部森林科学科造林学実習の播種体験    写真-2・緑の少年団交流大会の講義 

 

 

写真-3・バットの森づくり植樹祭・アオダモ苗木植栽 

 

参考資料 
1) Kitaoka, S., Shi, C., Watanabe, T., & Koike, T. (2023). Ecophysiological difference in co-existing beech 

and oak saplings grown in different soil types under a free-air ozone exposure system. Journal of Forest 

Research, 29(1), 30–37. https://doi.org/10.1080/13416979.2023.2290765 

2) Masui, N., Watanabe, Y., Tobita, H., & Koike, T. (2023). Feeding of leaf beetle to two species of alder 

grown under two different soils in a free-air CO2 enrichment. Journal of Forest Research, 29(1), 11–

18. https://doi.org/10.1080/13416979.2023.2290763 

 ○記入者（文責）：中路 達郎 

種  子 寄贈･交換 寄贈先：アオダモ育成保存の会 5.00kg

採  取 アオダモ 実験苗畑樹木園 180g 職員実行

選  別 アオダモ 実験苗畑樹木園 180g

貯  蔵 アオダモほか 乾燥剤交換作業 12.46kg 職員実行

払  出 アオダモ 350g 350gのうち40ｇは造林学研究室実験使用

育  苗 播  種 アオダモ 1件 310g 6.00

播種据置 アオダモほか1種 3台帳 3,189本 2.00

床  替 アオダモ 2台帳 1,818本 39.20

床替据置 アオダモ 4台帳 740本 18.00

払  出 アオダモほか3種 アオダモ資源育成の会ほか 315本 アオダモ資源育成の会植樹祭・由仁町300本

その他 アオダモ 畑からポット苗移動行為 1,061本 雪圧による幹折れ対策

共  通 堆肥製造 緑肥（大豆、ひまわり）

施設維持 作業道除草剤散布ほか

調  査 台帳毎成績調査 職員実行

共通作業 道具整備ほか 藁すき作業

合　計

備            考項 目 樹    種 摘　　　要 数量
面積
(㎡)
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⑥檜山研究林 

調査研究 

2024 年は 4 月上旬の残雪期に、植竹の研究テーマのひとつである雪氷藻類の調査を、研究林内およ

び近郊で実施した。また 2017 年度から実施している基盤調査課題「ニホンジカ個体群モニタリング」とし

て、自動撮影カメラ設置調査を 6 月 25日から 11 月 15 日にかけて述べ 144日間行い、エゾシカの他、ヒ

グマ、エゾタヌキ等の野生動物が撮影された。また同じく基盤調査課題「ライラック開花観測」を、庁舎に

隣接する生活環境林にある観測木にて実施した。その他、庁舎露場で気温と雨量観測、3 林班の炭焼小

屋前で気温観測を継続した。 

2020年度より開始した、環境 DNAを利用した生物多様性観測のネットワーク（ANEMONE: All Nippon 

eDNA Monitoring Network）のモニタリングでは、檜山研究林近郊の天の川支流において、2024 年 2 月

以降は不定期に採水と濾過、サンプル保管を行っている。2024 年度は 5 月、8 月、11 月に 3 回の採水・

濾過を実施し、11 月に共同研究を行っている筑波大学・菅平高原実験所（長野県）へ凍結保管していた

サンプルを送付した。今後も担当職員が他の用務で出張した機会を利用して、不定期に調査を継続して

いく方針である。 

この年 7 月には、本学文学院 人文学専攻の博士課程院生 1 名が、檜山地方におけるニワトコ属植物

の採取のため、研究林施設を拠点として利用した。また 10 月には、本学農学研究院 森林科学分野の

玉井教授、幸田准教授ほか大学院生 5 名、学部学生 7 名が、研究林内において食用キノコ類の菌株採

取を実施した。  

 

  

教育 

愛知教育大学の「里山体験実習」は、8 月 23 日から 25 日にかけて施設宿泊を伴う日程・内容で実施

され、同大学の学部 2 年生 4 名が受講した。一方、2019 年度まで檜山研究林で実施されていた本学農

学部「森林科学科施業実習」は、2024年度も檜山研究林の利用は無かった。 

一般利用としては、例年恒例だった上ノ国小学校生徒による生活環境林の見学は、2024 年度には実

施が無かった。一方、9 月 25 日には上ノ国町子供発達支援センターの児童 6 名が、生活環境林の見学

に訪れた。 

 

管理運営 

夏季には苫小牧研究林の技術職員・森林技能職員により、小森主林道 2,150m、厚志内連絡林道

140mおよび中間林道 837mの草刈り等維持作業を行った。 

2022 年より現地調査を開始し、実現に向けて準備を進めてきた、森林作業道約 1.4 km の新設および

これにともなう立木処分の計画について、かねてより交渉を続けてきた地元・上ノ国町の林業業者と施工

内容について最終的な合意に達した。入札および契約は 2025年度早々とした。 

作業道を整備することで地形に応じた柔軟な集材が可能になり、将来的には遅れていた間伐の実施と

立木処分による持続的な収入が期待できる。 

 

人の動き 

2024 年 4 月 1 日付で中村 前檜山研究林長が兼務を解かれ、植竹が新たに檜山研究林長に着任し

た。 

 

○記入者（文責）：植竹 淳 
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⑦和歌山研究林 

本年 5 月、平井集落の大原平地区において地すべりが発生し、庁舎と研究林を結ぶ国道 371 号線の

一部区間が通行止めとなった。この影響で、研究林内への車両によるアクセスが事実上不可能となり、研

究林における業務体制の大幅な見直しを余儀なくされた。調査研究や教育活動は、従来どおり継続して

いるものの、伐採や伐木の搬出などの森林管理業務は停止せざるを得ない状況が続いている。こうした

なか、教育活動へのエフォートを強化し、とくに昨年度より始動した「山村集落での実践的教育プログラム」

のさらなる充実を図った。あわせて、学外向け教育プログラムも内容を洗練させ、一部については有料化

もすすめた。 

 

教育 

かつて人口や雇用の面で一定の水準が維持されていた中山間地域のコミュニティも、林業や林産業の

衰退と共に縮小を余儀なくされており、本林のある古座川町平井集落も例外ではない。本林では、そうし

た山村社会が抱える課題を、体験を通じて学ぶ実習プログラムとして昨年度から展開している。本年度は、

一般教育演習「南紀熊野の自然と人々のくらし」を中核とした実習において、廃屋の撤去、棚田やユズ畑

の維持、耕作放棄地の整備、生活 

道路の修繕等、地域コミュニティの維持にかかわるボランティア活動を中心に据えた。さらに、川遊び、

狩猟、郷土料理など地域特有の文化に触れるトピックも実習に取り入れた。山村のくらしの魅力を知ること

が、地域の問題解決の糸口になると考えたからである。このような実習は、平井集落をはじめとする古座

川町の方々の多大な協力によって実現した。地域と一体となった協力体制のもと、学生たちは住民と対

話を通じて、山村の暮らしや人々の価値観に触れることができた。また、ボランティア作業に対して地域住

民から感謝の言葉を受けることで、自らの存在意義やポテンシャルを実感する機会となった。一方、学生

たちによる活動は、過疎化や高齢化に悩む住民にとっても大きな励みとなり、地域に活力をもたらす存在

となった。こうした取り組みこそが、大学と地域の真の連携のあり方であると教職員一同実感している。 

大学生向けの教育プログラムとしては、先に述べた一般教育演習「南紀熊野の自然と人々のくらし」を

前期と後期に１度ずつ実施し、農学部森林科学科の「暖温帯林施業実習」を行ったほか、地球環境科学

院「統合自然環境調査法実習」、大阪公立大学大学院農学研究科「緑地環境科学実習演習応用 B」を

受け入れた。 

その他の教育プログラムでは、地域向けの公開講座「親子木工教室」や「森のたんけん隊・古座川編」、

和歌山県が主催する小学 4 年～中学生対象の自然探究イベント「ネイチャー・キャンプ」、南紀熊野ジオ

パークセンターが主催する高校生対象の「南紀熊野ジオパーク探偵団」を実施したほか、定期的な利用

を受け入れている和歌山県農林大学校林業研修部、きのくに子どもの村学園中学校、きのくに子ども

NPO、古座川町内や串本町内の小中学校の体験学習の利用を受け入れ、指導した。 

社会人教育においては、アート・イベント「森のちから・熊野の森ものがたり」、北水同窓会和歌山支部

研修会、個人の庁舎見学などを受け入れた。 

 

研究 

本林庁舎の真下を流れる平井川では、特別天然記念物オオサンショウウオが国内外来種として定着し

ていることが広く知られる。このオオサンショウウオを対象に、アメリカ・バックネル大学やイタリア・ミラノ大

学の研究者がそれぞれ長期に滞在し、捕獲調査等を実施した。なお、捕獲調査に際しては本林が関係

機関と調整のうえ、然るべき承認を得たうえで実施している。このほか、継続して実施されている環境 

DNA を利用した生物多様性観測のネットワーク（ANEMONE）への参加、ヤナギ種内の遺伝的多様度に

よる食害抵抗性（レジリエンス）の評価、ヤマネの生態（和歌山信愛女子短期大学との共同研究）、山間

地の Wi-Fi 接続実験（和歌山大学との共同研究）、および野ネズミモニタリングをはじめとした森林圏ス

テーション内で設定されている各種試験課題についても引き続き進められた。      

また北海道大学以外では、アメリカ・聖オラフ大学、京都大学、京都府立大学、大阪公立大学、森林総

合研究所の研究者や学生を支援した。 

今年度、本林を利用した研究者や学生から研究内容を職員に紹介していただく利用者セミナーを初め

て開催した。 
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普及啓発および地域貢献 

今年は海外のオオサンショウウオ研究者を講師として古座中学校への出張講演や平井川でのオオサ

ンショウウオ観察会を行った。 

本学広報・社会連携本部が企画し、自治体と本学全体での連携による地域の課題解決・活性化に向

けた「和歌山県古座川町×北大まるごと交流祭」が北海道大学オープンイノベーションハブ エンレイソウ

にて 10月 25日に開催され、本林からも多くの職員が参加し、本学の参加者や古座川町役場職員と意見

交換を行った。 

神奈川県川崎市児童が古座川町の児童と交流する「ふれあいサマーキャンプ」では木工体験を担当し

た。古座川町の古座川秋まつりには、親子木工教室でスタッフが製作した見本用ゴム鉄砲を用いて射的

ゲームを出店した。平井地区では様々なボランティア作業を学生とともに行っているが、職員単独の取り

組みとしては、盆踊り用の櫓を様々な木工技術を用いて新調したことは特筆すべきものであった。 

 

管理・運営 

素材生産事業については、これまで 3 林班強度間伐実験区の作業道作設に伴う木材生産を進めてき

たが、研究林内への車両によるアクセスが困難になったために停止している。育林事業においても、農学

部森林科学科の実習において、ヒノキ苗 30本を植栽、約 200本のスギ・ヒノキの挿し木を作ったのみであ

った。土木事業として最低限の林道維持を行った。 

5 月 28 日～30 日に寳金清博総長、横田篤理事・副学長、宮下和士北方生物圏フィールド科学センタ

ー長らが本林を視察され、本林で力を入れている自然や山村集落に関する学習プログラムを体験された。 

大森山保存林の尾根部にはコウヤマキやヒメコマツなどの希少樹種が見られ、これまでも研究や教育

のため、尾根付近までは乗用モノレールの軌道約 790m が設置されていたが、2～3 月にその軌道をコウ

ヤマキの植生箇所まで約 120m延伸した。 

森林圏ステーション年度報告会が 3 月 11、12 日に北管理部のある名寄市で開催され、本林の多くの

職員が参加した。その後中川・雨龍研究林を見学して各林の状況を把握するとともに職員との交流を深

めた。 

 

人の動き 

2024 年 4 月 30 日、臨時用務員の尾崎麻理子氏が逝去されました。生前は病と闘いながらも、庁舎お

よび宿泊棟の清掃、実習の受け入れ、さらには学生の生活支援など、多岐にわたってご尽力いただきま

した。ここに心より感謝の意を表します。2025 年 3 月 31 日付で森林技能職員の土井一夫氏が定年のた

め退職された。永年の勤務に感謝申し上げます。2024 年 6 月 1 日付で臨時用務員として中田真理子氏

を採用し、森林技能職員としては 8 月 1 日付で中田正人氏、12 月 1 日付で小西篤氏をそれぞれ採用し

た。4月 1日付で福山伊吹氏を JSPS特別研究員（PD）として受け入れた。また、5月 27日付で前田明日

花技術職員が着任した。 
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一般教育演習「南紀熊野の自然と人々のくらし」用水路の泥上げボランティア 

 

 

 
「和歌山県古座川町×北大まるごと交流祭」 
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調査で捕獲した平井川のオオサンショウウオ 

 
記入者（文責）：馬谷佳幸・岸田治 
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耕地圏ステーション 
 

生物生産研究農場  
 

○教育活動 

2024 年度の生物生産研究農場では、教員３名（後藤・平田・星野）に加え、新任の鈴木 裕准教授、J-

Peaks特任助教の中野、さらに技術職員との協力体制のもと、教育活動を展開した。 

全学教育科目では「フィールド科学への招待」「身近な食べ物つくり演習」「北方生物圏フィールドバイ

オサイエンス」「フィールド体験型演習」などにプログラムを提供し、技術職員と連携して各種演習を実施

した。 

農学部の専門教育科目で農場が主体的に担う「農場実習」「作物生産管理実習」では、担当技術職員

がきめ細かな技術指導を行い、内容の充実したプログラムを提供することができた。学部教育においては、

大学院農学研究院の教員とも協力し、高い専門性を備えた教育を目指して工夫を重ね、アンケートによ

る評価を取り入れながら、毎年プログラムの改善に努めている。農場という体験的に農業を学べる環境を

基盤とした実習は人気が高く、特に余市果樹園でのプログラムは、豊富なバリエーションの果樹について

学べる点が評価され、多くの受講希望者を集めた。大学院教育では、大学院環境科学院生物圏科学専

攻耕地圏科学コースを担当し、中国、ラオス、インドネシア、タンザニアなど諸外国からの留学生が在籍

する中、修士・博士課程の大学院生の指導を行い、博士号取得者も輩出した。 

さらに、学外への教育活動として、天使大学の「教職概論」履修学生を対象とした農場体験プログラム

の提供や、NUS サマープログラム（シンガポール国立大学との学生交流プログラム）における余市果樹園

および札幌農場での教育プログラム提供など、精力的に取り組んだ。 

 

○研究活動 

・民間財団の研究助成事業を活用し、地球温暖化への寄与が課題となっている牛の曖気（ゲップ）に着

目し、消化管内におけるメタンガス発生の抑制に関する研究を実施した。その過程で、免疫グロブリンが

メタン抑制の新たな技術として応用可能であることを示唆する研究成果を得た。 

 
 

・わが国の環境に適合したダイズ生産量の増加を目的として、令和 5 年度に引き続き、カバークロップを

導入した不耕起栽培におけるダイズ収量、養分循環、温室効果ガス排出量への影響について評価を進

めた（写真なし）。 
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・2024年 10月 1 日、北海道大学を代表機関として、幹事自治体である白老町および幹事機関の株式会

社敷島ファームと共同で提案した「次世代和牛生産システム構築拠点～Z 世代による次世代畜産システ

ム拠点構築～」（プロジェクトリーダー：北方生物圏フィールド科学センター 後藤貴文教授）が、国立研究

開発法人科学技術振興機構（JST）の「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）地域共創分野 育成

型」に採択された。本プログラムは、国連の持続可能な開発目標（SDGs）に基づく将来像を拠点ビジョンと

して掲げ、その実現に向けた「バックキャストによるイノベーション創出に資する研究開発」と、それを支え

る「自立的・持続的な拠点形成に資する産学官共創システムの構築」を一体的に推進するものである。こ

れにより、大学等の強みを活かした産学官連携を促進し、国の成長および地方創生への貢献、ならびに

知識集約型社会への転換を目指す（支援期間：2024年 10月 1日～2026年 3月 31日）。 

 
北海道大学の地域拠点ビジョンは「スマート放牧管理で Z 世代が導く革新的な地域社会の実現」とし、

以下を掲げている。（1）Z 世代を中心に、地域の景観を持続的に保全しつつ、安全・安心な食料を豊か

に、かつスマートに生産する。（2）Z 世代の農業者が将来に希望を持ち、世界で戦える産業として畜産業

の構造改革を進める。（3）幹事自治体として白老町、幹事機関として株式会社敷島ファームの協働のもと、

慶應義塾大学、九州大学、帯広畜産大学、鹿児島大学、大樹町、株式会社神戸デジタル・ラボ、ファー

ムエイジ株式会社、株式会社三菱 UFJ 銀行などの参画機関とともに、共創拠点の形成を目指す。（4）Z

世代が先端生物科学とスマート放牧管理を活用し、次世代畜産を構築するとともに、QOL の向上と新た

な地域農産業の姿を基盤とする革新的社会の実現を目指す。なお、本プロジェクトに関連したイベントや

ワークショップを、2025年 7月までに 39回開催した。 

 

・環境保全型で持続可能な牛肉生産技術の開発を目的として、生物系特定産業技術研究支援センター

「オープンイノベーション研究・実用化推進事業（開発研究ステージ・開発重要政策タイプ）」における「放

牧基盤型飼養のための IoT と宇宙技術による戦略的スマート畜産技術の開発」に参画し、慶應義塾大学、

株式会社神戸デジタル・ラボ、株式会社システムフォレストとともに、2023 年度から 2027 年度まで共同研

究を実施し、スマート放牧管理システムの開発を進めた（写真なし）。 
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・生物生産研究農場における和牛生産システム開発に関連した研究に関して、以下のような学術学会で

招待講演をして研究の普及活動をした。①第 12 回日本 DOHaD 学会を 2024 年 10 月 13 日―14 日に

北海道大学学術交流会館で「One Health における DOHaD を考える」というテーマで開催した。そこで、

「DOHaD 学説の持続的動物生産への貢献の可能性：初期栄養で家畜の免疫, 産肉性を制御できる

か？」について講演した。②北海道高度情報化農業研究会が 2025 年 2 月 27 日に「持続可能な酪農畜

産に寄与するスマート農業技術」というテーマで、TKP 札幌ホワイトビルカンファレンスセンターにて開催

された。そこで「先端生物科学、IoT 及び宇宙技術による戦略的スマート放牧技術の可能性」について講

演した。③第 167 回 日本獣医学会学術集会が 2024 年 9 月 13 日に、帯広畜産大学にて開催された。

その シンポジウム 2 「母牛と新生子牛の健康を考える」にて 「和牛胎仔における成長と栄養」について、

講演した。 

 

 

○社会活動 

・生物生産研究農場における和牛生産システム開発研究に関連して、以下のような民間主催の講演会で

講演し、アウトリーチを行った。①大分県都野地区の市民講演会が、2025年 2月 7日に大分県竹田市久

住町で開催され、「牛の研究は面白い！スマートフォンで牛を飼おう！？～未来のスマート畜産の姿～」

という演題で講演した。②KUBOTA AGURI FRONT 夏休みイベントが、2024 年 8 月 6 日に北海道北広

島市にて開催された。そこで「宇宙から牛を飼う～スマホで操作する未来の牧場体験 つくって、たべて、

チャレンジしよう！」について小学生および中学生に講演した。③キャノン財団主催の第三回講演会「腹

ペコの地球を救え！」が、2024 年 8 月 3 日にオンラインで開催され、そこで「スマートフォンで牛を飼おう 

～先端生物科学と IoTおよび宇宙技術の融合」について講演した。 

 

○記入者（文責）：後藤貴文 
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植物園 
 

2024 年度は、鳥インフルエンザが昨年に引き続き蔓延し、新型コロナウイルス感染症とともに対策に留

意しながら運営を行った。 

 

○教育活動 

大学院農学院および大学院環境科学院の修士課程 2年 2名（そのうち留学生が１名）、博士課程 2名

（そのうち留学生が 1名）と、農学部植物病理学研究室の 4年生のうち植物を研究する 1名の研究、論文

作成の指導を行った。また、作物生理研究室の 3 年生のうち植物保全を研究する 1 名に対しゼミでの指

導および植物分類学・生態学の実習等も行った。 

授業については農学部では植物分類・生態学、生物学概論、大学院農学院においては、生物生態体

系学特論 I および II、大学院環境科学院においては耕地圏科学特論 I、生物圏科学論文講読 II、北方

生態系の生物多様性基礎論、フィールド科学基礎論などを行った。さらに全学対象の「Field Bioscience 

in the Northern Biosphere」、「フィールド科学への招待」、「湿原の科学」、「博物館学」、一般教育演習「フ

ィールド体験型プログラム-人間と環境科学-（2）」、「牧場のくらしと自然」を分担した。また、農学部学生

対象の生物資源科学実験 I および農場実習を植物園で実施し、京都大学フィールド科学教育研究セン

ター北海道研究林において生物学実習を行った。このほか学内および他の大学や研究機関からの実習

や研究利用の受け入れ、学芸員資格取得のための博物館実習生、施設見学等の受け入れも行った。 

 

○研究活動 

昨年度に引き続いて国立科学博物館が中核となって進めているサイエンスミュージアム・ネットに植物

標本および動物標本データの登録を行った。 

植物部門では絶滅危惧種保全に関する活動として、中村が環境省「生物多様性保全推進支援事業」

による種の保存法指定種シリベシナズナ（アブラナ科）の生息域外保全、及び、環境省「希少野生植物の

生息域外保全検討実施委託業務」によるイチゲイチヤクソウ（ツツジ科）などの種子収集・保存事業を行っ

た。また、北海道との覚書に基づく希少野生動植物種調査等委託業務としてエンビセンノウ（ナデシコ

科）、ウルップソウ（オオバコ科）、キバナノアツモリソウ（ラン科）などの自生地調査と生息域外保全・植え

戻し試験を推進した。さらに、日本の植物園における保全活動を日本の「生物多様性国家戦略 2023-

2030」に対応したものとするため、「日本植物園協会・植物多様性保全 2030 年目標」の策定に取り組ん

だ。北海道の希少野生動植物種保護対策検討有識者会議、崕山自然保護協議会などの委員を務め、

地域の植物の調査と保全に協力した。東は昨年に引き続き「絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価

検討委員会維管束植物分科会」委員として環境省第５次レッドリストの作成・公表に向けた検討会に出席

した。標本コレクションについては、徳島県立博物館との標本交換を行い、昨年調査を行った函館市尾

札部町著保内川流域及び根室市友知岬周辺で採取したものや生物学実習で作製したものを含め、合計

で 318点の植物標本を導入した。 

 
写真．礼文島の高山風衝草原における絶滅危惧植物の調査 
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植物分類分野での研究に関しては、中村が代表の科研費基盤研究(B)「日露中韓共通の絶滅危惧植

物の適応可能性を最大化する，東北アジアスケール保全単位」が開始した。これはロシア（ロシア科学ア

カデミー極東支部、シホテアリニ保護区）、韓国（国立生物資源館、国立樹木園、全南大学）、中国（中国

科学院植物研究所、山東農業大学）などとの共同によるもので、初年度は中国調査を実施するとともに、

海外協力機関の中国科学院が主催する『East Asia Biodiversity Conservation Network（EABCN）

Academic Workshop 2024』で基調講演を行った。この他、科研基盤（B）「琉球低地と台湾高地に産する

植物の分布成立過程の追跡と環境適応の解明」（分担者）および国際共同研究加速基金（海外連携研

究）「植物特性評価に基づいてブリトゥン島の荒野林を効果・効率的に保全する」（分担者）に関する調

査・研究を行った。東は静内研究牧場の河合准教授との共同研究で、札幌市中央区盤渓のユートピアア

グリカルチャー所有地における林間放牧の影響を調べるため、昨年に引き続き調査地内に設けた方形区

で植生調査を実施した。また科研費基盤研究(C)（一般）「個体群の遺伝的多様性推移におよぼす復元

手法の影響」（分担者）では、遺伝解析に利用できると思われるスズランの道内の分布を調査した。科研

費基盤研究(B)（一般）「維管束植物の進化とアルミニウム高集積」（分担者）では、アルミニウムの解析に

利用できると思われるマカダミアのサンプリングを行った。2024 年度から始まった科研費基盤研究(B)（一

般）「寒冷圏の常緑樹において冬季に特徴的な２つの光合成防御機構の種間分布」（分担者）では、植

物園の常緑樹を用いてデータを取得するとともに、礼文島で材料となる常緑樹の現地調査を行った。 

博物館部門では、 刊行予定の『札幌博物場 150 年史』執筆の一環として、附属図書館が所蔵する博

物館旧蔵の開拓使写真資料の研究資源価値向上に向けた調査研究活動を附属図書館職員と共同で実

施した。植物園・博物館に残されていた札幌農学校時代の資料管理カードを活用し、附属図書館が公開

しているデータベース情報の精査、利用時の注意点などを明確化し、資料価値の向上、研究支援の質

向上を図った。 

博物館資料関連では、前年度に引き続き本学名誉教授(元本学大学院環境科学研究院教授)の鈴木

仁氏からの寄贈標本の整理を進め、組織標本のデータベース登録を進めている。このほか、例年通り研

究林での樹木被害調査で捕獲された野ネズミの死体や自治体の博物館に届けられた動物死体を受領し、

標本化する業務を継続している。 

 

○社会活動 

ガラス温室の老朽化が顕著になったため、2024年 3月 31日以降は温室の公開を休止した。庭園部は

例年通り 4 月 29日に開園し、5月 4 日にはみどりの日の無料開園を実施した。しかし、9月 30日夕刻に

園内にエゾシカ１頭が侵入しているのが発見され、最終的にいないことが確認された 10 月 8 日早朝まで

の 7 日間は、入園者の安全確保のためやむなく休園とした。11 月 3 日をもって開園を終了したのちは、

全面休業とした。2 月 22 日と 23 日には昨年に引き続いて公開講座「冬の植物園ウォッチングツアー」を

開催した。合計で 15名の小学生と 17名の保護者が参加した。参加者の感想はおおむね良好であった。 

夏季特別展として「北海道主要樹木図譜原画展」を開催した。本学農学部が保存継承してきた、樹木

図譜の最高傑作と呼ばれる『北海道主要樹木図譜』の原画に関する調査研究成果を踏まえたもので、本

学の社会貢献と入園料収入に貢献した。次年度以降も展示原画を入れ替えつつ継続実施する計画とな

っている。 

 

○その他 

重要文化財建築の保全に関し、近年増加が確認されているシロアリ被害の実態調査を実施した。幸い

なことに、過去に活動していた形跡はあるものの、進行中の被害は確認されなかった。しかし、シロアリ以

外の木部被害の拡大や、博物館本館扉の戸車の更新、宮部金吾記念館の屋根の劣化の進行など、多く

の問題点が確認されている。わずかな寄付金の中で修繕の対応を行っているが、大規模修繕は喫緊の

課題であり、大学全体のブランドである文化財建築の維持管理業務は、本学第二農場と同様に施設部

管理下に置くなどの対応の検討が必要となっている。 

 

○記入者（文責）：東隆行、加藤克、中村剛 
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静内研究牧場 
 

○教育活動 

学部教育として農学部畜産科学科 3 年生を対象とした牧場実習（24 名、12 日間）を 8 月に実施した

（写真 1）。また全学教育の「一般教育演習」（フレッシュマンセミナー）として、「牧場のくらしと自然・夏季

編」を 8 月に、「牧場のくらしと自然・冬季編」を 3 月に、1 年生の希望者 24 名を対象にそれぞれ 5 日間

行なった（写真 2）。両実習については FSC のほか、大学院農学研究院の専門分野からも教員の協力を

得て実施した。 

 

○研究活動 

静内研究牧場では、継続して行っている「北方圏における土地利用型の家畜生産システム」について、

生態系との関連を主眼として一連の研究を行っている。2024 年度には下記のような課題について研究を

行い、博士論文研究 3名、修士論文研究 6名、卒業研究 3名が当牧場においてそれぞれのテーマで研

究を実施した。そのうち、卒業論文として 2 報、修士論文として 2 報がそれぞれ卒業・修了年次の学生に

よってまとめられた。 

(1) 日本短角種は放牧適性が高いとされているが、適正な放牧飼養管理方法は確立されていない。放牧

を主体とした日本短角種の２夏放牧生産システムにおける課題のひとつである、離乳直後および２夏目

放牧開始時の増体量停滞の要因を明らかにするため、それぞれの時期における育成牛の採食量、採食

行動および増体量に及ぼす影響について検討した。また枝肉成績との関連についても検討を行っている。 

(2)北海道和種馬は寒さに強く、粗食に耐え得るとされ、林床植物であるササ類を飼料とした林間放牧が

伝統的に行なわれている。ササ類は重放牧利用に弱いことが知られており、持続的な放牧利用のために

は冬季放牧、一方でササ類を衰退させることによって林床植物の多様性を広げるためには夏季放牧が適

している。そこで、札幌市内盤渓のササ類が優占する森林内に静内研究牧場から北海道和種馬を移送

して夏季放牧し、馬放牧による森林管理の実証実験を行なっている。今年度はとくに、ササ類を中心とし

た林床植生の変化について調査を行なうとともに、一部牧草地化した区画にはジャージー種育成牛を放

牧し、その増体成績についても検討した（写真 3）。 

(3) 北海道和種馬は西洋の品種よりモンゴル在来品種に近く、モンゴルから朝鮮半島を経て本州経由で

北海道に持ち込まれたと考えられており、その起源は明らかにはされておらず検討の余地がある。近年、

世界中から多くのウマ品種の塩基配列がインターネット上のデータベースに登録されるようになり、ある品

種を検索し、その品種と同じ塩基配列を持つ品種を調べれば、その起源につき多くの情報が得られる可

能性がある。そこで、ミトコンドリア DNA の塩基配列を用いて北海道和種馬の起源について調査を試み

た。 

(4) 群れで暮らす動物の多くはどの個体も「親しい個体」を持っており、その中でも最も密接な関係は母

子であるがゆえ、母子分離は大きなストレス要因になり得る。そこで、群放牧飼養されている北海道和種

馬を用い、強制的な母子分離作業である離乳による子馬との別れが母馬および子馬に与える影響につ

いて、ストレス行動を指標として検討した。さらに、ストレス反応の強度や回復度合いにおける個体差とそ

れに及ぼす要因についても検討した。 

(5) 採草地における堆肥および肥料の施肥が温室効果ガスおよび地球温暖化に及ぼす影響について、

実施の圃場にそれぞれを施肥し、連続して温室効果ガスを測定し解析した。さらに、放牧地からの温室

効果ガス発生量の測定方法について、今年度は地下水の収集、採取についても加えて検討し、窒素・ガ

ス収支について測定を行った。 

 

○社会活動 

新ひだか町が主催し、同町静内御幸町にある一般社団法人 umanowaが企画･運営する｢ひだかうまキ

ッズ探検隊｣が、馬の歴史･文化･仕事を見る･知る･学ぶために実施するプログラムのひとつ「北大静内研

究牧場を探検しよう」を 1月に受け入れた。町内の小学生 13名と引率者 6名が参加し、積雪中の林間

放牧地で北海道和種馬群を観察して冬季間の放牧飼養管理について学び、また体重・体尺測定や、別

の放牧地への馬群の移動も体験した。 
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写真 1 畜産科学科牧場実習（牛群管理、放牧地の移動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 フレッシュマンセミナー「牧場のくらしと自然・冬季編」（馬のハンドリング、乗馬体験） 
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写真 3 盤渓プロジェクトサイトに導入したジャージー種 

 

 

 

○記入者（文責）：河合正人 
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水圏ステーション 
 

厚岸臨海実験所 

 
○教育活動 

平成 24 年 7 月より室蘭臨海実験所と共に認定されている文部科学省教育関係共同利用拠点は、令

和 3 年に「寒流域における海洋生物・生態系統合教育の国際的共同利用拠点－海洋の生態系機能とそ

の持続的利用について学ぶ－」として再認定を受け、令和 9 年 3月 31 日まで継続される予定である。本

共同利用拠点関連事業として実施している実習については、公開臨海実習・国際フィールド演習 4 コー

スと、他大学を対象とした共同利用実習 3 コースを予定通り実施することができた。国内外の他大学の学

部学生・大学院生を対象とした共同利用研究も例年通り実施し、12 大学からの 22 名の受け入れを行っ

た。 

北海道大学の学生・大学院生を対象とした実習についても、新型コロナ感染症発生前の令和元年と同

様の定員で実施することができた。理学部生物科学科生物学専攻の実習（学部 3 年生対象）については

臨海実習Ⅰと海洋生態学実習の 2 科目を、大学院生と海外学生を対象とした北海道サマー・インスティ

テュートは２コースを実施した。また、全学一般教育演習（フレッシュマンセミナー）については 3科目（うち

1科目はオンライン形式）を開催し、さらに学内の希望学生を対象とした調査潜水講習を実施した。 

 

○研究活動 

当実験所は、海洋生態学分野と生物海洋学分野の 2研究室体制で研究活動を行っている。海洋生態

学分野（仲岡雅裕・教授）では、アマモ場、干潟、コンブ林などの主要な沿岸生態系を対象に、海洋生物

群集の変動メカニズムや生態系に対する機能を解明することにより、現在進行中のグローバル・ローカル

な環境変動に対する野生生物群集・生態系の変化の評価や予測に役立てることを目的とした研究を行っ

ている。また、生物海洋学分野（伊佐田智規・准教授）では、厚岸湾や沿岸親潮域を対象に、地球温暖

化を含めた海洋環境変化に伴う植物プランクトン群集や基礎生産（光合成）の動態変動に関する研究を

行っている。特に、船舶観測と衛星リモートセンシングを組み合わせた統合的解析手法により、海洋の物

質循環過程における植物プランクトンの役割を評価している。 

当実験所の周辺フィールドでは外来利用研究者による研究、共同利用研究による他大学の学生の研

究も盛んに行われている。本年度は下記のような研究が行われた。 

・大黒島で繁殖する海鳥の水銀汚染状況に関する研究 

・岩礁潮間帯生物群集の安定性の時系列変化にみる 

・夜間の人工光が海洋ベントスの加入に与える影響に関する実験的解析 

・ドローン撮影による 3次元岩相モデルの自動構築法の開発 

・寒冷圏アマモ群落における好冷性硝化微生物の低温環境適応に関する研究 

・海洋プラスチック上における細菌叢形成について 

 

○社会活動 

地域対象の教育活動については、厚岸町と共催で例年開催している地域の住民を対象とした「大黒島

観察会」と、地域の小中学生を対象とした「アマモ場観察会」を企画したが、いずれも荒天のため中止とな

った。一方、一般社団法人タラオセアンジャパンと共催で、Tara-JAMBIOブルーカーボンプロジェクト「厚

岸の海に秘められた力！ブルーカーボン生態系を知ろう！」を実施し、ブルーカーボン光合成実験及び

海洋生物の観察等を行った。 
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Tara-JAMBIOブルーカーボンプロジェクトの「厚岸の海に秘められた力！ブルーカーボン生態系を 

知ろう！」での野外活動の風景 

 
 

 

○記入者（文責）：仲岡雅裕 
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室蘭臨海実験所 
 

令和６年度の室蘭臨海実験所の職員・学生数は、教員２名（教授、助教）、技術職員２名、事務補助員

１名、大学院環境科学院博士課程学生１名であった。 

 

○教育活動 

室蘭臨海実験所は厚岸臨海実験所とともに、文部科学省教育関係共同利用拠点として「寒流域にお

ける海洋生物・生態系統合教育の国際的共同利用拠点」を進めている。単位互換制度による公開臨海

実習は４コース実施した。「8月に行われた海藻類の分類・生態・細胞生物学」は、宮城教育大学、信州大

学、鹿児島大学より3名、3月に行われた「早春の北海道南部での海藻採集と培養技法の習得」は、京都

大学、大阪大学、佐賀大学、鹿児島大学より６名の参加があった。国際公開臨海実習は6月に２コース開

講し、北海道大学に世界の第一線で活躍する研究者を招へいし、本学教員と協同で教育活動を実施す

るサマー・インスティチュート (HSI) のプログラムである統合的海洋生物学・生態学実習Ⅰ・Ⅱと共同で実

施した。海外招へい教員としてウェリントン大学（ニュージーランド）からGiuseppe C. Zuccarello教授と公州

大学（韓国）からGwang Hoon Kim 教授が来日し、国内外の学生に向け、室蘭臨海実験所の教員と協同

で海藻における系統分類学、細胞生物学、生理学に関わる解析方法について講義と実習を行った（写

真1）。国内からは、本学学生に加えて名古屋大学、東京海洋大学、海外からは公州大学（韓国）から9名

の参加があった。その他、室蘭工業大学の学生14名に対して臨海実習を実施した。共同利用研究として

は、名古屋大学、佐賀大学、成均館大学校の大学院生・学部生がそれぞれの研究を遂行するために当

該施設を利用した。 

本学学生に対しては理学部臨海実習（臨海実習Ⅱ・海藻学実習）、全学一般教育演習（フィールド体

験型プログラム・フレッシュマン教育）、水産増養殖実習を行なった。 

 

○研究活動 

研究面では、海藻類の生殖・発生に関連する細胞生物学的な研究や、海藻類の環境適応と生殖様式

の進化に関する研究を引き続き行っている。これまで通り、海藻の培養や透過型電子顕微鏡を用いた微

細構造観察を中心に、海藻の発生・成熟過程の解析、世代間における遺伝子発現の調査、さらにゲノム

編集技術を活用した遺伝子機能解析にも積極的に取り組んでいる。9 月に宇都宮で行われた日本植物

学会第 88 回大会、3 月に沖縄で行われた日本藻類学会第 49 回大会では、教員 2 名がそれぞれ口頭・

ポスター発表を行った。 

 

○社会活動 

室蘭市にあるDENZAI環境科学館主催の「海藻クラブ」を受け入れ、10名の室蘭市内の小学生に対し

て、海藻の採集と標本作りの実習を行った。室蘭市教育委員会主催の「みなとふるさと体験学習」では室

蘭市立白蘭小学校の児童21名に対して海藻採集と海藻しおり作りを行った（写真2）。また、札幌日大高

校のサイエンスツアーを受け入れ、生徒25名に対して、ワカメ精子の放出を観察するとともに海藻類の光

合成色素の比較に関する講義と実習を行った。 
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写真 1 国際公開臨海実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 みなとふるさと体験学習 
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洞爺臨湖実験所 

 

洞爺臨湖実験所の職員状況について、４月より洞爺湖漁業協同組合に施設管理業務を委託し、水圏

ステーション長（教授）が所長を兼務、技術職員は七飯淡水実験所に異動して要所で来所し巡見、実習

対応等を行う体系となった。 

小規模な宿泊施設（定員８名）を利用して、主に本学大学院環境科学院、水産学部と他大学の大学院

生・学部学生が本センター唯一の淡水のフィールドである洞爺湖と附属の養魚施設並びに魚道（人工河

川）を利用した研究を行っている。      

昨年度から締結した洞爺湖漁業協同組合と共同研究利用契約は今年度も継続となった。施設の利用

者数は、昨年度と同等の年間１１４４ 名、宿泊施設の利用者も昨年度と同等の１２０ 名であった。施設整

備としては魚道（人工河川）仕切り板の交換工事、暖房用ボイラーの分解掃除、庁舎屋根の雨漏り修繕

工事を行った。 

 

〇教育活動 

実習は１０月に水産学部３年生対象の水産増養殖実習が行われた。他大学の学生を対象とした公開

水産科学実習では、３月に「春季フィールド科学実習」プログラムによる本実験所の見学及び宿泊施設と

しての利用があった。 

  

〇研究活動 

毎年、大学院水産科学研究院及び水産学部の学生と日本大学生物資源科学部の学生、今年度は新

たに岩手大学農学部の学生が本実験所の魚道を遡上してくるサクラマス、ヒメマスの親魚を用いた研究

活動を行っている。 

昨年度から継続で洞爺湖漁業協同組合と共同研究契約を結び当実験所の設備を利用して主にサクラ

マス、ヒメマス、ワカサギの孵化事業の効率化に関する共同研究を実施している。 

 

〇社会活動 

北大職員が不在の為、表立った社会活動は行えていないが、洞爺湖漁業協同組合との共同研究契約

と施設業務委託管理契約に於いて、当施設が洞爺湖に生息する淡水魚、特にサクラマスやヒメマス、ワカ

サギの生態系維持に必要な施設となっている。 
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令和６年１０月 水産学部増養殖実習 

 

 
洞爺臨湖実験所庁舎、養魚場、魚道（人工河川）、遡上してきたヒメマスとサクラマス 

 
 

 

 

○記入者（文責）：仲岡雅裕、阿達大輔 
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臼尻水産実験所 
 

臼尻水産実験所の令和 6年度におけるスタッフは、教員 2名 (所長・教授・兼任、准教授 11月着任)、

技術専門職員 1名、用務補助員 1名となっている。 

利用者の利便性を高めるため、宿泊棟 wifi 整備や修繕を進める一方、施設の保安面向上のため、防

犯カメラの設置や支障木の伐採を行った。当施設は 2015 (平成 27) 年度より、忍路臨海実験所、七飯淡

水実験所と共に文部科学省教育関係共同利用拠点に認定されており、2025 (令和 7) 年度からは「食糧

基地、北海道の水圏環境を学ぶ体験型教育共同利用拠点―特色ある水圏生態系の理解に基づく産業

グローカルな視野の醸成―」として再認定を受けた。 

 

○教育活動 

前年度までと同様、学内のプログラムとして、水産学部科目「水圏生物科学実習」「野外巡検」を実施し

た。教育関係共同利用拠点事業では、公開実習として「春季フィールド科学実習」やフィールド利用型プ

ログラムとして「北里大学体験学習」を実施し、4大学 18名の学生を対象に、プランクトンや魚類生理に関

する実習を行った。また、他大学 (東京海洋大学) の学生への教育協力を行った。施設担当教員は、実

験所における実習のほか、大学院環境科学院の講義を行った。 

 

○研究活動 

研究活動として、学内外からのべ 400 名以上を受け入れ、施設周辺の磯や沿岸海域を活かした甲殻

類や鯨類、海藻などの研究が進められている。施設担当教員は、コンブ種に関わる研究や、プランクトン、

甲殻類の生態についての研究に取り組んでいる。また、施設内の飼育設備を利用した育種研究も進めて

いる。 

 

○社会活動 

今年度は 11 月まで常駐教員が不在であったため主体的な活動は限定的だったが、函館市内の高校

の海藻類の研究活動への支援を行った。また、来年度に向けて地域の初等中等教育への支援について

打ち合わせを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開水産科学実習「春季フィールド科学実習」の風景 

 

○記入者（文責）：飯田碧 
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七飯淡水実験所 
 

2023 年度に引き続き、清水宗敬教授が所長（兼任）を務め、実験所唯一の常駐正規教員である萩原と

共に実験所の管理運営を行う体制であった。また、前年度まで洞爺臨湖実験所に勤務していた阿達技

術職員が 4 月に七飯淡水実験所へ異動したことに伴い技術職員 2 名体制となった。なお、2024 年度末

を以て、清水宗敬教授が所長を退任した。 

2022 年から函館市が内閣府より受けた地方大学・地域産業創生交付金事業「魚介藻類養殖を核とし

た持続可能な水産・海洋都市の構築（R4〜R13）」に対し、前年度に引き続き七飯淡水実験所はキングサ

ーモン養殖技術の確立の面でサポートしている。これには、キングサーモンの種苗生産のみならず、単性

種苗育成のための性転換親魚の誘起、SPF 種苗の作成、肉質向上の餌開発など、様々な研究のサポー

トが含まれる。このプロジェクトのサポートのために前年度から引き続き技術補助員 1名を雇用している。 

水産学部増殖生命科学科の増養殖実習では 48 名の学部生を午前と午後の 2 班に分けて採卵・採

精・精子凍結を実施した。教育関係共同利用拠点事業として前年度に一新した公開実習「応用生理生

態学実習（萩原担当）」では、6 名枠に全国の 10 大学から 17 名の応募があり高い競争率であった。鹿児

島大学・東京農工大学・広島大学・東京海洋大学・三重大学から 6 名が選出され、3 泊 4 日の公開実習

に参加した。また、北里大学の学部生 15名に対して北里大学教員 3名と共同して実習を行った。 

常駐教員である萩原は 2023年 3月に着任したが、前年度（2023年度）は着任時期の関係で指導学生

を受け入れることができなかった。今年度（2024年度）より指導学生の受け入れを開始し、修士 1年 1名、

学部 4年 2名が実験所に所属して研究を推進した。 

前年度に立ち上げた北大トラウト事業（研究・教育活動後の余剰魚を「北大トラウト」としてブランド化し

て食品として販売）は順調に継続しており、魚卵の利用等の新たな展開に関する検討を開始した。 

 

 

 

○記入者（文責）：萩原聖士 
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忍路臨海実験所 

 

忍路臨海実験所は設立から今年で 116年になった。令和 6年度の実験所の管理・運営に携わるスタッ

フは、教員１名（所長）：札幌キャンパス勤務、事務職員 2名：事務部学術協力担当、技術補助 2名：札幌

キャンパス勤務、管理員 1 名：実験所勤務、である。加えて、繁忙期である 7 月から 9 月の土曜日と日曜

日には別途管理員を雇用して利用者への対応を行っている。 

施設建物は各所で老朽化が進んでいるが、今年度は施設実験室内への海水くみ上げ設備を一新し、

インターネット環境を整備するなど、外部利用者にもより快適に施設を使ってもらえるよう努めている。 

 

○教育活動 

学内のプログラムとして理学部専門科目「動物系統分類学実習」や水産学部専門科目「野外巡検」、

全学教育科目「一般教育演習・フィールド体験型プログラム（2 件）」を開講した。また、他大学に対しては

北海道教育大学札幌校の臨海実習に協力するとともに、酪農学園大学の専門ゼミナールなどの場を提

供した。一方、実験所が関係する教育関係共同利用拠点事業については、「春季フィールド科学実習」

を開催し、道内外の 3 大学から参加した 3 名の学生に対してコンブ藻場の調査などを行った。また、この

事業のなかでは、国内外 5 大学（東京大学、東京海洋大学、宮崎大学、東海大学、Hanyang 大学）から

訪れた 23名の学生に対して教育協力を行っている。 

施設担当教員は、実験所における実習のほか、札幌キャンパスにおいて学部学生（全学教育、理学部）

や大学院学生（大学院環境科学院、大学院理学院）に対して担当する科目の講義を行うとともに、研究

室に所属する大学院環境科学院学生の研究指導に当たった。 

 

○研究活動 

今年度は利用者実績に示した通り、学内外からのべ 178 名の研究活動を受け入れた。施設担当教員

とその研究室メンバーによっては、実験所前浜のコンブ調査のほか、施設内培養室で保存しているコン

ブ培養株の維持と充実に努めており、それらを用いた多様性研究も継続している。また、別棟の実験水

槽を活用した育種研究も民間企業と連携して進めている。さらに、理学研究院や先端生命科学研究院の

教職員との共同研究も施設と前浜を活用して行っている。 

 

○社会活動 

米国から実験所を訪れた昆布・海藻産業従事者の視察団 15名に実験所や北海道の昆布産業につい

て紹介した。加えて、実験所や札幌研究室を訪れた道内外の企業人や漁業関係者などに対して個別に

対応したほか、業界や団体、漁業関係者や一般市民に向けた解説や講演を行った（一般社団法人日本

昆布協会の令和６年度秋の例会、羅臼町の町民を対象とした昆布に関する講演会、社会人のための生

涯学習講座、など）。 

 

 

 
 

○記入者（文責）：四ツ倉典滋 



 

37 

 

３．研究業績一覧 
 

※研究業績は「センター教職員の研究業績」、「センター教職員以外でセンター施設を利用した論文」、「センタ

ー施設を利用した博論・修論・卒論」の３つに大きく区分した。この内、「センター教職員の研究業績」は該当教

職員の所属するセンター教育研究部の教育研究領域（巻末機構図参照）毎にまとめている。ただし、統合研究

領域（複合フィールド分野）に所属する教員の業績は、それぞれの兼務先である森林圏・耕地圏・水圏の業績

としても掲載している。なお、領域・分野が異なる複数のセンター教職員が著者等に含まれる場合は、業績を重

複して掲載している。 

 

 

１．センター教員の研究業績 

①学術論文 

森林圏研究領域 

生物多様性分野 

Masahiro Nakamura, Chisato Terada, Kinya Ito, Tsutom Hiura, Hideaki Shibata, Takeshi Miki, 

Taku M. Saitoh, Masahiro Takagi, Toshiyuki Hougen, Shin-ichiro S. Matsuzaki, Mirai 

Watanabe, Hiroyuki Tado, Norifumi Hotta, Yoshiko Kosugi, Nobuyuki Aiko, Nagahiro Kojima, 

Nana Katagiri, Koju Kishimoto, Tomohiro Yoshida, Yuuki Tsunoda, Tatsumi Takamiya, 

Kosuke Ito, Yasuhiro Utsumi, Tetsuro Yoshikawa, Tanaka Kenta, Miho Oda, Naoki Agetsuma, 

Masataka Kawai, Toru Fujita, Takuo Hishi, Hiromasa Shimada, Tomoaki Ichie, Kazuhiko 

Hoshizaki, Hajime Kobayashi, Tatsuyuki Seino, Mahoko Noguchi, Dai Nagamatsu, Haruo 

Saito, Ryunosuke Tateno, Masae Iwamoto Ishihara, Yoichiro Kitagawa, Yoko Hisamoto, 

Kosuke Homma, Toshihide Hirao, Tatsuya Otani, Motomu Toda, Jinshi Terada, Tomonori 

Kume, Karibu Fukuzawa, Atsushi Takashima, Koki Kurose, Sakae Fujii, Shunsuke Itoh, 

Tamihisa Ohta, Kazuhiko Otsuki, Takuo Nagaike, Kyohei Hasegawa, Kobayashi Makoto, 

Manabu Shirahata, Sawako Matsuki, Masayuki Hatanaka, Satoshi Suzuki, Noriyuki Muro, 

Tomoyuki Yamoto, Naoyuki Adachi, Nobuhiro Kaneko, Tamon Yamashita: Physiological 

profiling of the soil microbe community using the EcoPlate and assessment of soil properties at 

74 planted forest sites across Japan, Ecological Research, 40(2):228-242(2024), 

https://doi.org/10.1111/1440-1703.12506 ※学術論文(査読有) 

前田明日花, 伊藤悠也, 久保見日向子, 風張喜子, 揚妻芳美, 中路達郎, 揚妻直樹: 教育関係共同利用

拠点報告, 北方森林保全技術, 42：54-59 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

揚妻直樹, 揚妻-柳原芳美: ヤクシカの個体群動態および地域個体群間の遺伝子流動について, 京都大学

野生動物研究センター共同利用・共同研究 2023年度報告書(ウェブ報告書) (2024) ※その他の業績

（調査報告書等） 

Masahiro Nakamura, Bingpin Shan, Hino Takafumi, Chisato Terada: Different responses of 

herbivore abundance to plant genotypic diversity depending on herbivore host specificity, 

Trees, 38(4):879-890(2024), https://doi.org/10.1007/s00468-024-02521-w ※学術論文(査読有) 

Elise Sivault, Jan Kollross, Leonardo Re Jorge, Sam Finnie, David Diez‐Méndez, Sara Fernandez 

Garzon, Heveakore Maraia, Jan Lenc, Martin Libra, Masashi Murakami, Tatsuro Nakaji, 

Masahiro Nakamura, Rachakonda Sreekar, Legi Sam, Tomokazu Abe, Matthias Weiss, 

Katerina Sam: Insectivorous birds and bats outperform ants in the top-down regulation of 

arthropods across strata of a Japanese temperate forest, Journal of Animal Ecology, 

93(11):1622-1638(2024), https://doi.org/10.1111/1365-2656.14146 ※学術論文(査読有) 

Miki U. Ueda, Masahiro Nakamura, Tatsuro Nakaji, Kobayashi Makoto, Tsutom Hiura: Indirect 

effects of soil warming on litter decomposition via changes in litter quality of dominant tree 

species in three cool-temperate forests, Plant and Soil, 511(1-2):797-816(2024), 

https://doi.org/10.1007/s11104-024-07023-9 ※学術論文(査読有) 

Tsutom Hiura, Hiroya Okada, Chisato Terada, Masahiro Nakamura, Nobuhiro Kaneko: Effects of 

soil compaction on above- and belowground interactions during the early stage of forest 

development, Urban Forestry & Urban Greening, 102:128565(2024), 

https://doi.org/10.1016/j.ufug.2024.128565 ※学術論文(査読有) 

Nela Altmanová, Pavel Fibich, Jiří Doležal, Václav Bažant, Tomáš Černý, Julieta G.Arco Molina, 

Tsutomu Enoki, Toshihiko Hara, Kazuhiko Hoshizaki, Hideyuki Ida, Pavel Janda, Akira 

Kagawa, Martin Kopecký, Kirill A. Korznikov, Pavel V. Krestov, Yasuhiro Kubota, Vojtěch 

Lanta, Martin Macek, Marek Mejstřík, Masahiro Nakamura, Mahoko Noguchi, Alexander M. 
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Omelko, Petr Petřík, Takeshi Sakai, Jong Suk Song, Satoshi N. Suzuki, Miroslav Svoboda, 

Miroslav Šrůtek, Kerstin Treydte, Olga N. Ukhvatkina, Iva Ulbrichová, Anna S. 

Vozmishcheva, Xiaochun Wang, Jan Altman: Spatial heterogeneity of tree-growth responses to 

climate across temperate forests in Northeast Asia, Agricultural and Forest Meteorology, 

362:110355(2024), https://doi.org/10.1016/j.agrformet.2024.110355 ※学術論文(査読有) 

Ryuichi Takeshige, Kyaw Kyaw Htoo, Masanori Onishi, Farhadur Md. Rahman, Kazuhiko 

Hoshizaki, Hideyuki Ida, Masae Iwamoto Ishihara, Akira Itoh, Takayuki Kaneko, Ayumi 

Katayama, Shigeo Kuramoto, Hiroko Kurokawa, Masayuki Maki, Kazuhiko Masaka, Tatsuro 

Nakaji, Masahiro Nakamura, Naoyuki Nishimura, Mahoko Noguchi, Atsushi Sakai, Atsushi 

Takashima, Naoaki Tashiro, Naoko Tokuchi, Hiromi Yamagawa, Yusuke Onoda: High-

resolution digital canopy height models, terrain models, ortho-mosaic photos, and canopy tree 

crown shapes derived from UAV-borne LiDAR at 22 tree census plots across Japanese natural 

forests, Ecological Research, 40(4):657-670(2024), https://doi.org/10.1111/1440-1703.12555 ※学

術論文(査読有) 

Takuya K. Hosoki, Noël M. Clark, Ryo Futamura, Senri Moriyama, Osamu Kishida, Yoichiro 

Kanno: A comparison of sex-specific markers for two wild masu salmon populations in 

Hokkaido, Japan, Aquaculture, Fish and Fisheries, 4(4):e194(2024), 

https://doi.org/10.1002/aff2.194 ※学術論文(査読有) 

Hinako Asakura, Ryo Futamura, Senri Moriyama, Satoko Iida, Koume Araki, Masato Ayumi, 

Shoji Kumikawa, Yuichi Matsuoka, Taro Takahashi, Jiro Uchida, Osamu Kishida, Takuya 

Sato: Two distinct host-parasite associations mediate seasonal ecosystem linkages, Biology 

Letters, 20(7):20240065(2024), https://doi.org/10.1098/rsbl.2024.0065 ※学術論文(査読有) 

Léa Daupagne, Chiharu Furusawa, Hironori Mieda, Osamu Kishida, Emilien Lasne, Cédric 

Tentelier, Itsuro Koizumi: Form-assortative mating behaviors of individuals from parasitic and 

non-parasitic populations of Arctic lamprey (Lethenteron camtschaticum), Behavioral Ecology, 

35(6):arae073(2024), https://doi.org/10.1093/beheco/arae073 ※学術論文(査読有) 

Yu-Lin K. Chang, Kentaro Morita, Kanta Muramatsu, Osamu Kishida, Mari Kuroki: Northern 

shifts in the migration of Japanese glass eels to subarctic Hokkaido Island over the past three 

decades, Ocean Dynamics, 75:10(2024), https://doi.org/10.1007/s10236-024-01651-6 ※学術論文

(査読有) 

Haruka Yamazaki, Seiichi Mori, Osamu Kishida, Atsushi J. Nagano, Tomoyuki Kokita: QTL-

Based Evidence of Population Genetic Divergence in Male Territorial Aggressiveness of the 

Japanese Freshwater Threespine Stickleback, Ecology and Evolution, 15(1):e70795(2024), 

https://doi.org/10.1002/ece3.70795 ※学術論文(査読有) 

Yoshihiro Inoue, Hisanori Okamiya, Takayuki Aota, Michael R. Crossland, Osamu Kishida: Alien 

toxic toads suppress individual growth and phenotypic development of native predatory 

salamanders, Oecologia, 207:27(2024), https://doi.org/10.1007/s00442-024-05658-0 ※学術論文

(査読有) 

Hiromi Uno, Shunsuke Utsumi, Kentaro Morita, Osamu Kishida, Md. Khorshed Alam, Junjiro 

Negishi: Hydrological Connectivity and Local Environment Alternately Drive Spatial 

Structure of Floodplain Aquatic Community Across Seasons, Ecology and Evolution, 

15(2):e70880(2024), https://doi.org/10.1002/ece3.70880 ※学術論文(査読有) 

Clément Duret, Tiphanie Bartet, Alain Hambuckers, Osamu Kishida, Sumio Okada, Yuki 

Taguchi, Mizuki K. Takahashi, Mathieu Denoël: Loss of habitat suitability and distribution 

range of the endangered Japanese giant salamander under climate change, FRONTIERS OF 

BIOGEOGRAPHY, 18:e133105(2024), https://doi.org/10.21425/fob.18.133105 ※学術論文(査読

有) 

FUTAMURA Ryo, Kentaro Morita, Yoichiro Kanno, Jiro Uchida, Atsushi Okuda, Osamu Kishida: 

Costs of attaining larger size prior to migration inferred from predation-caused wounds in an 

anadromous fish, https://doi.org/10.21203/rs.3.rs-4289981/v1 (2024) ※その他の業績（調査報告書

等） 

MATSUURA Naru, Hisanori Okamiya, Akira Terui, Masayuki Sakata, Hitoshi Araki, Osamu 

Kishida: Better habitat or not? Roles of deer wallows in early life history of amphibians, 

https://doi.org/10.22541/au.173501101.12100997/v1 (2024) ※その他の業績（調査報告書等） 

Richard Mugani, Fatima El Khalloufi, Minoru Kasada, El Mahdi Redouane, Mohammed Haida, 

Roseline Prisca Aba, Yasser Essadki, Soukaina El Amrani Zerrifi, Sven-Oliver Herter, 
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Abdessamad Hejjaj, Faissal Aziz, Naaila Ouazzani, Joana Azevedo, Alexandre Campos, Anke 

Putschew, Hans-Peter Grossart, Laila Mandi, Vitor Vasconcelos, Brahim Oudra: Monitoring of 

toxic cyanobacterial blooms in Lalla Takerkoust reservoir by satellite imagery and microcystin 

transfer to surrounding farms, Harmful Algae, 135:102631(2024), 

https://doi.org/10.1016/j.hal.2024.102631 ※学術論文(査読有) 

Michio Kondoh, Minoru Kasada, Takuzo Abe, Akihide Kasai, Akihiro Dazai, Reiji Masuda, 

Satoquo Seino, Shota Suzuki, Yukari Suzuki-Ohno, Akifumi S. Tanabe: Community Science 

Initiatives Utilizing Environmental DNA, Community Science in Ecology, 83-99(2024), 

https://doi.org/10.1007/978-981-97-0304-3_6 ※学術論文 

Yangke Shang, Minoru Kasada, Michio Kondoh: Rescue or murder? The effect of prey adaptation 

to the predator subjected to fisheries, Ecology and Evolution, 14(12):e70336(2024), 

https://doi.org/10.1002/ece3.70336 ※学術論文(査読有) 

Ellen van Velzen, Sabine Wollrab, Onur Kerimoglu, Ursula Gaedke, Hans-Peter Grossart, Minoru 

Kasada, Helena C. L. Klip, Stefanie Moorthi, Tom Shatwell, Patch Thongthaisong, A. E. 

Friederike Prowe: Flexibility in Aquatic Food Web Interactions: Linking Scales and 

Approaches, Ecosystems, 28:23(2024), https://doi.org/10.1007/s10021-025-00968-7 ※学術論文

(査読有) 

KONDOH Michio, Minoru Kasada, Takuzo Abe, Akihide Kasai, Akihiro Dazai, Reiji Masuda, 

Satoquo Seino, Shota Suzuki, Yukari Suzuki-Ohno, Akifumi S. Tanabe: Community Science 

Initiatives Utilizing Environmental DNA, Ecological Research Monographs, 83-99 

https://doi.org/10.1007/978-981-97-0304-3_6 (2024) ※その他の業績（調査報告書等） 

Seikan Kurata, Shota Mano, Naoyuki Nakahama, Shun K Hirota, Yoshihisa Suyama, Motomi Ito: 

Development of mitochondrial DNA cytochrome c oxidase subunit I primer sets to construct 

DNA barcoding library using next-generation sequencing, Biodiversity Data Journal, 

12:e117014(2024), https://doi.org/10.3897/BDJ.12.e117014 ※学術論文(査読有) 

 

生態系機能分野 

Kentaro Takagi, Kojiiro Hirayama, Masato Hayashi, Kobayashi, Makoto, Keiji Okada, Hiroyuki 

Oguma, NobukoSaigusa: Forest structure explains spatial heterogeneity of decadal carbon 

dynamics in a cool-temperate forest, Environmental Research Letters, 19(11):114022(2024), 

https://doi.org/10.1088/1748-9326/ad774a ※学術論文(査読有) 

TaeOh Kwon, Hideaki Shibata, Tetsuya Takemi, Kentaro Takagi: Canopy height damage by 

Typhoon Songda in Northern Hokkaido, Japan, in 2004, Environmental Research: Ecology, 

3(4):045002(2024), https://doi.org/10.1088/2752-664X/ad82f0 ※学術論文(査読有) 

Fujiang Ji, Fa Li, Dalei Hao, Alexey N. Shiklomanov, Xi Yang, Philip A. Townsend, Hamid Dashti, 

Tatsuro Nakaji, Kyle R. Kovach, Haoran Liu, Meng Luo, Min Chen: Unveiling the 

transferability of PLSR models for leaf trait estimation: lessons from a comprehensive analysis 

with a novel global dataset, New Phytologist, 243(1):111-131(2024), 

https://doi.org/10.1111/nph.19807 ※学術論文(査読有) 

Elise Sivault, Jan Kollross, Leonardo Re Jorge, Sam Finnie, David Diez‐Méndez, Sara Fernandez 

Garzon, Heveakore Maraia, Jan Lenc, Martin Libra, Masashi Murakami, Tatsuro Nakaji, 

Masahiro Nakamura, Rachakonda Sreekar, Legi Sam, Tomokazu Abe, Matthias Weiss, 

Katerina Sam: Insectivorous birds and bats outperform ants in the top-down regulation of 

arthropods across strata of a Japanese temperate forest, Journal of Animal Ecology, 

93(11):1622-1638(2024), https://doi.org/10.1111/1365-2656.14146 ※学術論文(査読有) 

Miki U. Ueda, Masahiro Nakamura, Tatsuro Nakaji, Kobayashi Makoto, Tsutom Hiura: Indirect 

effects of soil warming on litter decomposition via changes in litter quality of dominant tree 

species in three cool-temperate forests, Plant and Soil, 511(1-2):797-816(2024), 

https://doi.org/10.1007/s11104-024-07023-9 ※学術論文(査読有) 

Ram Avtar, Xinyu Chen, Jinjin Fu, Saleh Alsulamy, Hitesh Supe, Yunus Ali Pulpadan, Albertus 

Stephanus Louw, Nakaji Tatsuro: Tree Species Classification by Multi-Season Collected UAV 

Imagery in a Mixed Cool-Temperate Mountain Forest, Remote Sensing, 16(21):4060(2024), 

https://doi.org/10.3390/rs16214060 ※学術論文(査読有) 

Ryuichi Takeshige, Kyaw Kyaw Htoo, Masanori Onishi, Farhadur Md. Rahman, Kazuhiko 

Hoshizaki, Hideyuki Ida, Masae Iwamoto Ishihara, Akira Itoh, Takayuki Kaneko, Ayumi 

Katayama, Shigeo Kuramoto, Hiroko Kurokawa, Masayuki Maki, Kazuhiko Masaka, Tatsuro 

Nakaji, Masahiro Nakamura, Naoyuki Nishimura, Mahoko Noguchi, Atsushi Sakai, Atsushi 
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Takashima, Naoaki Tashiro, Naoko Tokuchi, Hiromi Yamagawa, Yusuke Onoda: High-

resolution digital canopy height models, terrain models, ortho-mosaic photos, and canopy tree 

crown shapes derived from UAV-borne LiDAR at 22 tree census plots across Japanese natural 

forests, Ecological Research, 40(4):657-670(2024), https://doi.org/10.1111/1440-1703.12555 ※学

術論文(査読有) 

Siyu Chen, Yoshiko Kosugi, Tatsuro Nakaji, Hibiki Noda, Linjie Jiao, Ayaka Sakabe, Kouki 

Hikosaka, Daniel Epron, Kenlo Nishida Nasahara: Winter leaf reddening and photoprotection 

accessed by vegetation indices and its influence on canopy light-use efficiency of a Japanese 

cypress (Chamaecyparis obtusa) forest, Agricultural and Forest Meteorology, 

363:110427(2024), https://doi.org/10.1016/j.agrformet.2025.110427 ※学術論文(査読有) 

前田明日花, 伊藤悠也, 久保見日向子, 風張喜子, 揚妻芳美, 中路達郎, 揚妻直樹: 教育関係共同利用

拠点報告, 北方森林保全技術, 42：54-59 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

 

地域資源管理分野 

Hina Haratani, Toshiya Yoshida: Scarification under the canopy of Japanese oak: should pre-

harvest treatment coincide with the masting year of acorns?, Journal of Forest Research, 

29(6):450-457(2024), https://doi.org/10.1080/13416979.2024.2386185 ※学術論文(査読有) 

Ruiqi Zeng, Shunsuke Utsumi, Yuzhuo Fang, Karibu Fukuzawa, Toshiya Yoshida, Kobayashi 

Makoto: How do aboveground and belowground functional traits correlate with the 

demography of tree seedlings regenerated after landslide disturbances?, Journal of Forest 
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中村 剛: 北海道-東北アジアの植物の保全, 京都府立植物園開園 100周年記念事業 国際シンポジウム 人

と自然の共生―植物園の役割を考える,京都府京都市(2024/10/6) 

中村 剛: Challenges and approaches in living-collection data management for conservation in 

botanic gardens in Japan, East Asia Biodiversity Conservation Network（EABCN）Academic 

Workshop 2024, 中華人民共和国遼寧省瀋陽市(2024/10/10) 

中村 剛: 植物園-環境省連携による生息域外保全の進捗と質向上の課題, 第 3回 種子・胞子・組織培養を

使った保全フォーラム ～ラン科植物を中心に～, オンライン(2024/12/20) 

 

統合研究領域 

複合フィールド分野 

吉田俊也: 北海道の広葉樹：育てていくために必要なこと, 第 136 回日本森林学会大会 公開シンポジウム 

「北海道の広葉樹資源を活かす」, 日本森林学会, 北海道札幌市(2025/3/20) 

吉田俊也: 北海道における 広葉樹育成の課題と展望, 第 73回北方森林学会大会 シンポジウム 「北海道

広葉樹資源を今一度見直す」, 北方森林学会, 北海道札幌市(2024/11/13) 

 

3) シンポジウムのオーガナイザー 

後藤貴文: ワンヘルスにおける DOHaDを考える, 第 12 回日本 DOHaD学会,北海道札幌市(2024/10/13) 

 

4) その他の特記事項（1～3 に該当しないが特記したい事項） 

森林圏研究領域 

生物多様性分野 

揚妻直樹:未知の生物 ニホンジカ, esse-sense FORUM2024(2024/09/24～2024/09/25) 

揚妻直樹, 持田浩治, 揚妻-柳原芳美, 西川真理:屋久島南部の鳥獣害調査, 現地報告会「まずは相手を知

ろう!屋久島に訪れるヒヨドリとは?」(2024/4/6) 

徳地直子, 揚妻直樹, 山口未花子, 中西もも, 福永真弓:生物多様性と人々の暮らしの共生, esse-sense 

FORUM2024(2024/09/24～2024/09/25) 
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杉浦秀樹, 揚妻直樹, 揚妻-柳原芳美, 湯本貴和, 「令和６年度屋久島国立公園西部地域における自然資源

の持続的活用方策検討業務」に係る屋久島公認ガイド向け講習会(2024) 

揚妻-柳原芳美, 揚妻直樹, 屋久島アカデミー「世界遺産の多様なインタープリテーション力強化事業」ガイド

研修用講座(2024) 

揚妻直樹, シカの大地に暮らす私たち, 「北大道新アカデミー」2024年度後期総合コース(2024) 

持田浩治, 西川真理, 揚妻-柳原芳美, 揚妻直樹:まずは相手を知ろう!屋久島に訪れるヒヨドリとは?, 現地報

告会「まずは相手を知ろう!屋久島に訪れるヒヨドリとは?」(2024/04/06～2024/05/06) 

吉田桃子, 揚妻直樹:エゾシカの母親は娘に優しい？：仔の性別と兄姉が育仔投資量に与える影響, 第 72

回日本生態学会(2025/3/18) 

 

 

④特許 

 なし  

 

⑤外部資金（競争的資金）の受け入れ （単位千円）  

森林圏研究領域 

生物多様性分野 

揚妻直樹:科研費,基盤研究(C),一夫一妻哺乳類における分散様式の性差：配偶様式は分散に影響するの

か？,195千円,分担者(2022-2025) 

揚妻直樹:科研費,基盤研究(C),通信環境不利地域を想定した森林エリアネットワークにおける能動的遠隔制

御技術の確立,143千円,分担者(2022-2025) 

中村誠宏:科研費,学術変革領域研究(A),ユーラシア低～高緯度域を縦断した大気－森林生態系の物質交換

機能解明,1,040千円,分担者(2024-2025) 

中村誠宏:科研費,基盤研究(B),気候変動時代の北方林樹木の環境応答を探る,3,250 千円,分担者(2024-

2027) 

中村誠宏:科研費,基盤研究(C),通信環境不利地域を想定した森林エリアネットワークにおける能動的遠隔制

御技術の確立,325千円,分担者(2022-2025) 

植竹淳:受託研究,大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所(ArCSⅡ),北極域研究加

速プロジェクト（ArCSⅡ）,2,400千円,代表者(2024) 

植竹淳:科研費,基盤研究(C),動的に変化しうる森林バイオエアロゾルの季節変動とその起源の解明,650千円,

代表者(2022-2024) 

植竹淳:科研費,基盤研究(A),氷河流動による長期物質循環と雪氷微生物の氷河暗色化過程の解明,390千円,

分担者(2024-2025) 

植竹淳:科研費,基盤研究(A),北極域での気温上昇に伴う北極エアロゾルの変動および氷晶形成への影響評

価,260千円,分担者(2024-2025) 

植竹淳:科研費,国際共同研究加速基金(海外連携研究),温暖なグリーンランド南部での自然起源エアロゾル

に関する国際共同調査,2,600千円,分担者(2023-2026) 

植竹淳:科研費,基盤研究(B),氷河・積雪生態系における雪氷藻類へのツボカビ感染症の動態解明,520 千円,

分担者(2024-2026) 

倉田正観:科研費,若手研究,日本人の撹乱は生物多様性維持に貢献してきたか―草地性植物の集団動態か

ら探る,910千円,代表者(2022-2024) 

倉田正観:科研費,国際共同研究強化(B),侵略的外来種の侵略的性質獲得の原因解明と抑制に関する研

究,130千円,分担者(2021-2024) 

倉田正観:科研費,基盤研究(B),半自然草原の植物相の多様性・固有性に基づく保全価値評価：自然草原との

比較,910千円,分担者(2024-2027) 

岸田治:科研費,基盤研究(B),適応戦術としての動物の移動：河川性サケ科魚類の大規模モニタリングによる検

証,2,990千円,代表者(2022-2025) 

岸田治:受託事業,特定非営利活動法人日本国際湿地保全連合,「モニタリングサイト 1000 陸水域湖沼調査」

に係る淡水魚類調査,629千円,代表者(2024) 

岸田治:科研費,基盤研究(S),野生生物における種分化の生態遺伝機構,5,200千円,分担者(2024-2025) 
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生態系機能分野 

高木健太郎:科研費,基盤研究(B),遠隔探査と地上多点観測による北方林の長期炭素動態の環境・群落構造

への依存性の解明,2,600千円,代表者(2022-2024) 

高木健太郎:共同研究,国立研究開発法人国立環境研究所,森林における炭素循環機能に関する観測研

究,1,100千円,代表者(2020-2024) 

高木健太郎:共同研究,合同会社伝統工芸木炭生産技術保存会,伝統工芸和紙製作に必要なノリ（ノリウツギ

樹皮）の試験的採取および栽培に関する研究,300千円,代表者(2024) 

高木健太郎:補助金,北海道宗谷総合振興局長,造林事業補助金（12線）,4,755千円,代表者(2024) 

高木健太郎:補助金,幌延町産業建設課,令和 6年度幌延町森林整備促進事業,6,001千円,代表者(2024) 

高木健太郎:科研費,国際共同研究強化(B),森林動態モデルによる生物多様性と気候変動の両者課題の同時

解決策,390千円,分担者(2022-2025) 

高木健太郎:科研費,基盤研究(B),大規模森林操作試験による生物多様性と生態系機能の原因と帰結の探

求,260千円,分担者(2020-2024) 

高木健太郎:科研費,基盤研究(B),異なる観測手法の組合せによる森林のオゾン吸収量推定プロセスモデルの

構築,715千円,分担者(2022-2024) 

大平充:助成金,公益財団法人河川財団,「動く川」に対するサケ科魚類の産卵および生活史初期の応答,940

千円,代表者(2024) 

野村睦:補助金,北海道上川総合振興局長,造林事業補助金（下中川）,714千円,代表者(2024) 

野村睦:補助金,中川町,中川町民有林管理推進事業（間伐）,210千円,代表者(2024) 

野村睦:補助金,中川町,中川町民有林管理推進事業（作業道）,536千円,代表者(2024) 

中路達郎:共同研究,国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構,三次元森林空間データと毎木調査データを

備えたマルチスケールバイオマス検証サイトの構築,1,347千円,代表者(2024) 

中路達郎:受託事業,一般財団法人リモート・センシング技術センター,2024 年度陸域炭素収支算定に関する

高精度バイオマスマップ等の整備手法の開発と検証に係る森林プロット情報取得支援作業（北海道大

学）,2,957千円,代表者(2024) 

中路達郎:補助金,北海道上川総合振興局産業振興部,造林事業補助金（三角点）,4,113千円,代表者(2024) 

中路達郎:補助金,北海道上川総合振興局産業振興部,造林事業補助金（406林班）,66千円,代表者(2024) 

中路達郎:科研費,学術変革領域研究(A),ユーラシア低～高緯度域を縦断した大気－森林生態系の物質交換

機能解明,1,040千円,分担者(2024-2025) 

中路達郎:科研費,基盤研究(B),根リターがもたらす炭素蓄積過程の環境応答モデルの構築,390 千円,分担者

(2024-2027) 

中路達郎:科研費,基盤研究(C),埋没による土壌深層への長期炭素貯留・隔離：その要因と放出耐性,65 千円,

分担者(2022-2025) 

 

地域資源管理分野 

吉田俊也:受託研究,北海道開発局旭川開発建設部,琴平～筬島間水質外資料作成,11,006 千円,代表者

(2024) 

吉田俊也:受託研究,北海道開発局旭川開発建設部,琴平～筬島間動物環境外資料作成,10,016 千円,代表

者(2024) 

福澤加里部:科研費,基盤研究(B),樹木・林床植生系の菌根タイプの多様性を考慮した森林の土壌窒素動態メ

カニズムの解明,5,070千円,代表者(2022-2024) 

福澤加里部:科研費,国際共同研究強化(B),半乾燥生態系での植物ー根圏微生物相互作用系を活用した緑

化技術の開発,520千円,分担者(2020-2025) 

福澤加里部:科研費,基盤研究(B),窒素沈着量の減少によって森林の生態系機能は回復するか,520 千円,分

担者(2024-2026) 

小林真:共同研究,王子マネジメントオフィス株式会社,北方林南限域に分布する泥炭湿地林の泥炭に蓄積す

る有機態炭素と炭素蓄積速度の推定,1,040千円,代表者(2024) 

小林真:科研費,基盤研究(B),脆弱な北方林エコトーンの樹木へ気候変動が及ぼす影響は撹乱により深刻化

するのか,10,530千円,代表者(2024-2026) 

小林真:科研費,学術変革領域研究(A),ユーラシア低～高緯度域を縦断した大気－森林生態系の物質交換機

能解明,1,040千円,分担者(2024-2025) 

小林真:科研費,国際共同研究加速基金,乾燥地における土壌マイクロプラスチック汚染の実態と土壌構造へ

の影響,390千円,分担者(2024-2027) 
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小林真:科研費,基盤研究(B),大規模森林操作試験による生物多様性と生態系機能の原因と帰結の探求,195

千円,分担者(2020-2024) 

小林真:科研費,基盤研究(B),土壌マイクロプラスチックが土壌生物の活動と土壌団粒形成に及ぼす影響,260

千円,分担者(2024-2026) 

  

 

 

 

耕地圏研究領域 

生物生産保全分野 

後藤貴文:受託研究,国立大学法人高知大学,IoP メインエンジンの深化と様々な地域農業の多品目への展

開,550千円,代表者(2024) 

後藤貴文:共同研究,ネクストエンブリオ株式会社,先端科学を用いた持続的畜産システムの構築,500 千円,代

表者(2023-2024) 

後藤貴文:補助金,経済産業省,家畜感染症拡大防止を目的とする現場で迅速に判断できる高速・高感度簡易

病原体検出キットの開発,3,637 千円,代表者(2024) 

後藤貴文:科研費,基盤研究(C),胎仔期の栄養で変化するウシ骨格筋でのヒストン修飾の役割とは？,104 千円,

分担者(2022-2025) 

後藤貴文:受託研究,国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系特定産業技術研究支援セ

ンター,放牧基盤型飼養のための IoTと宇宙技術による戦略的スマート畜産技術の開発,30,000千円,代表

者(2024) 

後藤貴文:受託研究,国立研究開発法人科学技術振興機構,次世代和牛生産システム構築拠点に関する国立

大学法人北海道大学による研究開発,16,315千円,代表者(2024-2025) 

後藤貴文:受託研究,国立大学法人高知大学(国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系

特定産業技術研究支援センター),肉牛の画像センシングによる発情および疾病検知技術の開発,10,010

千円,代表者(2024) 

後藤貴文:共同研究,株式会社徳之島コーラル,離島地域における資源循環型放牧牛に関する研究,195 千円,

代表者(2024-2025) 

後藤貴文:受託事業,一般財団法人日本国際協力センター,令和 6年度人材育成奨学計画(JDS)特別プログラ

ムに係る委託契約,250 千円,代表者(2024) 

星野洋一郎:受託研究,支出負担行為担当官農林水産省大臣官房参事官（経理）,スマート農業に関する農業

教育機関の指導者等向け研修委託事業,16,990千円,代表者(2024) 

星野洋一郎:補助金,公益財団法人全国競馬・畜産振興会 ,ペレニアルライグラス導入草地の安定化事

業,3,884千円,代表者(2024) 

星野洋一郎:科研費,基盤研究(C),ゲノム量増加の効果を最大化させる倍数性育種の基盤構築,1,430 千円,代

表者(2023-2025) 

星野洋一郎:助成金,公益社団法人全国競馬・畜産振興会 ,ペレニアルライグラス導入草地の安定化事

業,3,884千円,代表者(2024) 

星野洋一郎:科研費,基盤研究(C),異形花型自家不和合性スターチスにおける倍数性操作による生殖隔離の

克服,208 千円,分担者(2022-2025) 

鈴木裕:助成金,公益財団法人伊藤記念財団,ルーメン細菌叢制御を目指した子ウシ唾液抗体の分泌機能の

解明（Ⅲ）,1,200 千円,代表者(2024) 

鈴木裕:共同研究,明治ホールディングス株式会社,子牛の消化管細菌叢に関する調査研究,1,175 千円,代表

者(2024) 

平田聡之:受託研究,国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系特定産業技術研究支援セ

ンター,環境再生型農業における大豆栽培での高収量化技術開発,6,704 千円,代表者(2024) 

藤野介延:科研費,基盤研究(B),植物の防御機構等に関与する不溶性プロアントシアニジン合成機構の生理

的解析,650千円,分担者(2021-2024) 

中村剛:補助金,環境省自然環境局,北海道固有の石灰岩植物シリベシナズナの遺伝的多様性を守る生息域

外保全事業,310 千円,代表者(2024) 

中村剛:科研費,基盤研究(B),日露中韓共通の絶滅危惧植物の適応可能性を最大化する，東北アジアスケー

ル保全単位,6,370千円,代表者(2024-2027) 

中村剛:科研費,国際共同研究加速基金(海外連携研究),植物特性評価に基づいてブリトゥン島の荒野林を効

果・効率的に保全する,650千円,分担者(2023-2028) 
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中村剛:科研費,基盤研究(B),琉球低地と台湾高地に産する植物の分布成立過程の追跡と環境適応の解

明,520千円,分担者(2024-2027) 

東隆行:科研費,基盤研究(C),個体群の遺伝的多様性推移におよぼす復元手法の影響,195 千円,分担者

(2022-2027) 

東隆行:科研費,基盤研究(B),維管束植物の進化とアルミニウム高集積,150 千円,分担者(2023-2027) 

東隆行:科研費,基盤研究(B),寒冷圏の常緑樹において冬季に特徴的な２つの光合成防御機構の種間分

布,700千円,分担者(2024-2027) 

河合正人:共同研究,株式会社ユートピアアグリカルチャー,多雪・傾斜山林への北海道和種馬放牧による草地

化と土壌および植物の活性化に関する研究,650千円,代表者(2022-2026) 

河合正人:科研費,基盤研究(B),乳牛由来の肉用子牛の健康に寄与する母子異品種の胎盤機能の違いと栄

養移行の機序解明,260 千円,分担者(2024-2027) 

小松知未:受託研究,国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構,土壌診断（化学性・物理性）及び

リモートセンシング活用による化学肥料削減プロジェクトに係る試験研究,553千円,代表者(2024)  

 

 

水圏研究領域 

海洋生物学分野 

仲岡雅裕:科研費,国際共同研究強化(B),東南アジア沿岸域の生物多様性評価：ベースライン復元による現

況・将来予測の高精度化,3,510千円,代表者(2020-2025) 

仲岡雅裕:受託研究,科学技術振興機構,沿岸域のブルーカーボン貯留・変動プロセスの解明,12,675 千円,分

担者(2023-2028) 

仲岡雅裕:受託研究,独立行政法人環境再生保全機構,生物多様性保全・気候変動対策・地域振興を最適化

させる自然公園設計：北海道東部・根釧地方における学際的研究と実践 ,36,000 千円,代表者(2023-

2025) 

仲岡雅裕:受託研究,国立研究開発法人水産研究・教育機構（原委託：農林水産省）,ブルーカーボンの評価

手法及び効率的藻場形成・拡大技術の開発,1,800千円,分担者(2020-2024) 

仲岡雅裕:共同研究,洞爺湖漁業協同組合,淡水性魚類の種苗生産及び採卵の効率的な技術の確立に関する

研究,300 千円,代表者(2024) 

仲岡雅裕:共同研究,Sony,ソーシャル・イノベーション部門 for プラネタリ―バウンダリー 「ブルーカーボンセ

ンシング」,6,366 千円,代表者(2022-2024) 

仲岡雅裕:科研費,基盤研究(B),人新世における生態系変化とその予測可能性の評価：岩礁潮間帯での 25年

実証研究,390 千円,分担者(2023-2027) 

仲岡雅裕:科研費,基盤研究(A),通し回遊魚の河川沿岸域利用実態の解明,1,950千円,分担者(2023-2026) 

伊佐田智規:科研費,基盤研究(B),沿岸浅海域からの炭素輸送と基礎生産の定量把握,7,800 千円,代表者

(2024-2027) 

伊佐田智規:科研費,学術変革領域研究(A),亜寒帯沿岸生態系における陸域起源栄養塩利用の評価,4,368

千円,分担者(2024-2025) 

伊佐田智規:受託研究,地方独立行政法人北海道立総合研究機構,令和５年度北海道赤潮対策緊急支援事

業のうち漁場環境改善緊急対策事業のうち渦鞭毛藻種を分光特性から判定するアルゴリズムの開発業

務,1,000千円,代表者(2024) 

伊佐田智規:共同研究,国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構,北海道沿岸域の持続可能な水産業を目

指した海洋圏プロダクトの検証および複数衛星データを利用した海洋空間情報の開発,2,367千円,代表者

(2024) 

伊佐田智規:助成金,公益財団法人国際エメックスセンター,アマモ場におけるブルーカーボン貯留経路として

の透明細胞外重合物質粒子および粒状有機炭素の変動要因の解明,1,500千円,代表者(2024) 

長里千香子:共同研究,日本製鉄株式会社,ゲノム編集によるマリンバイオマス向け有用株の作出,5,500 千円,

代表者(2024) 

長里千香子:共同研究,日本製鉄株式会社,従来育種法を活用したマリンバイオマスの大量・安定生産に向け

た有用株の作出,2,000千円,代表者(2022-2024) 

市原健介:科研費,基盤研究(C),緑色海藻の生殖細胞に性差を生み出す分子機構の解明,1,690 千円,代表者

(2024-2027) 
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生物資源学分野 

萩原聖士:受託研究,国立研究開発法人科学技術振興機構,「ながさきBLUEエコノミー」海の食料生産を持続

させる養殖業産業化共創拠点に関する北海道大学による研究開発,8,050千円,分担者(2024) 

萩原聖士:科研費,基盤研究(C),生理生態学的アプローチによるウナギ属魚類の春機発動・銀化・回遊開始機

構の解明,1,040 千円,代表者(2022-2025) 

萩原聖士:科研費,基盤研究(A),ウナギ属魚類の分布・来遊機構に与える地球環境変動および人為的環境改

変の影響,650 千円,分担者(2021-2024) 

萩原聖士:受託研究,函館市（原契約：内閣府）,キングサーモン完全養殖技術研究業務委託（地方大学・地域

産業創生交付金事業に係る研究業務）,575 千円,分担者(2024-2026) 

萩原聖士:助成金,公益財団法人 河川財団,水棲生物の繁殖イベントを検出する環境 RNA・環境 DNA 分析

法の開発と応用 ～サケマス類をモデルとして～,1,000千円,代表者(2023-2024) 

四ツ倉典滋:科研費,基盤研究(C),ゲノム情報を利用した産業用コンブ 4 種の分類学的検討と種内変異の解

明,1,950千円,代表者(2024-2026) 

四ツ倉典滋:共同研究,北海道昆布漁業振興協会,天然昆布の種子培養及び保存,3,000 千円,代表者(2023-

2027) 

四ツ倉典滋:共同研究,フジッコ株式会社,環境適応性を有するコンブ株の育成および養殖技術の検討,2,500

千円,代表者(2024-2025) 

 

生態系変動解析分野 

宮下和士:受託研究,新潟県,新潟県洋上風力に係るサケの漁業影響調査業務委託,15,410 千円,代表者

(2024) 

宮下和士:共同研究,株式会社海の中道海洋生態科学館,小笠原諸島に生息するシロワニの回遊生態調

査,1,950千円,代表者(2024-2025) 

宮下和士:共同研究,一般財団法人日本鯨類研究所,2005年から 2023年の計量魚群探知機を用いた仙台湾

におけるイカナゴの資源量推定,3,510 千円,代表者(2024) 

宮下和士:共同研究,株式会社ＵＭＩＡＩＬＥ,海洋生態系可視化のための小型無人ボート(ASV)を用いた大規模

スマートセンサーネットワークシステム開発,4,000千円,代表者(2024-2026) 

南憲吏:科研費,挑戦的研究(萌芽),魚類の心理特性に注目した新たな増養殖技術基盤の開発,130 千円,分担

者(2022-2025) 

山本潤:科研費,基盤研究(B),親イカ由来の細菌と溶存態有機物（DOM）に着目したスルメイカ初期餌料の解

明,4,810千円,代表者(2023-2025) 

山本潤:科研費,基盤研究(A),最先端複合化学分析で明らかにするイカ類回遊生態：環境変動応答の理解の

深化に向けて,1,560千円,分担者(2024-2025) 

山本潤:科研費,学術変革領域研究(B),多元素同位体の複合解析による回遊生物の新たな生物地球化学タグ

の確立,390千円,分担者(2024-2025) 

山本潤:科研費,基盤研究(B),海洋熱波は生物集団をどう変える？ヤリイカの表現型多型決定プロセスの解

明,1,495千円,分担者(2024-2028) 

清水宗敬:科研費,基盤研究(B),魚類特有の成長調節メカニズムと指標に基づく増養殖魚診断,3,510 千円,代

表者(2022-2025) 

清水宗敬:科研費,基盤研究(B),海水経験技術による回遊性水産有用魚種の成長・成熟促進機構の解明と応

用,520千円,分担者(2023-2026) 

清水宗敬:科研費,基盤研究(C),太平洋サケ養殖種苗の自発的ソーティング手法ならびに適苗性評価手法の

開発,195 千円,分担者(2021-2024) 

清水宗敬:受託研究,国立研究開発法人水産研究・教育機構（原委託：国立研究開発法人農業・食品産業技

術総合研究機構生物系特定産業技術研究支援センター）,光周期を利用して成熟を抑制し生産性を飛躍

させる魚介類養殖手法の開発,2,600千円,分担者(2024) 

清水宗敬:科研費,基盤研究(C),魚卵アレルゲン低減化魚類の提案と最適な飼育環境の確立,260 千円,分担

者(2023-2025) 

野村大樹:科研費,基盤研究(A),東南極における氷床－海氷－海洋システムの地域特性の解明,1,040 千円,

分担者(2024-2025) 

野村大樹:科研費,学術変革領域研究(A),南極・全球大気―海洋物質循環における相互作用の解明計画研

究,5,980千円,分担者(2024-2025) 

野村大樹:科研費,基盤研究(B),海氷-海洋境界層理論に基づく海氷モニタリング技術開発と自動観測ネットワ

ークの構築,130 千円,分担者(2024-2026) 
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野村大樹:受託研究,科学技術振興機構,炭素循環機構解明を目指す総合的観測手法確立,11,635 千円,代

表者(2024) 

 

 

統合研究領域 

複合フィールド分野 

吉田俊也:受託研究,北海道開発局旭川開発建設部,琴平～筬島間水質外資料作成,11,006 千円,代表者

(2024) 

吉田俊也:受託研究,北海道開発局旭川開発建設部,琴平～筬島間動物環境外資料作成,10,016 千円,代表

者(2024) 

星野洋一郎:受託研究,支出負担行為担当官農林水産省大臣官房参事官（経理）,スマート農業に関する農業

教育機関の指導者等向け研修委託事業,16,990千円,代表者(2024) 

星野洋一郎:補助金,公益財団法人全国競馬・畜産振興会 ,ペレニアルライグラス導入草地の安定化事

業,3,884千円,代表者(2024) 

星野洋一郎:科研費,基盤研究(C),ゲノム量増加の効果を最大化させる倍数性育種の基盤構築,1,430 千円,代

表者(2023-2025) 

星野洋一郎:助成金,公益社団法人全国競馬・畜産振興会 ,ペレニアルライグラス導入草地の安定化事

業,3,884千円,代表者(2024) 

星野洋一郎:科研費,基盤研究(C),異形花型自家不和合性スターチスにおける倍数性操作による生殖隔離の

克服,208 千円,分担者(2022-2025) 

四ツ倉典滋:科研費,基盤研究(C),ゲノム情報を利用した産業用コンブ 4 種の分類学的検討と種内変異の解

明,1,950千円,代表者(2024-2026) 

四ツ倉典滋:共同研究,北海道昆布漁業振興協会,天然昆布の種子培養及び保存,3,000 千円,代表者(2023-

2027) 

四ツ倉典滋:共同研究,フジッコ株式会社,環境適応性を有するコンブ株の育成および養殖技術の検討,2,500

千円,代表者(2024-2025) 

宮下和士:受託研究,新潟県,新潟県洋上風力に係るサケの漁業影響調査業務委託,15,410 千円,代表者

(2024) 

宮下和士:共同研究,株式会社海の中道海洋生態科学館,小笠原諸島に生息するシロワニの回遊生態調

査,1,950千円,代表者(2024-2025) 

宮下和士:共同研究,一般財団法人日本鯨類研究所,2005年から 2023年の計量魚群探知機を用いた仙台湾

におけるイカナゴの資源量推定,3,510 千円,代表者(2024) 

宮下和士:共同研究,株式会社ＵＭＩＡＩＬＥ,海洋生態系可視化のための小型無人ボート(ASV)を用いた大規模

スマートセンサーネットワークシステム開発,4,000千円,代表者(2024-2026) 

小林真:共同研究,王子マネジメントオフィス株式会社,北方林南限域に分布する泥炭湿地林の泥炭に蓄積す

る有機態炭素と炭素蓄積速度の推定,1,040 千円,代表者(2024) 

小林真:科研費,基盤研究(B),脆弱な北方林エコトーンの樹木へ気候変動が及ぼす影響は撹乱により深刻化

するのか,10,530 千円,代表者(2024-2026) 

小林真:科研費,学術変革領域研究(A),ユーラシア低～高緯度域を縦断した大気－森林生態系の物質交換機

能解明,1,040千円,分担者(2024-2025) 

小林真:科研費,国際共同研究加速基金,乾燥地における土壌マイクロプラスチック汚染の実態と土壌構造への

影響,390 千円,分担者(2024-2027) 

小林真:科研費,基盤研究(B),大規模森林操作試験による生物多様性と生態系機能の原因と帰結の探求,195

千円,分担者(2020-2024) 

小林真:科研費,基盤研究(B),土壌マイクロプラスチックが土壌生物の活動と土壌団粒形成に及ぼす影響,260

千円,分担者(2024-2026) 

河合正人:共同研究,株式会社ユートピアアグリカルチャー,多雪・傾斜山林への北海道和種馬放牧による草地

化と土壌および植物の活性化に関する研究,650千円,代表者(2022-2026) 

河合正人:科研費,基盤研究(B),乳牛由来の肉用子牛の健康に寄与する母子異品種の胎盤機能の違いと栄

養移行の機序解明,260 千円,分担者(2024-2027) 

伊佐田智規:科研費,基盤研究(B),沿岸浅海域からの炭素輸送と基礎生産の定量把握,7,800 千円,代表者

(2024-2027) 

伊佐田智規:科研費,学術変革領域研究(A),亜寒帯沿岸生態系における陸域起源栄養塩利用の評価,4,368

千円,分担者(2024-2025) 



 

56 

 

伊佐田智規:受託研究,地方独立行政法人北海道立総合研究機構,令和５年度北海道赤潮対策緊急支援事

業のうち漁場環境改善緊急対策事業のうち渦鞭毛藻種を分光特性から判定するアルゴリズムの開発業

務,1,000千円,代表者(2024) 

伊佐田智規:共同研究,国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構,北海道沿岸域の持続可能な水産業を目

指した海洋圏プロダクトの検証および複数衛星データを利用した海洋空間情報の開発,2,367千円,代表者

(2024) 

伊佐田智規:助成金,公益財団法人国際エメックスセンター,アマモ場におけるブルーカーボン貯留経路として

の透明細胞外重合物質粒子および粒状有機炭素の変動要因の解明,1,500千円,代表者(2024)  
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２．施設研究員の研究業績（施設別） 

森林圏ステーション 

① 学術論文 

KWON TaeOh, Hideaki Shibata, Tetsuya Takemi, Kentaro Takagi: Canopy height damage by 

Typhoon Songda in Northern Hokkaido, Japan, in 2004, Environmental Research: Ecology, 

3(4)：045002 10.1088/2752-664X/ad82f0 (2024) ※学術論文（査読有） 

HOSOKI Takuya K., Noël M. Clark, Ryo Futamura, Senri Moriyama, Osamu Kishida, Yoichiro 

Kanno: A comparison of sex‑specific markers for two wild masu salmon populations in 

Hokkaido, Japan, Aquaculture, Fish and Fisheries, 4(4)：e194 10.1002/aff2.194 (2024) ※研究論

文(査読有) 

KODAMA MASAFUMI, NAOKO KODAMA, YUKIKO MUKAIDA, TAKUYA K. HOSOKI, KENTA 

NAKAMOTO, IWAO TANITA, HIDEAKI YAMADA: First record of the genus Cymadusa 

Savigny, 1816 (Crustacea: Amphipoda: Ampithoidae) from Japan, with redescription and DNA 

barcoding for C. imbroglio Rabindranath, 1972., Zootaxa, 5551(3)：556-568 

10.11646/zootaxa.5551.3.6 (2024) ※研究論文(査読有) 

KODAMA Masafumi, Yukiko Mukaida, Takuya K. Hosoki, Fumihiro Makino, Takafumi Azuma: A 

new species of the genus Podoceropsis Boeck, 1861 (Crustacea: Amphipoda: Photidae) from 

Kagoshima Bay, Japan, Plankton and Benthos Research, 19(3)：141-152 10.3800/pbr.19.141 

(2024) ※研究論文(査読有) 

KODAMA MASAFUMI, YUKIKO MUKAIDA, TAKUYA K. HOSOKI, NAOTO JIMI: A new 

species of the genus Lepechinella Stebbing, 1908 (Crustacea: Amphipoda: Lepechinellidae) 

from Japan, Zootaxa, 5601(1)：127-142 10.11646/zootaxa.5601.1.6 (2025) ※研究論文(査読有) 

揚妻直樹, 揚妻-柳原芳美: ヤクシカの個体群動態および地域個体群間の遺伝子流動について, 京都大学

野生動物研究センター共同利用・共同研究 2023年度報告書(ウェブ報告書) (2024) ※その他の業績

（調査報告書等） 

前田明日花, 伊藤悠也, 久保見日向子, 風張喜子, 揚妻芳美, 中路達郎, 揚妻直樹: 教育関係共同利用

拠点報告, 北方森林保全技術, 42：54-59 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

Ibuki Fukuyama, Mohamad Yazid Hossman, Yusuke Fuke, Melvin Gumal, Kanto Nishikawa: 

Banded or striped? Significant colour dimorphism of a bridal snake in Borneo, Zoologica 

Scripta 54(2):133-143 (2024), DOI:10.1111/zsc.12705※研究論文(査読有) 

Kaede Kimura, Ibuki Fukuyama, Kinji Fukuyama: Deep learning-based detector of invasive alien 

frogs, Polypedates leucomystax and Rhinella marina, on an island at invasion front, Biological 

Invasions 27(3) (2025), DOI:10.1007/s10530-025-03553-0※研究論文(査読有) 

Gumma Kubo, Ibuki Fukuyama: First record of amphibian prey of the Oriental Odd-Tooth Snake, 

Lycodon orientalis (Hilgendorf, 1880), in Japan, Herpetology Notes 17:603-605 (2024) 

福山伊吹, HOSSMAN Mohamad Yazid, GUMAL Melvin, 西川完途: ボルネオ島から発見されたスベト

ビヤモリグループの 1 新種, 爬虫両棲類学会報, 2024(1)：81-82 (2024) ※その他の業績（調査報告書

等） 

 

② 著書 

田原 義太慶, 福山 伊吹, 福山 亮部, 堺 淳：日本ヘビ類大全 日本で見られる種を完全網羅 分類から生

態、文化まで、美しい写真で紹介, 誠文堂新光社(2024) 

高田賢人, 中津元樹, 福山伊吹, 平井厚志, 松野茂富: 和歌山県 両生類・爬虫類 ハンドブック, 和歌山県

立自然博物館(2025) 

 

 

⑤ 外部資金（競争的資金）の受入 

福山 伊吹:文部科学省・日本学術振興会,特別研究員奨励費,サンショウウオ属における表現型可塑性の獲

得と喪失機構の解明,900千円,代表者(2024-2026) 

細木 拓也:文部科学省・日本学術振興会,若手研究,季節性移動喪失の平行進化を規定する遺伝基盤,900

千円,代表者(2023-2026) 

細木 拓也:文部科学省・日本学術振興会,特別研究員奨励費,野外進化実験から迫る交雑の帰結を規定する

要因,1200千円,代表者(2023-2025) 

細木 拓也:文部科学省・日本学術振興会,国際共同研究加速基金（海外連携研究）,トゲウオの収斂進化の原

因となる突然変異順序の予測可能性,195千円,分担者(2022-2025) 
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水圏ステーション 

生態系変動解析分野 

⑥ 外部資金（競争的資金）の受入 

伊藤 慶造:一般財団法人 リモート・センシング技術センター,2024年度 RESTEC 研究助成,水中音響リモー

トセンシングと空中リモートセンシングを併用したアマモ場の生態系サービスの定量化,1000千円,代表者

(2024-2025) 
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３．施設技術職員の研究業績（施設別） 

森林圏ステーション 

① 学術論文 

NAKAMURA Masahiro, Chisato Terada, Kinya Ito, Tsutom Hiura et al. : Assessment of the soil 

microbe community-level physiological profile using EcoPlate and soil properties at 53 planted 

forest sites across Japan. , Ecological Research, 10.1111/1440-1703.12506 (2024) ※学術論文（査

読有） 

坂井励, 吉田俊也: 天然林択伐施業における積雪期かき起こしの有効性, 日本森林学会誌, 106(8)：225-

232 10.4005/jjfs.106.225 (2024) ※学術論文（査読有） 

伊藤悠也，吉田俊也: アカエゾマツ 5 年生苗の効率的活用, 北方森林保全技術, 42：27-33 (2025) ※その

他の業績（調査報告書等） 

馬谷佳幸，福澤加里部: 環境 DNA メタバーコーディングと電気ショッカー採捕調査による魚類相結果の比

較, 北方森林保全技術, 42：8-15 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

奥田篤志: 苫小牧研究林で観察されたオジロワシの繁殖失敗の事例と近隣で実施された温泉試掘調査の影

響, 北方森林保全技術, 42：22-24 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

菅野由莉，高木健太郎，平野祐也，奥山智浩，藤田達也，田中元久: 掻起し地に成立したカンバ二次林の除

伐試験について, 北方森林保全技術, 42：1-7 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

小池孝良，増井昇，北岡哲，佐々木圭子, 藤戸永志，平田聡之，渡部敏裕: 実験苗畑の休作地におけるカバ

ークロップの利用, 北方森林保全技術, 42：34-37 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

小池孝良，増井昇，玉井裕，佐々木圭子，藤戸永志，伊藤悠也，渡部敏裕，上田裕文: カラマツ稚苗の成長

に及ぼす骨炭と外生菌根菌の影響―樹木葬の墓標木としての期待―, 北方森林保全技術, 42：38-43 

(2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

髙橋廣行: 苫小牧研究林におけるエコツーリズムのとりくみ ―中間報告―, 北方森林保全技術, 42：25-26 

(2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

原悠子: 丸太橋の可能性, 北方森林保全技術, 42：16-21 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

増井昇，小池孝良，松浦英幸，佐々木圭子，藤戸永志，渡部敏裕: 開放系オゾン付加施設を用いた植物-昆

虫間の関連解析―ハンノキハムシ－シラカンバの事例―, 北方森林保全技術, 42：44-49 (2025) ※その

他の業績（調査報告書等） 

八巻岳利，宮本敏澄，奥田篤志，佐々木圭子，藤戸永志，小池孝良: 実験苗畑の OTC を利用したニレ類立

枯病を媒介するベクター飼育の試み, 北方森林保全技術, 42：50-53 (2025) ※その他の業績（調査報告

書等） 

前田明日花, 伊藤悠也, 久保見日向子, 風張喜子, 揚妻芳美, 中路達郎, 揚妻直樹: 教育関係共同利用

拠点報告, 北方森林保全技術, 42：54-59 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

 

水圏ステーション 

七飯淡水実験所 

① 学術論文 

Nishimura, T., Takahashi, E., Fujimoto, T：Sterilization of fish through adaptable gRNAs 

targeting dnd1 using CRISPR-Cas13d system.，Aquaculture，593：741269 

https://doi.org/10.1016/j.aquaculture.2024.741269 (2024) ※学術論文（査読有） 

Chelewani, AP., Takahashi, E., Nishimura, T., Fujimoto, T.：Optimizing the post-thaw quality of 

cryopreserved masu salmon (Oncorhynchus masou) sperm: Evaluating the effects of 

antioxidant-supplemented extender.，Aquaculture，593：741332 

https://doi.org/10.1016/j.aquaculture.2024.741332 (2024) ※学術論文（査読有） 

Takeuchi, M., Kawamura, Y., Arai, T., Ijiri, S., Takahashi, E., Yamaha, E., Fujimoto, T., 

Nishimura, T. ：The size of the sperm head influences the gynogenetic success in teleost fish，

Aquaculture，593：741768 https://doi.org/10.1016/j.aquaculture.2024.741768 (2025) ※学術論

文（査読有） 
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４．当センター教職員以外の研究者が施設を利用して発表した研究業績 

森林圏ステーション 

① 学術論文 

ASAKURA Hinako, Ryo Futamura, Senri Moriyama, Satoko Iida, Koume Araki, Masato Ayumi, 

Shoji Kumikawa, Yuichi Matsuoka, Taro Takahashi, Jiro Uchida, Osamu Kishida and Takuya 

Sato: Two distinct host-parasite associations mediate seasonal ecosystem linkages, Biology 

Letters, 20(7)：20240065 https://doi.org/10.1098/rsbl.2024.0065 (2024) ※学術論文（査読有） 

HIURA Tsutom, Hiroya Okada, Chisato Terada, Masahiro Nakamura, Nobuhiro Kaneko: Effects 

of soil compaction on above- and belowground interactions during the early stage of forest 

development., Urban Forestry & Urban Greening, 102：128565 

https://doi.org/10.1016/j.ufug.2024.128565 (2024) ※学術論文（査読有） 

HOSOKI Takuya, Noel Clark, Ryo Futamura, Senri Moriyama, Osamu Kishida, Yoichiro Kanno: 

A comparison of sex-specific markers for two wild masu salmon populations in Hokkaido, 

Japan, Aquaculture, Fish and Fisheries, 4(4)：e194 https://doi.org/10.1002/aff2.194 (2024) ※学

術論文（査読有） 

KOIKE T, Koike T, Ueda H : Forest Aesthetics as a basic idea for forest management from the 

perspectives of light quality, ecosystems, and sustainability in Japan. , Studia Historiae 

Oeconomicae , 42(1)：21-36 https://doi.org/10.14746/sho.2024.42.1.003 (2024) ※学術論文（査読

有） 

KOYAMA M., Shigetomi K., Tamai Y., Arakawa K., Sano Y.: Constitutive chemical defense 

mechanism of inner bark of Sorbus commixta against Trametes versicolor, Tree Physiology, 

45(2)：tpaf006 https://doi.org/10.1093/treephys/tpaf006 (2025) ※学術論文（査読有） 

NAKAHATA, R., Azuma, W., Tanabe, T., Kawai, K., and Hiura, T. : Genotypic variation appears in 

fine root morphological traits of Cryptomeria japonica trees grown in a common garden. , 

Ecological Research , 39(5)：717-729 https://doi.org/10.1111/1440-1703.12492 (2024) ※学術論文

（査読有） 

NAKAMURA Masahiro, Chisato Terada, Kinya Ito et al.: Physiological profiling of the soil 

microbe community using the EcoPlate and assessment of soil properties at 74 planted forest 

sites across Japan., Ecological Research, 40(2)：228-242 https://doi.org/10.1111/1440-

1703.12506 (2024) ※学術論文（査読有） 

OISHI, Y.: Cryptogam biomass estimation using taxonomic and life form models for accurate 

assessment, Scientific Reports, 14：19038 https://doi.org/10.1038/s41598-024-69851-0 (2024) ※

学術論文（査読有） 

OKABE K, Fujii S, Makino S, Doi K, Nakamura S, Saitoh T, Shimada T: Mite composition in 

nests of the Japanese wood mouse, Apodemus speciosus (Rodentia: Muridae), Experimental 

and Applied Acarology, 93：761-786 https://doi.org/10.1007/s10493-024-00959-8 (2024) ※学術論

文（査読有） 

SAITOH T, Cohen J.E.: Quantifying factors that explain the slopes of the temporal Taylor’s law 

of Hokkaido vole populations, Population Ecology, 66(3)：125-142 https://doi.org/10.1002/1438-

390x.12176 (2024) ※学術論文（査読有） 

SAITOH T, Murakami S, Kawai K, de Guia AP, Ohnishi N : Different mtDNA haplotype richness 

between sibling species of Myodes (Rodentia) on Hokkaido mainland and its adjacent islands, 

Japan., Mammal Study, 49(2)：83-96 https://doi.org/10.3106/ms2023-0039 (2024) ※学術論文（査

読有） 

SAMIA, N. I., Stramer, O., Saitoh, T., & Stenseth, N. Chr: Climate-driven context-dependent 

structure of population cycles, Royal Society Open Science, 11(8)：240047 

https://doi.org/10.1098/rsos.240047 (2024) ※学術論文（査読有） 

SARAH Schwieger, Ellen Dorrepaal, T. Koike, Agathokleous E., Judith M. Sarneel, Total 

fourtythree: Environmental Conditions Modulate Warming Effects on Plant Litter 

Decomposition Globally  , Ecology Letter , 28(1)：e70026 https://doi.org/10.1111/ele.70026 

(2024) ※学術論文（査読有） 

SHUTOH K, Michikawa F, Igarashi H, Tsuyuzaki S. : Re-collection of potentially introduced 

Symphyotrichum ciliatum (Ledeb.) G. L. Nesom (Astereae, Asteraceae) in Japan after Half a 

Century, Acta Phytotaxonomica et Geobotanica , 76(1)：51-55 

https://doi.org/10.18942/apg.202421 (2025) ※学術論文（査読有） 
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TAKESHIGE Ryuichi, Kyaw Kyaw Htoo, Masanori Onishi, Farhadur Md. Rahman, Kazuhiko 

Hoshizaki, Hideyuki Ida, Masae Iwamoto Ishihara, Akira Itoh, Takayuki Kaneko, Ayumi 

Katayama, Shigeo Kuramoto, Hiroko Kurokawa, Masayuki Maki, Kazuhiko Masaka, Tatsuro 

Nakaji, Masahiro Nakamura, Naoyuki Nishimura, Mahoko Noguchi, Atsushi Sakai, Atsushi 

Takashima, Naoaki Tashiro, Naoko Tokuchi, Hiromi Yamagawa, Yusuke Onoda: High‐

resolution digital canopy height models, terrain models, ortho‐mosaic photos, and canopy tree 

crown shapes derived from UAV‐borne LiDAR at 22 tree census plots across Japanese natural 

forests., Ecological Research, 40(4)：657-670 https://doi.org/10.1111/1440-1703.12555 (2025) ※

学術論文（査読有） 

TSUYUZAKI S, Zhou L.: Stable boundaries of Phragmites australis marsh development after 

peat mining in a northern Japan bog, Ecology and Diversity, 1(1)：10005 

https://doi.org/10.70322/ecoldivers.2024.10005 (2024) ※学術論文（査読有） 

UEDA Miki U., Masahiro Nakamura, Tatsuro Nakaji, Kobayashi Makoto, Tsutom Hiura: Indirect 

effects of soil warming on litter decomposition via changes in litter quality of dominant tree 

species in three cool temperate forests. , Plant and Soil, 511(1)：797-816 

https://doi.org/10.1007/s11104-024-07023-9 (2024) ※学術論文（査読有） 

UNO Hiromi, Shunsuke Utsumi, Kentaro Morita, Osamu Kishida, Md. Khorshed Alam, Junjiro 

Negishi: Hydrological Connectivity and Local Environment Alternately Drive Spatial 

Structure of Floodplain Aquatic Community Across Seasons, Ecology and Evolution, 15(2)：

e70880 https://doi.org/10.1002/ece3.70880 (2025) ※学術論文（査読有） 

YAMAGISHI S., Kojima M., Kuroda K., Abe H., Sano Y.: Seasonal variation of vessel pits in 

sapwood: microscopical analyses of the morphology and chemical components of pit membrane 

encrustations in Fraxinus mandshurica, Annals of Botany, 134(4)：561-576 

https://doi.org/10.1093/aob/mcae113 (2024) ※学術論文（査読有） 

YAMAZAKI Haruka, Seiichi Mori, Osamu Kishida, Atsushi J. Nagano,  Tomoyuki Kokita: QTL-

Based Evidence of Population Genetic Divergence in Male Territorial Aggressiveness of the 

Japanese Freshwater Threespine Stickleback, Ecology and Evolution, 15(1)：e70795 

https://doi.org/10.1002/ece3.70795 (2025) ※学術論文（査読有） 

井上嘉大、岡宮久規、青田 貴之、Michael R. Crossland、岸田治: Alien toxic toads suppress 

individual growth and phenotypic development of native predatory salamanders, Oecologia, 

207(1)：27 https://doi.org/10.1007/s00442-024-05658-0 (2025) ※学術論文（査読有） 

小池孝良，増井昇，北岡哲，佐々木圭子, 藤戸永志，平田聡之，渡部敏裕: 実験苗畑の休作地におけるカバ

ークロップの利用, 北方森林保全技術, 42：34-37 (2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

小池孝良，増井昇，玉井裕，佐々木圭子，藤戸永志，伊藤悠也，渡部敏裕，上田裕文: カラマツ稚苗の成長

に及ぼす骨炭と外生菌根菌の影響―樹木葬の墓標木としての期待―, 北方森林保全技術, 42：38-43 

(2025) ※その他の業績（調査報告書等） 

塚田 晃司: 山間地など通信・電力環境不利地域を想定した森林エリアネットワーク, 電子情報通信学会技術

研究報告, 124(191)：29-30 (2024) ※その他の業績（調査報告書等） 

増井昇，小池孝良，松浦英幸，佐々木圭子，藤戸永志，渡部敏裕: 開放系オゾン付加施設を用いた植物-昆

虫間の関連解析―ハンノキハムシ－シラカンバの事例―, 北方森林保全技術, 42：44-49 (2025) ※その

他の業績（調査報告書等） 

八巻岳利，宮本敏澄，奥田篤志，佐々木圭子，藤戸永志，小池孝良: 実験苗畑の OTC を利用したニレ類立

枯病を媒介するベクター飼育の試み, 北方森林保全技術, 42：50-53 (2025) ※その他の業績（調査報告

書等） 

 

③ 著書 

小池 孝良：第 5章「『帯広の森』を想う」内「帯広の森をつなぐもの」（項目執筆） 『帯広の森 私たちと帯広の

森づくり 帯広の森 50周年記念誌』, 帯広の森 50 周年記念事業実行委員会, pp.187–192 (2025) 

露崎 史朗：湿原が世界を救う―水と炭素の巨大貯蔵庫, 築地書館, 204 頁（2025） 
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耕地圏ステーション 

生物生産研究農場 

① 学術論文 

Hiyori Namie, Kasane Shimada, Shuangshuang Zhao, Yo Toma, Munehide Ishiguro, and Ryusuke 

Hatano：Multiple inter-tillage weeding effect on methane and nitrous oxide emissions 

pathways from rice paddy fields in Hokkaido, Japan，Soil Science and Plant Nutrition，71(3)：

238-249 https://doi.org/10.1080/00380768.2025.2457654 (2025) 

Tanida T, Tagami T, Yanagawa Y, Katagiri S：Identification of an osteopontin structural element 

for the restoration of a normal endometrial epidermal growth factor (EGF) profile determined 

by the EGF concentration on day 3 of estrous cycle and pregnancy outcome in repeat breeder 

dairy cows，Theriogenology，231：171-181 https://doi.org/10.1016/j.theriogenology.2024.10.013 

(2025) 

Win SY, Horio F, Sato J, Motai Y, Seo H, Fujisawa S, Sato T, Oishi E, Htun LL, Bawn S, Okagawa 
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Masumi Yamagishi：Mechanisms by which high temperatures suppress anthocyanin coloration in 

flowers and fruits, and discovery of floricultural crops that exhibit high-temperature-tolerant 

flower pigmentation, The Horticulture Journal, 93(3)：203-215 
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② 総説・解説・評論等 

今内 覚, 岡川朋弘：牛のリンパ腫発症を予測するがん検診技術，畜産技術，2024(834)：24-29  
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の発酵代用乳のつくり方と給与，DAIRYMAN, (2024) 

今内 覚：哺育・育成牛の飼養管理ガイド: 第 3 章 重要疾病の基礎知識と予防策 ①子牛の免疫とワクチン，

DAIRYMAN, (2024) 
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④ その他の報告（調査報告等） 

Toshihiko YAMADA, Maiko OHTA, Syun TAKAHASHI： Biomass potential of Miscanthus × 

giganteus native to southern Japan on Hokkaido Island, Japan，Abstract Book on Biomass 
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植物園 

① 学術論文 

諏訪 元，佐宗亜衣子，佐々木智彦，中村 凱，遠藤 秀紀，松浦 秀治：「牛川人骨」の部位・動物種別の特
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静内研究牧場 
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Seongjin Oh, Tomohiro Mitani, Masahito Kawai, Koichiro Ueda：Effect of grain vinegar feeding on 

milk production and fatty acid profile of Holstein cows，Journal of Animal Science and 

Technology, 66(6)：1162-1169 https://doi.org/10.5187/jast.2023.e102 (2024) 

 

  



 

65 

 

水圏ステーション 
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https://doi.org/10.1007/s10811-024-03379-8 (2025) 
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Sato, H., Ishida, K. and Noda, T.: Temporal trends of community and climate changes in the 

anthropocene: 21-year dynamics of four major functional groups in a rocky intertidal habitat 

along the Pacific coast of Japan,Frontiers in Marine Science, 11: 1477142 

https://doi.org/10.3389/fmars.2024.1477142 (2024) 

Yao, Y. and Noda, T.: Immediate impact of the 2021 Harmful Algal Bloom in southeast Hokkaido 

on the rocky intertidal benthic community and its spatial variation,Journal of Marine Science 
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Mtow, S. and Machida, R.: What are Halomachilis akkesiensis and Halomachilis kojimai 
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Takagi, S. and Hasegawa, N.: Potential of sea urchin Mesocentrotus nudus as a target catch 

species in the Pacific Ocean off eastern Hokkaido, Japan,Animals, 14(12): 1740 

https://10.3390/ani14121740 (2024) 

Hasegawa, R., Uemura, Y., Yamashita, Y., Inoshita, M. and Koizumi, I. : Highly threatened status 

for the relict populations of ectoparasitic copepod Salmincola californiensis in Japan,Aquatic 

Conservation: Marine and Freshwater Ecosystems, 35(2): e70073 https://10.1002/aqc.70073 

(2025) 
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Sakuragi, Y., Rosing-Asvid, A., Sugiyama, S.  and Mitani, Y.: Seasonal habitat use of ringed seals 
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③ 著書 

三谷曜子，鈴木一平（監修），南幅俊輔 (編集): ラッコのすべて (廣済堂ベストムック), 廣済堂出版, 96 頁

（2024） 

 

④ その他の報告（調査報告等） 

三谷曜子: 海中林における高次捕食者，ラッコとヒトは共存できるか：ラッコが沿岸生態系に与える影響,旭硝

子財団助成研究成果報告, 96 https://doi.org/10.50867/afreport.2024_096 (2024) 

大門純平: 北海道⼤⿊島での海⿃調査,⽇本バイオロギング研究会会報, 223: 11-12 (2025) 
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酒井恵祐, 中西利典, 七山太, 藤木利之, 大串健一 : 北海道東部春採湖の花粉分析による過去 9,500年

前から 3,200年前にかけての古植生変遷,Laguna, 31: 1-13 https://doi.org/10.60290/laguna.31.0_1 
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七山 太: 標津町古多糠の橋上から望む忠類川上流域と知床第四紀火山群,GSJ 地質ニュース, 13(4): 表

紙 (2024) 

七山 太: 北見神威岬に露出するイドンナップ帯北端の現地性緑色岩,GSJ 地質ニュース, 13(5): 表紙 
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七山 太: 北海道北東部，遠軽町丸瀬布，武利川上流域で見られる約 200～300万年前の溶結凝灰岩上に

生じた山彦の滝,GSJ 地質ニュース, 13(6): 表紙 (2024) 

七山 太: オホーツク沿岸，網走川河口と網走港のランドマークの帽子岩,GSJ 地質ニュース, 13(8): 表紙 

(2024) 

 

忍路臨海実験所 

① 学術論文 

Kakui, K.：Biological notes on Makassaritanais itoi (Ishimaru, 1985) (Crustacea: Peracarida: 

Tanaidacea)，Aquatic Animals, 2025：AA2025-11 

https://doi.org/10.34394/aquaticanimals.2025.0_AA2025-11 (2025) 

Sato DS, Nakamura M, Aguado MT, Miura T：Secondary-tail formation during stolonization in the 

Japanese green syllid, Megasyllis nipponica，Evolution & Development, 26：e12477 

https://doi.org/10.1111/ede.12477 (2024) 

Kaeriyama, M., Alabia, I.D., and Urawa, S.：Production trend of Hokkaido chum salmon 

estimated by multivariable models incorporating environmental factors and biological 

interactions in North Pacific Ocean，NPAFC Technical Report, 23：34-39 

https://doi.org/10.23849/npafctr23/4bb8ty (2025) 

Carlson, A.K., Yoshimura, T. and Kudo, I：Kelp dissolved organic carbon release is seasonal and 

annually enhanced during senescence, Journal of Phycology, 60：980-1000 

https://doi.org/10.1111/jpy.13483 (2024) 

 

臼尻水産実験所 

① 学術論文 

Shutoh K, Michikawa F, Igarashi H, Tsuyuzaki S：Re-collection of Potentially Introduced 

Symphyotrichum ciliatum (Ledeb.) G. L. Nesom (Astereae, Asteraceae) in Japan after Half a 

Century，Acta Phytotaxonomica et Geobotanica, 76：51-55 https://doi.org/10.18942/apg.202421 

(2025) 

Tsuyuzaki S, Zhou L.：Stable Boundaries of Phragmites australis Marsh Development after Peat 

Mining in a Northern Japan Bog, Ecology and Diversity, 1：10005 

https://doi.org/10.70322/ecoldivers.2024.10005 (2024) 

Zhao C, Nakanishi R, Tsuyuzaki S：The applicability of scanner method to investigate rhizosphere 

in wetlands, Rhizosphere, 30：100878 https://doi.org/10.1016/j.rhisph.2024.100878 (2024) 

Nakanishi R, Tsuyuzaki S：Litter Decomposition Rates in a Post-mined Peatland: Determining 

Factors Studied in Litterbag Experiments, Environmental Processes, 11：2 

https://doi.org/10.1007/s40710-024-00679-6 (2024) 

Ryuya Yamamoto, Shigeru Toriumi, Chikara Kawagoe, Wataru Saburi, Hideki Kishimura, Yuya 

Kumagai：Extraction and antioxidant capacity of mycosporine-like amino acids from red algae 

in Japan, Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry, 88(7)：830-838 

https://doi.org/10.1093/bbb/zbae051 (2024) 

Hayate Takeuchi, Takashi Fritz Matsuishi, Takashi Hayakawa：A tradeoff evolution between 

acoustic fat bodies and skull muscles in toothed whales, Gene, 901：148167 

https://doi.org/10.1016/j.gene.2024.148167 (2024) 

Shota Suzuki, Shunsuke Yoshida, Misaki Aratani, Motoko R. Kimura-Kawaguchi, Hiroyuki 

Munehara：A robust system of hybridogenesis that increases genetic variability and promotes 

evolutionary succession in greenlings (Teleostei: Hexagrammidae, genus Hexagrammos): 

Regeneration of a new hemiclonal lineage, Plos One, 19(6)：e0304772 

https://doi.org/10.1371/journal.pone.0304772 (2024) 
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③ 著書 

露崎 史朗：湿原が世界を救う―水と炭素の巨大貯蔵庫, 築地書館, 204 頁（2025） 

 

 

七飯淡水実験所 

③ 著書 

笠井 久会・永田 淳：「6．サケマスの感染症－特に日本で問題となる疾病」『生物の科学 遺伝 Vol.79 No.2

（2025年 3 月号） 特集 サケの生物学－身近で愛すべき魚の謎に迫る』（公益財団法人遺伝学普及会 

編著）, 株式会社エヌ・ティー・エス, pp.144–149 (2025) 
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５．センター施設を利用または施設教員の指導により発表された博士論文，修士論文，卒業論文 

森林圏ステーション 

① 博士論文 

Aye Myat Myat Paing : Assessing the impact of climate change on performance of Betula ermanii 
using range-wide common garden experiments: Implications for conservation strategies，東京

大学大学院農学生命科学研究科・生圏システム学専攻 (2025/03) 

Cui Yuhao : 冷温帯林におけるエアロゾル中の脂肪族第⼆級アルコールの起源と⼤気放出に関する研究，

北海道大学環境科学院・地球圏科学専攻生物地球化学コース (2025/02) 

後藤 暁彦 : 系統的に古い通し回遊性サケ科 2種における回遊多様性の分類と生態的要因，東京大学大学

院農学生命科学研究科・水圏生物科学専攻 (2025/03) 

小山 正登 : 木材腐朽菌に対する樹皮の恒常的防御機構に関する研究，北海道大学農学研究院・農学専

攻環境フロンティアコース (2025/03) 

Kyaw Kyaw Htoo : Analysis of crown structure and evaluation of growth strategies of canopy 

trees using UAV-LiDAR in diverse natural forests of Japan，京都大学農学研究科・森林科学専攻 

(2025/03) 

山崎 遥 : イトヨの繁殖縄張り行動の集団間変異に関する生態遺伝学的研究，九州大学生物資源環境科学

府・資源生物学専攻 (2025/03) 

曽 瑞琪 : 冷温帯林における山腹崩壊後の樹木定着と機能形質との関係，生物圏科学専攻・森林圏フィー

ルド科学コース (2024/12) 

 

② 修士論文 

出口 敬涼 : トンボ幼虫の種組成と個体数に影響を与える局所環境と周辺環境 ―水草に着目して―，北海

道大学大学院農学院・環境フロンティアコース (2025/03) 

藤谷 権弥 : 掻き起こしの施業方法と施工後の経過時間の違いがアカエゾマツの種子に感染する菌類と種子

腐敗に与える影響，北海道大学大学院農学院・環境フロンティアコース (2025/03) 

土生川 友香 : トドマツ構造材の乾燥技術の検討，北海道大学大学院農学研究院・環境フロンティアコース 

(2025/03) 

早川慧 : サケ科魚類の模様の有無が集団パフォーマンスにもたらす影響，北海道大学大学院環境科学院・

生物圏科学専攻動物生態学コース (2025/03) 

早坂 拓海 : 肉食性スペシャリストの分布は餌の分布によって説明できるか？，弘前大学大学院農学生命科

学研究科・生物学コース (2025/03) 

森 英寿 : Origin of highly depleted peridotites in supra-subduction zones: Whole-rock 

geochemistry and Os isotope of ultramafic rocks in the Kamuikotan Belt，東京科学大学大学院

地球惑星科学系・地球惑星科学コース (2025/03) 

奥田 裕紀 : ベンディングローラーを用いた木材曲げ加工の洋酒樽製造への応用，北海道大学大学院農学

研究院・環境フロンティアコース (2025/03) 

戸倉 佳音 : 分布北限の北海道におけるニホンウナギの人との歴史的関わりおよび生態的特性，東京大学

大学院農学生命科学研究科・水圏生物科学専攻 (2025/03) 

原谷 日菜 : ミズナラ育林：かき起こし地への堅果散布による更新及び初期保育，生物圏科学専攻・森林圏フ

ィールド科学コース (2025/3) 

細田 理仁 : 航空機反復 LIDAR測量による 10年スケール 2 時期の北方林バイオマスの変化量と履歴影

響の景観スケール評価，生物圏科学専攻・森林圏フィールド科学コース (2025/3) 

久場 麻未 : 個体繁殖法を用いた異クマムシ綱の生活史に関する初の記載的研究，生物圏科学専攻・森林

圏フィールド科学コース (2025/3) 

松浦 なる : 捕食者に誘導された形態が両生類幼生の逃避パフォーマンスを決定する，生物圏科学専攻・森

林圏フィールド科学コース (2025/3) 

XIA Yuhong : 苫小牧研究林における緑雪中の雪氷藻類の発生起源とその分布特性，生物圏科学専攻・森

林圏フィールド科学コース (2025/3) 

 

③ 卒業論文 

古谷枝里奈 : 樹冠下掻き起こし地におけるアカエゾマツ実生の枯死に関わる菌類，北海道大学農学部・森

林科学科 (2025/03) 

加藤汐夏 : 雪氷藻類はどこから来るのか？コケとの関係を探る，横浜国立大学環境情報学府・自然環境専

攻・生態学プログラム (2025/03) 
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椎窓 さくら : ドロノキ放射柔細胞におけるメタカスパーゼ遺伝子に着目した網羅的遺伝子発現解析，東京農

工大学農学部・環境資源科学科 (2025/02) 

田野小春 : 傷害応答として樹幹木部組織に生じる変化の菌類に対する遮断機能，北海道大学農学部・森林

科学科 (2025/02) 

寺嶋 康樹 : マイクロホンアレイを用いたセンサノード間の位置関係推定における環境音の影響を低減する手

法の提案と評価，和歌山大学システム工学部・ネットワーク情報学メジャー (2025/02) 

 

 

耕地圏ステーション 

生物生産研究農場 

① 博士論文  

Shwe Yee Win : Search for common antigens to develop universal vaccines to control avian mites, 

poultry red mites, tropical fowl mites, and northern fowl mites，国際感染症学院・感染症学専攻 

(2024/9) 

LI Jixiao : Study on the impact of ploidy levels in shaping morphological and biochemical traits in 

haskap (Lonicera caerulea L. subsp. edulis)，環境科学院・生物圏科学専攻 (2024/9) 

ZHANG Mengwei : Development of a system for evaluating Paeonia suffruticosa pollen viability 

using deep learning techniques，環境科学院・生物圏科学専攻 (2024/9) 

Napaporn Chintagavongse : Studies to reduce rancidity in ripened cheese caused by koji adjunct 

from Aspergillus oryzae，農学院・生命フロンティアコース (2024/7) 

徳山 芳樹 : Analysis of complex morphodynamics at the organ- and cellular-level by 4D imaging 

of rice，農学院・生産フロンティアコース (2025/3) 

Zin Mar Myint : Molecular genetic study on a male-specific hybrid sterility caused by OlCHR gene 

found in African wild rice species, Oryza longistaminata，農学院・先端農学フロンティア特別コース 

(2024/9) 

内林 大志 : 玄武岩の施与が土壌の化学性と植物の生育に与える影響および植物による岩石風化促進の可

能性，農学院・生産フロンティアコース/作物生産生物学ユニット/作物栄養学 (2025/3) 

 

②  修士論文 

松村悠生 : 早植および千鳥栽培による多穂型トウモロコシ品種の第 2 雌穂発達促進効果の検証，農学院・

生産フロンティアコース (2025/3) 

森垣拓己 : 飼料用トウモロコシ地上部の耐倒伏性に関わる茎葉構造と風応答の解析，農学院・生産フロンテ

ィアコース (2025/3) 

加藤レイラ : SSR (simple sequence repeat) typing of Saccharomyces cerevisiae strains isolated 

from Hokkaido，国際食資源学院・国際食資源学 (2025/3) 

腰越 雅月 : Coordinated Control of Vehicles and Manipulators for Mechanically Pulling Weeds 

（選択的株間除草における 自動運転とロボットアームの協調制御），工学院・人間機械システムデザイン専

攻 (2025/2) 

Andy Ramli : Relationship between geographical distribution and morphological variations across 

ploidy levels in Lonicera caerulea L. using herbarium specimens，環境科学院・生物圏科学専攻 

(2025/3) 

胡 畔 : Study on pollen tube behaviors to analyze self-incompatibility using the new culture 

system with stigma-style extracts in apple cultivars，環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/3) 

奥村 真央 : 泌乳牛輪換放牧飼養下の春と夏の牧草被食強度が秋の牧草再生と乳生産に及ぼす影響，農

学院・生命フロンティアコース (2025/3) 

小澤 華琳 : 飼料構成の異なる酪農家における牛乳の理化学成分と消費者による官能評価特性との関連，

農学院・生命フロンティアコース (2025/3) 

藤村 駿介 : 根粒・菌根二重共生下におけるダイズの窒素・リン獲得の分子機構，農学院・生産フロンティア

コース/作物生産生物学ユニット/作物栄養学 (2025/3) 

若尾 彩果 : 鉱物組成の異なる玄武岩施与が作物の生育・風化に及ぼす影響，農学院・生産フロンティアコ

ース/作物生産生物学ユニット/作物栄養学 (2025/3) 

池内優季 : 無塩条件下におけるミオシン尾部領域の構造変化と溶解性，農学院・生命フロンティアコース 

(2025/3) 
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太田裕亮 : 北海道育成水稲品種の群落における葉窒素分配特性とその影響に関する研究，農学院・生産フ

ロンティアコース (2025/3) 

中田智夏 : 春播きコムギ-ダイズ間作栽培を通じた土地生産性改善の可能性，農学院・生産フロンティアコー

ス (2025/3) 

 

③  卒業論文 

清野 暖 : 北海道産ワイン中に含まれる微生物産生汚染物質の調査，農学部・生物機能化学科 (2025/3) 

角 優貴 : 混合発酵における北海道から単離された Saccharomyces cerevisiae 菌株間の生態学的相互作

用と個体群動態，農学部・生物機能化学科 (2025/3) 

白木 雄翔 : マダニにおける吸血源宿主 DNA の定量検出，獣医学部・共同獣医学科 (2024/11) 

堀尾 文彌 : Evaluation of exposed antigens as vaccine antigen candidates for controlling poultry 

red mites and study on the establishment of an RNA interference method for analyzing the 

immune system of poultry red mites，獣医学部・獣医学専攻 (2024/12) 

 

 

植物園 

② 修士論文 

諏訪友葵奈 : 北海道産オオアシトガリネズミの頭骨におけるデーネル現象の検証，環境科学院・生物圏科学

専攻 (2025) 

筒井路実 : カラマツの冬芽における器官外凍結の仕組み，農学院・農学専攻 (2025/1) 

 

③ 卒業論文 

真鍋孝輔 : 浸透～都市に根を張る緑の場～（卒業設計），北海学園大学工学部・建築学科 (2025/2) 

上田輝 : 日本におけるトラの本剥製の活用と保存，文学部・人文科学科 (2025) 

冨⽥優⼦ : 冷温帯北部，礼⽂島低地の局所⾼⼭環境で⽣じた⾮⾼⼭植物（アキカラマツ）の矮⼩化，農学

部・生物資源科学科 (2025/3) 

 

 

静内研究牧場 

② 修士論文 

奥村 真央 : 泌乳牛輪換放牧飼養下の春と夏の牧草被食強度が秋の牧草再生と乳生産に及ぼす影響，農

学院・農学専攻 (2025/3) 

小澤 華琳 : 飼料構成の異なる酪農家における牛乳の理化学成分と消費者による官能評価特性との関連，

農学院・農学専攻 (2025/3) 

中村 凜 : 飼育下のウマの母子における感覚的側方化―関連する要因・発達に伴う変化に着目して―，文

学院・人間科学専攻 (2025/3) 

春日 萌乃佳 : ミトコンドリア DNA を用いた北海道和種馬の起源の調査，酪農学園大学大学院酪農学研究

科・酪農学専攻 (2025/3) 

 

③ 卒業論文 

佐藤 桃 : 放牧泌乳牛へのコーンサイーレージ給与が牛糞分解とそれに関わる生物バイオマスに及ぼす影

響，農学部・畜産科学科 (2025/3) 

門馬 嵩洋 : 泌乳牛の輪換放牧下における春季の放牧強度が夏季の牧草生産および乳生産に及ぼす影

響，農学部・畜産科学科 (2025/3) 

藤田 道郎 : ウマの共同養育に関する観察研究，文学部・人文科学科 (2025/3) 

法華津 孝哉 : Equine strongyles: comparison of four fecal egg counting techniques and detection 

of anthelmintic resistance in Japan，獣医学部・共同獣医学課程 (2025/3) 
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水圏ステーション 

厚岸臨海実験所 

①  博士論文 

姚 遠 : Context dependence of species interaction and coexistence: the influence of multiple 

environmental variables across spatial scales on a rocky intertidal two species system，環境科

学院・生物圏科学専攻 (2025/3) 

 

②  修士論文 

雫田 まき : 湿原河川における懸濁物質の時間的・空間的変化とその要因，環境科学院・環境起学専攻 

(2025/3) 

SUI Zhihao : Seasonal variations and controlling factors of C:N:P:Si ratios in size-fractionated 

particulate organic matter in Akkeshi Bay，環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/3) 

伊藤 柚里 : Microplastic trapping by eelgrass beds and its effects on ingestion by marine 

invertebrates，環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/3) 

文谷 和歌子 : Bacterial taxa associated with fluorescent dissolved organic matter in the shallow 

coastal region ，環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/3) 

奈良 駿佑 : 動物群集の長期変化と攪乱イベント：三陸における岩礁潮間帯腹足類群集の 18 年間の変化，

環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/3) 

西谷 航平 : Estimation of Fish Fauna Under the Ice in Lake Akkeshi Using Environmental 

DNA，農学院・生物資源科学専攻 (2025/3) 

井口 華菜子 : The distribution of Pandalus pacificus in Akkeshi waters in relation to P. 

latirostris，農学院・生物資源科学専攻 (2025/3) 

地崎 賢汰 : 系統地理学的解析に基づいたマコンブ Saccharina japonica とその変種における分類学的

再検討，水産科学院・海洋生物資源科学 (2025/3) 

梅田 裕生 : 漂流ブイを用いた河川フロント周辺の流速場の推定，九州大学総合理工学府・総合理工学専

攻地球環境理工学メジャー (2025/3) 

加藤 愛理 : 北海道産紅藻コノハノリ科の系統と分類，理学院・自然史科学専攻 (2025/2) 

大野 朝飛 : 北海道産紅藻クシベニヒバ（Ptilota filicina auct. japon.）の分子系統と分類，理学院・自然史

科学専攻 (2025/2) 

 

③  卒業論文 

山中 亜久亜 : 次世代シークエンサーによるアンモニア酸化アーキアの群集構造解析，日本大学生物資源

科学部・生命化学科 (2025/2) 

立野 綾祐 : 好冷海洋性亜硝酸酸化バクテリア Nitrotogaの分離培養，日本大学生物資源科学部・生命化

学科 (2025/2) 

 

 

忍路臨海実験所 

① 博士論文  

Carlson, Andrew Kalani : Variability of macroalgal dissolved organic carbon dynamics: Insights 

for social-ecology beyond Blue Carbon，環境科学院・生物圏科学 (2024/9) 

 

② 修士論文 

早川 佳澄 : 褐藻フシスジモク由来チロシナーゼ阻害成分に関する研究，水産科学院・海洋応用生命科学

専攻 (2025/3) 

鶴田 理貴 : フクロフノリ抽出物のヒアルロニダーゼ阻害活性に関する研究，水産科学院・海洋応用生命科学

専攻 (2025/3) 

中源 理菜 : 北海道忍路湾における大型藻類の栄養塩取り込み与える水温上昇の影響評価，環境科学院・

生物圏科学専攻 (2025/3) 

 

③ 卒業論文 

山口 倫太郎 : 海藻由来糖加水分解酵素阻害物質に関する研究，水産学部・資源機能化学科 (2025/03) 

村山 美優 : 海藻抽出物のキサンチンオキシダーゼ阻害活性に関する研究，水産学部・資源機能化学科 

(2025/03) 
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今井 惇彦 : フジマツモにおける抗酸化活性の評価および活性成分の同定，水産学部・資源機能化学科 

(2025/03) 

Hibiki Sakai : Taxonomic study of Ampithoidae (Crustacea: Amphipoda) from Oshoro Bay，理学

部・生物科学科（生物学専修） (2025/1) 

楠本 晴野 : 海洋細菌由来 Poly(ε-caprolactone)分解酵素の同定と諸性質および基質特異性の解析，工

学部・応用理工系学科 (2025/3) 

久野 建志郎 : 忍路湾における紅藻ウラソゾ種内個体群の棲み分けに関する研究，理学部・生物科学科 

(2025/3) 

 

 

洞爺臨湖実験所 

③ 卒業論文 

西川 大地 : 人為的刷込させた湖沼性ベニザケ池産個体における嗅覚刷込分子に対する選択性の行動学

的および神経興奮の分子生物学的解析，水産学部・増殖生命科学科 (2025/3) 

中嶋 禅 : Y字水路を使ったサクラマスの降海型及び残留型雄に対する選好性の検証，日本大学生物資源

科学部・海洋生物学科 (2025/3) 

長澤 龍矢 : DeepLabCutを用いた Y字水路におけるサクラマス雌の雄に対する選択性，日本大学生物資

源科学部・海洋生物学科 (2025/3) 

 

 

臼尻水産実験所 

② 修士論文 

Mandal Piya : The characteristics of seed bank composition in the former and current topsoils，環

境科学院・生物圏科学専攻 (2024/9) 

田中 健蔵 : グリーンランド北西部におけるカラスガレイを対象とした金属板カイトを用いる底延縄漁業に関す

る研究，水産科学院・海洋生物資源専攻 (2025/3) 

早川 佳澄 : 褐藻フシスジモク由来チロシナーゼ阻害成分に関する研究，水産科学院・海洋応用生命科学

専攻 (2025/3) 

鶴田 理貴 : フクロフノリ抽出物のヒアルロニダーゼ阻害活性に関する研究，水産科学院・海洋応用生命科学

専攻 (2025/3) 

高橋 嶺太 : ウロン酸含有ヘテロ多糖類の定量法および加水分解に関する研究，水産科学院・海洋応用生

命科学専攻 (2025/3) 

山田 昇弥 : ミズダコ Enteroctopus dofleini における化学刺激に対する摂餌行動の観察，水産科学院・海

洋生物資源科学専攻 (2025/3) 

 

③ 卒業論文 

山口 倫太郎 : 海藻由来糖加水分解酵素阻害物質に関する研究，水産学部・資源機能化学科 (2025/3) 

村山 美優 : 海藻抽出物のキサンチンオキシダーゼ阻害活性に関する研究，水産学部・資源機能化学科 

(2025/3) 

今井 惇彦 : フジマツモにおける抗酸化活性の評価および活性成分の同定，水産学部・資源機能化学科 

(2025/3) 

川島 悠 : ミズダコ Enteroctopus dofleiniにおける化学刺激に対する摂餌行動の観察，水産学部・海洋生

物科学科 (2025/3) 

小栁 和季 : ミズダコ（Enteroctopus dofleini）における Trypanorhyncha目条虫の初記録，水産学部・海

洋生物科学科 (2025/3) 

芝開 淳博 : 低温で保存されたマコンブ配偶体由来の幼胞子体における高温環境での成長と生存に関する

研究，水産学部・海洋応用生命科学科 (2025/3) 

鈴木 康太 : マコンブ胞子体の高水温暗所における組織残存性について，水産学部・海洋応用生命科学科 

(2025/3) 

  



 

73 

 

七飯淡水実験所 

② 修士論文 

松尾周佳 : ステレオカメラによるサクラマスの魚体の形質評価を備えた自動計測手法の構築，水産科学院・

海洋生物資源科学専攻 (2025/3) 

山崎祐人 : 淡水および海水飼育における森系統サクラマスの個体別成長モニタリング，水産科学院・海洋生

物資源科学専攻 (2025/3) 

佐々木勇人 : ステレオカメラによる魚体長計測の時系列データに基づく遊泳速度推定，水産科学院・海洋生

物資源科学専攻 (2025/3) 

平田 愛瑛 : 伝染性造血器壊死症ウイルス国内株の系統解析，水産科学院・海洋応用生命科学専攻 

(2025/2) 

井上 沙希 : 養殖用水に含まれる環境 DNAを用いた Renibacterium salmoninarumの検出法に関する

研究，水産科学院・海洋応用生命科学専攻 (2025/2) 

田口 蒼也 : サクラマスにおけるカロテノイド輸送体の探索，北里大学大学院 海洋生命科学研究科・海洋生

命科学専攻 (2025/3) 

佐藤龍一 : 北海道魚粉を用いたサケマス用飼料の評価及びそのカゼインによる一部代替の評価，水産科学

院・海洋応用生命科学専攻 (2025/2) 

 

③ 卒業論文 

伊藤 咲喜 : Verification of induction of recombinant glycoproteins of Infectious hematopoietic 

necrosis virus (IHNV) by insect cells using a baculovirus expression system，水産学部・増殖生命

科学科 (2025/2) 

舘山 芽依 : Whole genome acquisition and phylogenetic analysis of RtNag96, a highly virulent 

strain of IHNV，水産学部・増殖生命科学科 (2025/2) 

山下 雄太郎 : Early detection of IHNV in water，水産学部・増殖生命科学科 (2025/2) 

佐々木陸 : ニジマスの海水順応性に成長段階と移行時海水温が与える影響，東京大学農学部・水圏生物科

学専修 (2025/2) 

羽地亮人  : 養殖シミュレーション技術を活用した陸上養殖収益予測モデルの構築，水産学部・海洋資源科

学科 (2025/3) 

吉岡英里   : Life Cycle Assessmentを用いたキングサーモン養殖の環境影響評価，水産学部・海洋資源

科学科 (2025/3) 

西村 勇輝 : サクラマスにおける脂肪酸エステル型カロテノイドの分析，北里大学海洋生命科学部・海洋生命

科学科 (2025/3) 

箱守 拓海 : サクラマス雄魚の各組織に含まれる Apo A-Iの性状解析，北里大学海洋生命科学部・海洋生

命科学科 (2025/3) 

平野 光太郎 : 新たに発見された FSH放出ホルモンのチョウザメ類における機能解析，水産学部・増殖生命

科学科 (2025/2) 

中野 玖里子 : アムールチョウザメの良質卵および不良卵における母性 mRNA量の比較，水産学部・増殖

生命科学科 (2025/2) 

久我浩史郎 : ニジマス beta-carotene oxyganase 2-like (bco2-like)の cDNA クローニングと発現解析，水

産学部・増殖生命科学科 (2025/2) 

渡辺雅 : ニジマス srb1 膜外領域の pET302 ベクターへのサブクローニングの試み，水産学部・増殖生命科

学科 (2025/2) 

林一樹 : ニジマス bco1及び bco1-like遺伝子の in situ hybridization法を用いた発現解析，水産学部・

増殖生命科学科 (2025/2) 

菊池静 : 補償成長を利用したマスノスケの給餌プログラム開発：消化酵素遺伝子の cDNA クローニング及び

絶食・給餌試験，水産学部・増殖生命科学科 (2025/2) 

福井海夢 : 環境核酸を用いたブラウントラウトの性比および繁殖イベント推定法の検討，水産学部・増殖生命

科学科 (2025/2) 

真部いさな : 北海道沿岸に来遊するマスノスケの年齢と成長および降海回遊生態，水産学部・増殖生命科

学科 (2025/2) 
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生態系変動解析分野 

① 博士論文 

古巻 史穂 : 目視手法と受動的音響手法を用いた知床半島周辺海域における海棲哺乳類の時空間分布の

解明（Spatial-temporal distribution of marine mammals around Shiretoko Peninsula using 

sighting survey and passive acoustic methods），環境科学院・生物圏科学専攻 (2024/7) 

LOMAEVA Marina : The roles of subnational and non-state actors in environmental governance : 

Japan, Russia, and the northern fur seal conservation and management in the North Pacific

（環境ガバナンスにおける地方公共団体および非国家主体の役割―日本、ロシア、および北太平洋にお

けるキタオットセイ保護管理を事例として―），環境科学院・生物圏科学専攻 (2024/10) 

伊藤 慶造 : 音響手法を用いたアマモ場による生態系サービスの定量的評価に関する研究（Study on 

quantitative assessment of ecosystem services by eelgrass beds using acoustic method），環境科

学院・生物圏科学専攻 (2024/10) 

櫻木 雄太 : Studies on habitat use of ringed seals (Pusa hispida) in glacial fjords, northwestern 

Greenland（グリーンランド北西部の氷河フィヨルドにおけるワモンアザラシの生息地利用に関する研究），

環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/1) 

小川 萌日香 : Marine mammals in a warming Arctic: Connections with ecosystem, environment 

and Inuit in Inglefield Bredning, northwest Greenland（温暖化する北極域の海棲哺乳類:北西グリ

ーンランドにおける海洋生態系、環境、イヌイットとのつながり），環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/1) 

 

② 修士論文 

野間 俊介 : 日本近海太平洋に来遊するジンベエザメ（Rhincodon typus）の回遊生態に関する研究，環境

科学院・生物圏科学専攻 (2025/2) 

若林 悠太 : マイクロプラスチックがマサバ（Scomber japonicus）の消化能力と遊泳能力に与える影響につ

いて，環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/2) 

菅原 大誠 : 音響手法を用いた福島県三春ダム（さくら湖）における藍藻類の分布特性の解明，環境科学院・

生物圏科学専攻 (2025/2) 

川村 裕太郎 : 耳石微量元素分析による北海道千歳川におけるブラウントラウト（Salmo trutta）の回遊生態

の解明，環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/2) 

三宅 進歩 : ライフサイクルアセスメント（LCA）による昆布養殖業の CO2 吸収量の実態評価と脱炭素事業の

実現可能性の検討，環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/2) 

及川 直哉 : 超音波テレメトリー手法を用いた福島県三春ダム（さくら湖）におけるオオクチバス

（Micropterus nigricans）の行動生態に関する研究，環境科学院・生物圏科学専攻 (2025/2) 

木村 理希 : 産卵時におけるニシン（Clupea pallasii）の深度と魚群構造の変化に関する研究，環境科学

院・生物圏科学専攻 (2025/2) 

 

③ 卒業論文 

石原 魁人 : 根室半島周辺における環境が異なるアマモ場の分布特性の把握，水産学部・海洋資源科学科 

(2025/1) 

井上 千夏 : 来館者意識調査による水族館の社会的役割の達成状況の現状分析，水産学部・海洋資源科学

科 (2025/1) 

近藤 陽太 : 渡島大沼における藍藻類が魚類分布に与える影響の評価，水産学部・海洋資源科学科 

(2025/1) 

徳田 大航 : 北海道沿岸域における未成熟タラバガニ（Paralithodes camtschaticus）の群行動に関する研

究，水産学部・海洋資源科学科 (2025/1) 

丸山 李 : 素材 A は高水温・過密収容想定下でのスルメイカ（Todarodes pacificus）の代謝抑制を緩和す

る～間欠強制換水水槽による検証～，水産学部・海洋資源科学科 (2025/1) 
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４．施設等の利用状況 
1) 施設の利用者数（延べ人日。公開施設の入場者数を除く） 

森林圏ステーション  
 ※利用者数には、研究林所属の教員と環境科学院森林圏フィールド科学コース大学院生のフィールド利用も概数として含む 

 

北管理部      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 63 72 32 0 167 

学生（院生を含む） 274 93 0 0 367 

その他の利用（見学等） 53 0 16 0 69 

計 390 165 48 0 603 

       

天塩研究林      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 786 122 45 0 953 

学生（院生を含む） 1058 171 0 0 1229 

その他の利用（見学等） 48 3 45 715 811 

計 1892 296 90 715 2993 

       

中川研究林      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 100 19 4 0 123 

学生（院生を含む） 437 176 0 0 613 

その他の利用（見学等） 98 7 62 64 231 

計 635 202 66 64 967 

       

雨竜研究林       

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 148 696 55 0 899 

学生（院生を含む） 702 290 0 0 992 

その他の利用（見学等） 100 2 93 84 279 

計 950 988 148 84 2170 

       

苫小牧研究林      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 279 178 85 32 574 

学生（院生を含む） 1563 514 0 0 2077 

その他の利用（見学等） 49 0 35 50 134 

計 1891 692 120 82 2785 
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檜山研究林      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 0 0 0 0 0 

学生（院生を含む） 0 0 0 0 0 

その他の利用（見学等） 0 0 0 33 33 

計 0 0 0 33 33 

       

和歌山研究林      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 230 49 27 0 306 

学生（院生を含む） 733 182 0 0 915 

その他の利用（見学等） 60 0 0 0 60 

計 1023 231 27 0 1281 

       

札幌研究林      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 981 0 0 210 1191 

学生（院生を含む） 1357 0 0 0 1357 

その他の利用（見学等） 60 0 0 0 60 

計 2398 0 0 210 2608 

 

 

耕地圏ステーション 
 

生物生産研究農場      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 434 30 26 0 490 

学生（院生を含む） 4531 29 0 0 4560 

その他の利用（見学等） 219 23 88 500 830 

計 5184 82 114 500 5880 

       

植物園      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 82 10 10 95 197 

学生（院生を含む） 1460 11 0 85 1556 

その他の利用（見学等） 0 0 0 0 0 

計 1542 21 10 180 1753 
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静内研究牧場      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 162 25 9 7 203 

学生（院生を含む） 1009 67 0 13 1089 

その他の利用（見学等） 46 5 19 18 88 

計 1217 97 28 38 1380 

 

 

水圏ステーション 
 

厚岸臨海実験所      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 120 180 304 0 604 

学生（院生を含む） 1766 631 0 0 2397 

その他の利用（見学等） 0 0 0 0 0 

計 1886 811 304 0 3001 

       

室蘭臨海実験所      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 11 56 33 2 102 

学生（院生を含む） 236 134 0 56 426 

その他の利用（見学等） 5 0 0   5 

計 252 190 33 58 533 

       

洞爺臨湖実験所      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 16 8 11 415 450 

学生（院生を含む） 100 45 0 0 145 

その他の利用（見学等） 37 0 0 512 549 

計 153 53 11 927 1144 

       

臼尻水産実験所      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 197 34 3 0 234 

学生（院生を含む） 947 242 0 16 1205 

その他の利用（見学等） 0 0 12 0 12 

計 1144 276 15 16 1451 

       



 

78 

 

七飯淡水実験所      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 330 29 25 4 388 

学生（院生を含む） 1689 70 0 0 1759 

その他の利用（見学等） 25 1 36 126 188 

計 2044 100 61 130 2335 

       

忍路臨海実験所      

利用区分 北海道大学 他大学 
その他教育 

研究機関等 

一般（小・中・高

校を含む） 
計 

教育研究利用 
教員・研究者等 94 27 41 29 191 

学生（院生を含む） 252 55 74 84 465 

その他の利用（見学等） 4 0 1 42 47 

計 350 82 116 155 703 

 

 

2) 公開施設の入場者数（人数） 

 

植物園   

利用区分   利用者数 

有料 

大人（高校生以上） 48,357  

小人（小・中学生） 2,560  

冬季（小学生以上） 0  

無料 

学生・教職員 2,241  

大人 14  

小人幼児 1,246  

無料開園日 2,291  

北大カード 74  

計 54,492  

 

 

苫小牧研究林森林資料館（４月～１０月の最終土曜日、計７日開館、無料） 

来館者住所 人数    

苫小牧市内 468     

市外 495     

計 963     

     

愛冠自然史博物館(無料）    

利用区分 利用者数    

学生・教職員 2,416     

未就学児童 95     

計 2,511     
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3) 研究材料・標本等の提供・貸し出し（件数） 

生物生産研究農場       

区分 北海道大学 他大学 
その他教育・研

究機関等 

官公庁・企業

等(含む報道) 

一般（小・中・

高校を含む） 
計  

研究材料提供 336 5 0 0 0 341  

資料・標本提供 0 0 0 0 0 0  

資料・標本貸し出し 0 0 0 0 0 0  

計 336 5 0 0 0 341  

        

植物園        

区分 北海道大学 他大学 
その他教育・研

究機関等 

官公庁・企業

等(含む報道) 

一般（小・中・

高校を含む） 
計  

研究材料提供 1 1 3 2 1 8  

資料・標本提供 2 0 0 0 0 2  

資料・標本貸し出し 3 1 9 8 0 21  

計 6 2 12 10 1 31  

        

洞爺臨湖実験所       

区分 北海道大学 他大学 
その他教育・研

究機関等 

官公庁・企業

等(含む報道) 

一般（小・中・

高校を含む） 
計  

研究材料提供 104 4059 0 0 0 4163  

資料・標本提供 0 0 0 0 0 0  

資料・標本貸し出し 0 0 0 0 0 0  

計 104 4059 0 0 0 4163  

        

七飯淡水実験所       

区分 北海道大学 他大学 
その他教育・研

究機関等 

官公庁・企業

等(含む報道) 

一般（小・中・

高校を含む） 
計  

研究材料提供 235 17 9 18 2 281  

資料・標本提供 0 0 0 0 0 0  

資料・標本貸し出し 0 0 0 0 0 0  

計 235 17 9 18 2 281  

        

臼尻水産実験所       

区分 北海道大学 他大学 
その他教育・研

究機関等 

官公庁・企業

等(含む報道) 

一般（小・中・

高校を含む） 
計  

研究材料提供 4 0 0 0 0 4  

資料・標本提供 0 0 0 0 0 0  

資料・標本貸し出し 0 0 0 0 0 0  

計 4 0 0 0 0 4  

        

※研究材料（生きた動植物を含む生標本）     

※資料・標本（乾燥標本・液浸標本・さく葉標本・プレパラート標本・写真・スライド・博物、民族、歴史資料等） 
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５．教育利用 
1)  大学教育利用  ※原則として、カリキュラムとして確立しているもの 

 

森林圏ステーション 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

農学部 森林科学科 B2～ 森林科学総合実習Ⅰ 必修 1 5 2 180 0 

農学部 森林科学科 B2～ 森林科学総合実習Ⅱ 必修 1 5 47 185 10 

農学部 森林科学科 B3～ 森林動態実習（合同フィールド実習） 選択 1 5 16 169 0 

農学部 森林科学科 B2～ 森林空間機能学演習（公開森林実習） 選択 1 4 20 50 20 

農学部 森林科学科 B2～ 林産学実習 選択 1 6 9 74 0 

農学部 森林科学科 B3～ 施業実習 選択 1 5 14 42 0 

農学部 森林科学科 B3～ 森林保全実習（公開森林実習） 選択 1 5 2 122 0 

農学部 森林科学科 B3～ 野生動物管理実習（公開森林実習） 選択 1 4 11 64 11 

農学部 森林科学科 B3～ 森林測量学実習 選択 2 5 10 60 0 

農学部 森林科学科 B3～ 暖温帯林施業実習（公開森林実習） 選択 1 5 0 161 0 

農学部 森林科学科 B2～ 森林計画学演習 選択 1 2 2 86 0 

農学部 森林科学科 B3～ 造林学実習 選択 2 20 7 263 0 

農学部 森林科学科 B3～ 森林測量学、森林測量学実習 選択 2 3 3 24 0 

農学部 生物資源科学科 B2～ 生物資源科学実験Ⅰ 選択 2 3 6 14 0 

理学部 生物科学科 B3～ 研究林実習 選択 2 2 0 93 0 

理学部 地球惑星科学科 B3～ 地球計測実習   選択 2 4 8 8 0 

環境科学院 生物圏科学専攻 M1～ 森林圏科学特論Ⅰ 選択 2 4 26 78 6 

環境科学院 生物圏科学専攻 M1～ 森林圏科学特論Ⅱ 選択 2 3 9 66 9 

環境科学院 生物圏科学専攻 M1～ 森林圏科学特論Ⅲ 選択 2 2 2 12 2 

環境科学院 生物圏科学専攻 M1～ 森林圏科学特論Ⅳ 選択 2 4 14 51 14 

環境科学院 生物圏科学専攻 M1～ 統合自然環境調査法実習 選択 2 5 16 20 0 

環境科学院 生物圏科学専攻 M1～ 生物圏科学実習 I・II 選択 8 5 8 6 0 

環境科学院 地球圏科学専攻 M1～ 地球雪氷学実習Ⅱ、南極学特別実習Ⅳ 選択 2 4 16 60 4 

国際広報メディア・観

光学院 

国際広報メディア・

観光学専攻 
M1～ エコツーリズム論演習 選択 2 2 2 24 0 

全学教育 教養科目 B1～ 一般教育演習「実践！生態学」 選択 2 0 0 0 0 

全学教育 教養科目 B1～ 
一般教育演習（フレッシュマンセミナー）「北海

道北部の森と人々のくらし 2024 夏」 
選択 2 5 25 135 25 

全学教育 教養科目 B1～ 
一般教育演習（フレッシュマンセミナー）「南紀

熊野の自然と人々のくらし・夏期編」 
選択 2 7 6 82 6 

全学教育 教養科目 B1～ 
一般教育演習（フレッシュマンセミナー）「南紀

熊野の自然と人々のくらし・初春編」 
選択 2 5 5 90 0 

全学教育 教養科目 B1～ 
一般教育演習（フレッシュマンセミナー）「フィー

ルド体験型プログラム-人間と環境科学-（1）」 
選択 2 1 0 30 0 

全学教育 教養科目 B1～ 
一般教育演習「森里海連環学 北大・京大合

同演習」 
選択 2 0 0 0 0 

全学教育 教養科目 B1～ 

一般教育演習（フレッシュマンセミナー）「北大

発！これからの国土-地域デザイン～厳寒の森と

湖の里で～」 

選択 2 5 20 110 20 
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全学教育 教養科目 B1～ 
一般教育演習（フレッシュマンセミナー）「フィー

ルド体験型プログラム-人間と環境科学-（2）」 
選択 2 1 1 7 0 

 

②他大学 

大学名 
学部または研究科

名 
年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

愛知教育大学 教育学部 B2 里山体験実習 選択 1 4 5 16 0 

名寄市立大学 教養教育科目 B1 生態学 選択 2 3 5 121 0 

名寄市立大学 社会保育学科 B2 自然保育実践演習 必修 2 2 4 76 0 

北海道教育大学岩

見沢校 
スポーツ文化専攻 B3 野外環境教育演習Ⅰ 選択 2 2 2 6 0 

酪農学園大学 
農食環境学群環

境共生学類 
B3 水圏・地圏総合実習 選択 1 3 6 48 0 

横浜国立大学 
都市科学部環境

リスク共生学科 

B2～

B4 
環境リスク共生演習Ｄ 選択 1 3 3 15 0 

大阪公立大学 緑地環境科学科 B3 緑地環境科学実習演習応用 B 選択 2 3 9 45 0 

 

耕地圏ステーション 

生物生産研究農場 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

農学部 生物資源科学科 2 農場実習 必修 2 65 30 592 4 

農学部 応用生命科学科 2 農場実習 選択 2 65 30 400 4 

農学部 生物機能化学科 2 農場実習 選択 2 65 30 400 4 

農学部 農業経済学科 2 農場実習 選択 2 65 30 240 4 

農学部 生物資源科学科 
B3-

D3 
造園実習 選択 1 20 60 57 0 

農学部 生物資源科学科 3 生物資源科学実験 I 必修 2 2 2 30 0 

農学部 生物資源科学科 2 作物生産管理実習 選択 2 15 17 300 2 

農学部 生物環境工学科 3 生物環境工学実験 必修 1 15 15 450 0 

農学部 生物環境工学科 3 農作業実習 選択 1 15 20 200 0 

農学部 生物環境工学科 2 生物環境工学実習 必修 1 2 4 60 0 

農学部 畜産科学科 2 家畜生産実習 必修 2 27 81 72 1 

農学部 畜産科学科 3 畜牧体系科学実験 必修 1 10 10 12 1 

農学部 畜産科学科 3 家畜人工授精実習 選択 1 3 18 240 0 

農学部 畜産科学科 2 畜産物利用学実習 選択 1 11 22 42 0 

獣医学部 
共同獣医学課程

（専門科目） 
2 解剖学実習 必修 1 40 1 44 0 

獣医学部 
共同獣医学課程

（専門科目） 
5 産業動物獣医療実習 必修 4 19 21 169 0 

獣医学部 
共同獣医学課程

（専門科目） 
5 プレクリニカル実習 必修 5 3 6 26 0 

全学科目   1～2 一般教育演習（私たちの生活と家畜） 選択 2 3 6 40 0 

全学科目   1～2 一般教育演習（身近な食べ物つくり演習） 選択 2 4 8 32 2 

全学科目   1～2 
一般教育演習（フィールド体験型プログラム-人

間と環境科学-（1） 
選択 2 2 4 41 4 
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全学科目   1～2 
一般教育演習（フィールド体験型プログラム-人

間と環境科学-（2） 
選択 2 1 1 8 1 

環境科学院 生物圏科学専攻 1～2 耕地圏科学特論 I 選択 2 15 45 78 4 

国際食資源学院 
食資源学専攻環

境領域 
1 食資源環境特論 選択 2 1 1 16 0 

文学部 文学部専門科目 2~4 地域科学演習 選択 2 1 1 27 0 

 

 

植物園 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

大学院農学院   
修士

課程 
森林緑地管理学特論 選択 1 1 1 18 0 

農学部 森林科学科 3 流域保全論 選択 2 1 1 33 0 

農学部 生物環境工学科 3 水文学 選択 2 11 0 31 0 

理学部 生物科学科 2 植物系統分類学実習 選択 2 1 3 23 0 

総合理系・総合文系   1 北海道大学の今を知る 選択 2 1 5 31 0 

理学部 生物科学科 2 生態学実習 選択 2 3 3 45 0 

農学部 
生物資源科学科

Ⅰ 
2 生物資源化学実験Ⅰ（春植物の観察） 必修 2 1 1 40 0 

農学部 
生物資源科学科

Ⅱ 
3 生物資源化学実験Ⅱ（春植物の観察） 必修 3 1 1 40 0 

農学部 森林科学科 3 
北大農学部森林科学科ソウル大学交流（森

林動態実習）プログラム 
 0 1 1 5 0 

文学部他   2～4 
文化人類学演習「アイヌ・先住民学入門Ⅰー

2024」 
選択 2 1 2 15 0 

文学院   1 動物の人類学 選択 2 1 1 7 0 

獣医学部 共同獣医学課程 2.3 札幌基礎獣医学演習・獣医学概論 必修 2 1 0 13 0 

新渡戸カレッジ   1 新渡戸カレッジ現地視察 必修 1 1 2 35 0 

文学院 
文化人類学研究

室 
1～4 自然と文化の人類学 選択 2 1 1 21 0 

全学教育科目   
1 年

次 

一般教育演習（ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ）フィールド体験

型プログラム-人間と環境科学-（2） 
選 2 1 1 11 1 

農学部 生物資源科学科 2 生物資源科学実験 I 必 1 2 8 36 3 

農学部 生物資源科学科 3 生物資源科学実験 II 必 1 1 4 2 3 

農学部 生物資源科学科 2 農場実習 選 2 4 4 35 2 

農学部 生物資源科学科 2 植物分類・生態学 選 2 1 4 87 3 

 

②他大学 

大学名 
学部または研究科

名 
年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

東海大学 
博物館実習１履

修者 
3 博物館見学実習 選   1 3 10 1 

帯広畜産大学   2 札幌基礎獣医学演習・獣医学概論 必修 2 1 0 13 0 
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静内研究牧場 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

農学部 畜産科学科 3 牧場実習 必修 2 12 32 314 1 

全学教育 一般教育演習 1 
フレッシュマンセミナー（牧場のくらしと自然・夏季

編） 
選択 2 5 18 125 1 

全学教育 一般教育演習 1 
フレッシュマンセミナー（牧場のくらしと自然・冬季

編） 
選択 2 5 14 125 1 

 

 

水圏ステーション 

厚岸臨海実験所 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

理学部 生物科学科 
学部

3 年 
臨海実習Ⅰ 選択 1 5 日 10 135 0 

理学部 生物科学科 
学部

3 年 
海洋生態学実習（1 回目） 選択 1 5 日 0 120 3 

北海道ｻﾏｰｲﾝｽﾃﾃｭｰﾄ   
大学

院生 

International Course on Integrated 

Marine Biology and Ecology III 
選択 1 5 日 10 20 3 

北海道ｻﾏｰｲﾝｽﾃﾃｭｰﾄ   
大学

院生 

International Course on Integrated 

Marine Biology and Ecology IV 
選択 1 5 日 10 40 3 

北海道ｻﾏｰｲﾝｽﾃﾃｭｰﾄ   
大学

院生 
Fundamentals in Marine Pathology 選択 1 5 日 5 15 0 

全学 一般教育演習 
1～3

年 
森里海連環学 選択 2 4 日 3 40 3 

全学 一般教育演習 1 年 北海道東部の水域生態系 選択 2 6 日 4 60 3 

全学 一般教育演習 
1～2

年 

フィールド体験型プログラム-人間と環境科学-

（オンライン） 
選択 1 1 日 0 14 3 

 

②他大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 
施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

北海道教育大学釧

路校 
共同利用実習 

1～4

年 
自然科学実習 選択 2 2 日 2 10 3 

八戸工業大学 共同利用実習 
1～4

年 
臨海実習 選択 2 6 日 6 48 3 

京都大学 共同利用実習 
1～4

年 
森里海連環学実習 選択 2 4 日 16 44 3 

新潟大学 公開臨海実習 
博士

３年 
国際公開臨海実習Ⅲ 選択 1 5 日 0 5 3 

東北大学 公開臨海実習 
修士

２年 
国際公開臨海実習Ⅳ 選択 1 5 日 0 5 3 

マギル大学、ブロック

大学 
公開臨海実習 

学部

４年 
国際フィールド演習Ⅳ 選択 1 5 日 0 10 3 

富山大、岩手大、立

教大、東京海洋大、

筑波大、愛媛大、琉

球大、長崎大、日本

大 

公開臨海実習 
1～3

年 
海洋生態学 選択 1 6 日 6 84 3 
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京都大、東京海洋

大、金沢大、広島

大、酪農学園大、日

本大 

公開臨海実習 

学部

１年

～修

士１

年 

道東の水域生態系と人間社会のつながり 選択 1 6 日 0 36 3 

 

 

室蘭臨海実験所 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

理学部 生物科学科 3 臨海実習Ⅱ 選択 1 4 8 60   

理学部 生物科学科 3 海藻学実習 選択 1 4 0 44 2 

全学     Hokkaido summer Institute 選択 1 4 8 40 2 

全学     Hokkaido summer Institute 選択 1 4 8 36 2 

全学   1 ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ 選択 1 1 0 24 2 

水産学部 水産・増殖生命 3 水産増養殖実習 選択 1 1 2 52 2 

全学   1 
フィールド体験型プログラム-人間と環境科学-

（2） 
選択 1 1 0 5 2 

 

②他大学 

大学名 
学部または研究科

名 
年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

室蘭工業大学   1 臨海実習 選択 1 2 1 30 2 

 

 

臼尻水産実験所 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

水産学部 増殖生命科学科 
学部

3 
水産増養殖実習 選択 1 1 3 58 0 

水産学部   
学部

2 
野外巡検 選択 1 3 3 51 0 

水産科学研究院     
北海道大学 ベルゲン大学 国際サマーコース 

(ExcelAQUA Summer School 2024) 
    2 4 8 0 

水産学部 海洋生物科学科 
学部

3 
水圏生物科学実習 選択 1 3 7 146 0 

水産学部 国際教育室 
学部

3 
函館サマープログラム 2024 選択   7 14 49 0 

水産学部   
学部

2～4 
特別実習Ⅰ（バイオロギング実習）     5 17 43 0 

環境科学院 生物圏科学専攻   生物生産学基礎論 選択 2 2 8 16 0 

水産学部   

学部

4～修

士 1 

特別実習Ⅰ（生理生態学実習）     3 3 9 0 
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②他大学 

大学名 
学部または研究科

名 
年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

北里大学 海洋生命科学部 
学部

2~3 
北里大学臨海実習 選択 1 4 12 60 1 

宮城教育大学、聖マ

リアンナ医科大学、宮

崎大学、東京大学、

名古屋大学、ベルゲ

ン大学 

  

学部

4～博

士 2 

北海道大学 ベルゲン大学 国際サマーコース 

(ExcelAQUA Summer School 2024) 
    2 12 18 0 

東京農工大学、東洋

大学、水産大学校、

山梨大学、名城大

学、長崎大学、広島

大学、東京海洋大

学、酪農学園大学 

  
学部

1～4 

特別実習Ⅰ 公開水産科学実習（バイオロギン

グ実習） 
選択 2 5 0 80 0 

鹿児島大学、東京農

工大学、広島大学、

東京海洋大学、三重

大学 

  
学部

2 

特別実習Ⅰ 公開水産科学実習（生理生態

学実習） 
選択 2 3 0 18 0 

山梨大学、帯広畜産

大学、東京海洋大学 
  

学部

2 

特別実習Ⅰ 公開水産科学実習（春季フィー

ルド科学実習） 
選択 2 3 0 9 1 

 

 

七飯淡水実験所 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

水産学部   4 年 バイオロギング実習     1 3 4   

水産科学院   M1 生物生産学基礎論     1 2 3 1 

水産科学院   M2 生物生産学基礎論     1 (2) 1 (1) 

環境科学院   M1 生物生産学基礎論     1 (2) 4 (1) 

水産学部   3 年 水産増養殖実習     1 1 48 1 

 

②他大学 

大学名 
学部または研究科

名 
年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

ノルウェー・日本国際

教育・研究プログラム

ExcelAQUA 

    ExcelAQUA     1 9 14 1 

北里大学 水産学部 B3 臨海実習     1   9 3 

北里大学 水産学部 B2 臨海実習     1   6 (3) 

北里大学 水産学部 教員 臨海実習     1 3   (3) 
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忍路臨海実験所 

①北海道大学 

学部または研究科名 学科または講座名 年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 

施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

理学部 生物科学科 3 動物系統分類学実習   2 4 8 44   

水産学部 海洋生物科学科 2 野外巡検   1 9 15 64 8 

全学教育   1 
一般教育演習・フィールド体験プログラム‐人間と

環境科学- 
  2 1 2 7   

全学教育   1 
一般教育演習・フィールド体験プログラム‐海藻の

生態調査と標本作製- 
  2 1 1 7 1 

水産学部   
２～

４ 
特別実習Ⅰ（春季フィールド科学実習）   1 2 6   1 

 

②他大学 

大学名 
学部または研究科

名 
年次 実習名等 

必修・ 

選択の

別 

単位 
利用 

日数 

延利用日数

（人日） 
施設教員

の 

参加人数 教員 学生 

酪農学園大学 環境共生学類 3 専門ゼミナールⅠ   2 3 

3 

9   

酪農学園大学 環境共生学類 4 卒業研究Ⅰ   2 3 6   

酪農学園大学 酪農学研究科 1, 2 特別研究   10 3 6   

北海道教育大学札

幌校 
理数教育専攻 2 臨海実習   2 1 1 5   

山梨大学 生命環境学部 2 特別実習Ⅰ（春季フィールド科学実習）   1 2   2   

帯広畜産大学 畜産学部 2 特別実習Ⅰ（春季フィールド科学実習）   1 2   2   

東京海洋大学 
海洋資源環境学

部 
2 特別実習Ⅰ（春季フィールド科学実習）   1 2   2   
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1-2) シラバス以外での大学教育利用（調査、研究、実習、採集等） 

※飛び石での複数日利用の場合、年月日は初日の日付と括弧書きで延べ日数、人数は延べ人数 

 

森林圏ステーション    

①北海道大学    

学部または研究

科名 
学科または講座名 内容 年月日 人数 

不明 不明 調査 2024/10/17（1） 2  

理学部 生物科学科 外生菌根菌の特異性および近隣効果に関する研究 
2024/10/17

（45） 
45  

農学部 森林科学科 イベント「迷木市」 2024/10/26（5） 5  

農学部 森林科学科 
ササ枯れ地におけるササ根茎の分解に伴う養分動態とリター分解菌相の

変化についての調査 
2024/10/28（5） 5  

農学部 森林科学科 ササ枯れ地においてアカエゾマツ種子に感染する菌類 2024/10/28（5） 5  

環境科学院 生物圏科学専攻 

研究課題:①積雪減少が林冠ギャップに生育する実生の生残や成長に

与える影響の解明 ②積雪期間の林床温度動態の解明 

目的：①気候変動に伴う積雪の減少がキャップに生育する実生の生残

や成長へ及ぼす影響とその制御要因の解明する、葉の CN 比の測定を

行う  

②気候条件（気温、積雪量）や森林条件（森林優占種）において

林冠と積雪の保温効果を分けて測定し、冬季の林床温度 

動態のメカニズムの一般的な理解や予測を目指す。 

2024/11/13（8） 8  

環境科学院 生物圏科学専攻 
積雪期間の林床温度動態の解明～林冠と積雪の保温効果の分離を

通じて～ 
2024/11/14（2） 2  

国際食資源学院   
異なる温度域に分布する樹木の相互移植実験による温度適応メカニズ

ムの解析 
2024/11/20（3） 9  

不明 不明 アーティストワークショップ（CoSTEP 実習） 2024/11/8（2） 2  

環境科学院 生物圏科学専攻 修士論文で扱う種の遺伝解析を共同研究者と行う 2024/12/11（3） 3  

農学部 森林科学科 
樹木の冬芽から凍結を促す活性画分を抽出し、活性成分を精製したり

活性測定したりするための実験材料を調達するため 
2024/12/17（2） 2  

環境科学院 生物圏科学専攻 陸生トゲクマムシの生活史に関する研究 2024/4/1（100） 100  

環境科学院 生物圏科学専攻 森林土壌の CO2・メタンフラックスに関する研究 2024/4/1（100） 100  

環境科学院 生物圏科学専攻 気候変動の下での斜面の植生回復について 2024/4/1（100） 100  

環境科学院 生物圏科学専攻 修士における研究計画の立案，幌内川におけるサケ科魚類調査を行う 2024/4/1（139） 139  

環境科学院 生物圏科学専攻 
外来植物上の外来昆虫のホストレンジ拡大の進化に関する実験を行

う。 
2024/4/1（20） 20  

環境科学院 生物圏科学専攻 二ホンジカの社会生態学研究 2024/4/1（200） 200  

農学院 環境フロンティアコース 道産カラマツ材を用いた木造建築に関する研究 2024/4/1（30） 60  

環境科学院 生物圏科学専攻 野生ニホンジカ(オトナメス)のアソシエーションパターンと順位関係 2024/4/1（50） 50  

環境科学院 生物圏科学専攻 
エゾシカの母親は娘に優しい？：仔の性別と兄姉が育仔投資量に与え

る影響 
2024/4/1（50） 50  

環境科学院 生物圏科学専攻 
修論「捕食者に誘導された形態が両生類幼生の逃避パフォーマンスを決

定する」 
2024/4/1（50） 50  

農学院 環境フロンティアコース 広葉樹多湿心材の構造特性と浸透性の研究 2024/4/10（1） 1  

環境科学院 生物圏科学専攻 
被食防衛から送粉系への波及効果に着目した都市ー生態ー進化の連

環に関する研究 

2024/4/10

（100） 
100  

環境科学院 生物圏科学専攻 博士実験 2024/4/24（4） 18  

環境科学院 地球圏科学専攻 大気観測 2024/4/26（4） 4  

環境科学院 生物圏科学専攻 エゾエンゴサクの開花特性の地域間比較 2024/5/1（10） 10  

環境科学院 生物圏科学専攻 博士論文 2024/5/1（16） 16  

環境科学院 生物圏科学専攻 ヤツメウナギ類の繁殖生態学的研究 2024/5/1（63） 63  

環境科学院 生物圏科学専攻 雨龍研究林での両生類の産卵状況の視察 2024/5/16（2） 4  

環境科学院 生物圏科学専攻 ヒグマの糞が野生動物の行動に与える影響の研究 2024/5/19（10） 10  
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環境科学院 生物圏科学専攻 気候変動が葉リターの形状を介してリターベットの燃えやすさに与える影響 2024/5/27（4） 4  

農学部 森林科学科 森林科学科の札幌研究林ゼミ 2024/6/14（1） 100  

環境科学院 生物圏科学専攻 
ミズナラ二次林における樽材適性を持つ個体の生育特性と育成の可能

性 
2024/6/17（1） 5  

工学院   ドローン調査 2024/6/18（1） 3  

工学院   

樹木の種類および成長と、樹木の葉の反射スペクトルの関係を明らかに

し、最終的には反射スペクトルから樹木の種類および成長を推定する手

法の確立を目指す。 

2024/6/18（1） 3  

農学院 環境フロンティアコース きのこ栽培におけるチシマザサの利用 2024/6/20（1） 7  

環境科学院 生物圏科学専攻 
蛇紋岩土壌におけるアーバスキュラー菌根菌の群集構造及びそれがクマ

イザサの成長と重金属蓄積能力に与える影響 
2024/6/28（33） 33  

農学院 環境フロンティアコース ササ類を用いたきのこ栽培 2024/6/3（2） 4  

農学院 環境フロンティアコース 
掻き起こし地における表土戻しの有無と経過年数の違いがアカエゾマツ種

子に感染する土壌菌類相に与える影響 
2024/6/4（4） 24  

農学院 環境フロンティアコース 
掻き起こし地における表土戻しの有無と施工後の経過年数の違いがアカ

エゾマツ種子に感染する菌の菌類相に与える影響 
2024/6/4（5） 5  

農学部 森林科学科 
掻き起こし地における樹冠の存在が実生に感染する菌類相に与える影

響 
2024/6/4（5） 5  

農学院 環境フロンティアコース 土壌断面調査実習 2024/6/5（7） 14  

環境科学院 生物圏科学専攻 修士論文研究「ジオ多様性と形質多様性の関係の解明」の実施 2024/7/10（2） 4  

環境科学院 生物圏科学専攻 サケ科魚類の模様機能解析 
2024/7/15

（128） 
128  

農学部 森林科学科 
傷害応答として生じた組織の微生物に対する防御における有効性につい

ての研究 
2024/7/2（2） 2  

環境科学院 生物圏科学専攻 山腹崩壊地におけるジオ多様性と生物多様性創出の関わり 2024/7/22（18） 36  

環境科学院 生物圏科学専攻 人間の会話がシジュウカラの音声コミュニケーションに与える影響の評価 2024/7/22（47） 379  

農学院 環境フロンティアコース ナナカマド樹皮組織の顕微鏡観察 2024/7/26（1） 1  

環境科学院 生物圏科学専攻 
山腹崩壊地におけるジオ多様性と生物多様性創出の関わりを明らかに

する。 
2024/7/4（5） 9  

農学部 森林科学科 白樺プロジェクト森林ツアー 2024/7/6（2） 39  

農学院 環境フロンティアコース 
修論「トンボの生息と個体数に影響を与える水草種」に必要な、湖沼の

水質分析 
2024/7/8（3） 3  

農学部 森林科学科 ゼミ 2024/8/2（1） 34  

環境科学院 生物圏科学専攻 エゾサンショウウオの捕食時の行動に関する研究 2024/8/23（26） 26  

環境科学院 生物圏科学専攻 エゾサンショウウオとヤゴの捕食ー被食関係 
2024/8/23

（360） 
360  

農学院 環境フロンティアコース 修論「カラマツの冬芽の越冬のしくみについて」 2024/8/26（13） 13  

環境科学院、他

8 部局 
  

森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/8/26（3） 

1,11

6  

農学部 森林科学科 樹木の凍結挙動と氷核活性に関する研究 2024/8/26（7） 7  

環境科学院 生物圏科学専攻 クロツヤヒラタゴミムシの温暖化応答に関する研究 2024/8/27（10） 10  

環境科学院 生物圏科学専攻 ジュニアフィールドサイエンス 2024/8/3（3） 15  

不明 不明 CoStep 実習 2024/8/31（1） 1  

文学院 人文学専攻 ニワトコの果実・核形態の分析 2024/8/5（1） 1  

不明 不明 ミミコウモリ調査 2024/8/5（1） 1  

文学院 人文学専攻 日本列島におけるニワトコ属の歴史生態学的研究 2024/8/5（3） 3  

農学院 環境フロンティアコース 
表土戻し処理によりかき起こし地に供給されたササリターの分解と窒素放

出 
2024/8/8（4） 14  

環境科学院 生物圏科学専攻 ヒトとイヌの存在による野生動物への影響 2024/8/9（94） 188  
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環境科学院 生物圏科学専攻 魚類捕獲・野外実験 2024/9/10（2） 2  

農学院 不明 留学生施設見学 2024/9/10（35） 35  

農学院 森林科学科 1954 年 15 号台風被害跡再生林分の継続調査 2024/9/12（6） 8  

環境科学院 生物圏科学専攻 強度間伐が土壌微生物に与える影響の研究 2024/9/17（5） 5  

環境科学院 地球圏科学専攻 
夜間の人工照明が、魚類の食性及び水生無脊椎動物の行動に与える

影響 
2024/9/25（3） 15  

総合教育部   森林研究フィールドトレーニング（森林の階層構造の役割） 2024/9/3（3） 3  

環境科学院 生物圏科学専攻 修士論文のサンプル採取 2024/9/30（15） 15  

農学部 森林科学科 白樺プロジェクト ワークショップ 2025/1/18（12） 24  

環境科学院 生物圏科学専攻 サクラマスの行動の雌雄差に関する行動生態学的研究 2025/1/7（3） 3  

環境科学院 生物圏科学専攻 森のたんけん隊 2025/1/9（2） 2  

農学院 環境フロンティアコース 長期観察林の見学・調査 2025/3/13（2） 2  

文学院 不明 人類学演習プログラムの試験的施行 2025/3/22（3） 3  

農学部 森林科学科 倒木が河川性サケ科魚類の生息場所利用に及ぼす影響 2025/3/31（1） 2  

工学部   森林研究フィールドトレーニング「雪の中に生息している微生物の生態」 2025/3/4（3） 3  

水産科学院 海洋生物科学科 捕食者と被食者の遭遇時における意思決定の理論的解析 2025/3/4（15） 15  

     

②他大学     

大学名 学部、研究科等名 内容 年月日 人数 

大阪公立大学 理学部地球学科 支笏火山噴出物の地質調査と研究 2024/10/14（2） 6  

東京農工大学 農学部 ドロノキ放射柔細胞のオートファジーに関する研究 2024/10/17（1） 1  

東京農工大学 農学部 心材形成における放射柔細胞の細胞死発現機構に関する研究 2024/10/17（1） 1  

京都大学 理学研究科 コケの胞子体を食べるコハバチ類の生態調査 2024/10/17（4） 12  

茨城大学 理学部 植物の種子付属体の形成コストの定量 2024/10/22（2） 2  

東京大学 農学生命科学研究科 
北海道天塩川支流におけるサクラマス幼魚の密度依存的な個体群変

動 
2024/10/24（7） 7  

広島修道大学 人間環境学部 
林内および林外でシリアゲムシ類を採集し、その分類学・生態学的知見

を得るため 
2024/11/9（4） 4  

岩手大学 農学部 
森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/12/9（4） 8  

京都大学 大学院農学研究科 
異なる温度域に分布する樹木の相互移植実験による温度適応メカニズ

ムの解析 
2024/4/2（5） 29  

東京大学 生命科学研究科 モニタリングサイト 1000 雨龍サイトの毎木調査(補助) 2024/4/22（3） 6  

奈良女子大学 化学生物環境学科 エゾエンゴサクの開花特性に対する温暖化の影響 2024/4/23（10） 20  

奈良女子大学 
人間文化総合科学研究

科 
エゾエンゴサクの開花特性の地域間比較 2024/4/23（39） 117  

香港城市大学 クリエイティブ・メディア学科 
美術的・民俗誌的手法を用いた森の生態系と異なる時間軸での生態

系の動的な変化についての調査とそれをもとにした美術作品の制作 
2024/5/1（2） 3  

東京大学 
大学院新領域創成科学

研究科 

エゾイタヤとオオモミジにおける生育段階移行に伴う樹高成長停滞の要

因解明 
2024/5/23（6） 6  

東京大学 生命科学研究科 ダケカンバ産地試験林を利用した菌根菌調査 2024/5/7（3） 18  

東京大学 
大学院新領域創成科学

研究科 

イトヨをモデルにした尾ビレ鰭条の多様化に関わる遺伝分子メカニズムと

遊泳能力への影響の解明 
2024/5/8（3） 3  

弘前大学 農学生命科学研究科 肉食性スペシャリストの分布は餌の分布によって制限されるか 2024/6/1（2） 4  

京都大学 理学研究科 ディープラーニングによるカエル類の高効率な繁殖フェノロジー調査 2024/6/11（3） 5  

同志社大学 生命医科学研究科 
苫小牧研究林の池を餌場としているモモジロコウモリの採餌行動の計測

および，餌場内にいる昆虫の調査 
2024/6/13（24） 104  
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University of 

Sussex 
不明 幌内川プロジェクト 2024/6/17（2） 2  

University of 

Milan 

Department of  

Environmental 

Science and  Policy 

オオサンショウウオおよびイモリの生態研究 2024/6/18（15） 35  

Bucknell 

University 

Department of 

Biology 
オオサンショウウオおよびイモリの生態研究 2024/6/18（15） 15  

Bucknell 

University 

Animal Behavior 

Program 
オオサンショウウオおよびイモリの生態研究 2024/6/18（15） 15  

酪農学園大学 
農食環境学群環境共生

学類 
コシアブラによる土壌中マンガンの利用特性 2024/6/19（5） 8  

東京農工大学 農学部 
心材形成における放射柔細胞の細胞死発現機構に関する研究ドロノキ

放射柔細胞のオートファジーに関する研究 
2024/6/20（3） 6  

University of 

Sussex 
動物学部 森林研究ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ両生類の生態学 2024/6/22（19） 19  

東京大学 
工学系研究科、農学生

命科学研究科 

森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/6/25（5） 13  

東京大学 農学生命科学研究科 降雨遮断実験に対しての樹木の応答の研究 2024/6/25（8） 65  

岩手大学 農学部森林科学科 ウバユリの形態変化が与える結実率への効果 2024/6/6（1） 1  

東京大学 農学生命科学研究科 ダケカンバ-植食者-葉圏微生物の種間相互作用に関する研究 2024/6/6（2） 4  

東京大学 農学生命科学研究科 
レーザースキャナを用いた LAD（葉面積密度）三次元空間分布の計

測 
2024/7/2（4） 4  

京都大学 理学研究科 通水性の変化を介した葉脈構造の環境適応メカニズムの解明 2024/7/25（2） 6  

鹿児島大学 農林水産学研究科 通水性の変化を介した葉脈構造の環境適応メカニズムの解明 2024/7/25（2） 2  

酪農学園大学 
農食環境学環境共生学

類 
蛇紋岩地帯における植物と土壌の関係 2024/7/3（1） 6  

酪農学園大学 
農食環境学群環境共生

学類 

森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/7/4（1） 15  

秋田県立大学 生物資源科学研究科 クマイザサの開花と実生調査 2024/7/4（3） 3  

日本大学 文理学部 クマイザサの開花と実生調査 2024/7/4（3） 3  

秋田県立大学 生物資源科学研究科 クマイザサ小面積開花後の適応的意義と実生更新の可能性 2024/7/5（1） 1  

日本大学 文理学部 クマイザサ小面積開花後の適応的意義と実生更新の可能性 2024/7/5（2） 2  

横浜国立大学 環境情報学府 
森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/7/5（9） 35  

東京大学 教養学部 白樺プロジェクト森林ツアー 2024/7/6（2） 2  

九州大学 生物資源環境科学府 
ヒラタマルハキバガ科・エグリキバガ科（チョウ目：キバガ上科）の分類学

的研究 
2024/7/8（3） 3  

九州大学 生物資源環境科学府 日本産スガ上科（チョウ目）の分類学的研究 2024/7/8（3） 3  

信州大学 教育学部 
森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/8/27（2） 11  

京都大学 農学研究科 二次遷移に沿った共存樹木の光利用戦略と機能形質の評価 2024/8/6（4） 4  

東京大学 農学生命科学研究科 
レーザースキャナを用いた LAD（葉面積密度）三次元空間分布の計

測 
2024/8/6（4） 4  

宇都宮大学 不明 
森林研究フィールドトレーニング（リモートセンシングと地上調査による森

林地上部バイオマスの広域解析） 
2024/9/17（4） 4  

東京農工大学 不明 
森林研究フィールドトレーニング（リモートセンシングと地上調査による森

林地上部バイオマスの広域解析） 
2024/9/17（4） 4  

信州大学 不明 
森林研究フィールドトレーニング（リモートセンシングと地上調査による森

林地上部バイオマスの広域解析） 
2024/9/17（4） 7  

宇都宮大学 不明 
森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/9/18（2） 2  

東京農工大学 農学部 
森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/9/18（2） 33  
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日本大学大学院 薬学研究科 植物根圏における Penicillium 属の種多様性と共生関係の実態解明 2024/9/28（1） 1  

秋田県立大学 生物資源科学研究科 
森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/9/29（2） 2  

筑波大学 理工情報生命学術院、 
森林研究フィールドトレーニング「ササの一斉開花・枯死が生態系・森林

管理に与える影響」 
2024/9/29（4） 16  

University of 

Alaska 
不明 見学 2025/1/25（3） 3  

大阪公立大学 農学研究科 希少水生昆虫の保全遺伝学的研究 2025/2/10（2） 2  

京都大学 不明 ヒキガエル類の地理的変異に関する研究 2025/2/26（2） 2  

水産大学校 海洋機械工学科 インターンシップ 2025/3/18（4） 4  

韓国忠南大学校 森林資源学部 研究林視察 2025/3/22（6） 6  

京都大学 農学部 研究林視察 2025/3/24（1） 1  

名古屋大学 生命農学研究科 研究林視察 2025/3/24（4） 4  

コロラド州立大学 不明 倒木が河川性サケ科魚類の生息場所利用に及ぼす影響 2025/3/24（8） 8  

岐阜大学 応用生物科学部 倒木が河川性サケ科魚類の生息場所利用に及ぼす影響 2025/3/31（1） 1  

     

耕地圏ステーション    

生物生産研究農場    

①北海道大学    

学部または研究

科名 
学科または講座名 内容 年月日 人数 

文学研究院・ 

地域科学研究室 
文学部 2024/6/11 2024/6/11 40  

獣医学部 獣医学部門 ♀親豚治療 2024/12/13 3  

獣医学部 獣医学部門 ♀親豚診療 2025/01/15 2  

獣医学部 獣医学部門 ♀親豚運搬 2025/01/20 5  

     

②他大学     

大学名 学部、研究科等名 内容 年月日 人数 

農学部，シンガポ

ール国立大学 
国際食資源学院 Hokkaido サマー・インスティテュート「北大フィールドサマースクール」 2024/07/01 20  

天使大学 栄養学科教職課程 「栄養教諭」の養成に資する実習プログラム提供 収穫体験 1 2024/07/11 16  

天使大学 栄養学科教職課程 「栄養教諭」の養成に資する実習プログラム提供 収穫体験 2 2024/08/28 9  

天使大学 栄養学科教職課程 「栄養教諭」の養成に資する実習プログラム提供 搾乳体験 2024/09/06 10  

     

植物園     

①北海道大学    

学部または研究

科名 
学科または講座名 内容 年月日 人数 

農学院   
既存木造建築物の劣化度測定（シロアリ防除の参考情報取得のた

め） 
2024/06/25 7  

理学院   札幌都心における暑熱環境調査 2024/08/02 3  

農学院   ブナ属の種間における和合性に関する研究 2024/4/22(3) 12  

低温科学研究所 生物適応研究室 
寒冷圏の常緑樹において冬季に特徴的な２つの光合成防御機能の種

間分布 
2024/10/2(4) 20  
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農学部 
生物資源科学科昆虫体

系学研究室 
シウリザクラを寄主とするアブラムシの新種記載と観察 2024/11/12(2) 2  

農学部 生物資源科学科 植物の維持管理のための作業について学ぶ 2024/4/11(8) 8  

理学院   北海道における藻類による彩雪の調査 2025/03/31 1  

北方生物圏フィー

ルド科学センター 
苫小牧研究林 雪氷藻類の分布と植生への影響 2025/3/21(2) 5  

理学院   博物館実習 2024/8/26(10) 10  

文学院   博物館実習 2024/8/26(10) 10  

     

②他大学     

大学名 学部、研究科等名 内容 年月日 人数 

東京農業大学 生物産業学部 学芸員養成課程の見学 2024/10/26 51 

東京大学 北海道演習林 海南大学自然教育プログラム 2024/7/27 22  

京都産業大学 
生命科学部産業生命科

学科 
生命産業科学特別研究 1、2 2024/9/11 14  

京都大学 農学部森林科学科 地衣類及び関係生物 2024/6/2 1  

高知大学 農林海洋学部 形質置換の実証研究 2024/6/25(2) 6  

東海大学 生物学部生物学科 都会に生息するチゴハヤブサの食性 2024/8/2 2  

北海学園大学 工学部建築学科 都市の自然の関係性に着目した建築の設計提案 2024/9/27 1  

藤女子大学   歴史資料論 2024/10/14 28  

カリフォルニア大学 バークレー校人類学科 微化石・デンプン標本作製用植物サンプル採取 2024/7/16 2  

     

静内研究牧場    

①北海道大学    

学部または研究

科名 
学科または講座名 内容 年月日 人数 

環境科学院 生物圏科学専攻 修論研究・博士論文のための調査、サンプリング 2024/4/1(117) 175  

農学部 畜産科学科 卒論・修論研究のための調査、サンプリング 2024/11/1(20) 26  

農学部 生物機能化学科 卒論・修論研究のための調査、サンプリング 2024/4/15(27) 80  

文学部 人文科学科 卒論・修論研究のための調査、サンプリング 2024/4/19(92) 112  

獣医学部 病原制御学 卒論・修論研究のための調査、サンプリング 2024/4/1(7) 15  

     

②他大学     

大学名 学部、研究科等名 内容 年月日 人数 

酪農学園大学 酪農学研究科 修論研究のための調査、サンプリング 2024/7/12(3) 5  

北里大学 獣医学部 卒論・博論研究のための調査、サンプリング 2024/4/18(39) 62  
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水圏ステーション  
 

 

室蘭臨海実験所    

①北海道大学    

学部または研究

科名 
学科または講座名 内容 年月日 人数 

環境科学院   海藻採集 2024/6/25(1) 4  

環境科学院   海藻採集 2024/7/22(1) 3  

環境科学院   海岸地形、海藻相調査 2024/7/22(3) 6  

水産学部   モニタリング調査 2024/7/31(2) 2  

環境科学院   ニホンザリガニの室蘭生息調査 2024/11/6(2) 4  

     

②他大学     

大学名 学部、研究科等名 内容 年月日 人数 

Sungkyunkwa

n University 
  採集 2024/4/11(4) 16  

神戸大学   モニタリング調査 2024/7/15(2) 2  

Sungkyunkwa

n University 
  藻類へのマイクロインジェクション技術の習得 2024/7/22(8) 24  

国立研究開発法

人水産研究・教

育機構 

  モニタリング調査 2024/7/31(3) 6  

鹿児島大学 水産学部 公開臨海実習 2024/8/19(5) 5  

信州大学 理学部 公開臨海実習 2024/8/19(5) 5  

宮城教育大学 教育学部 公開臨海実習 2024/8/19(5) 5  

琉球大学   公開臨海実習 2024/8/19(5) 5  

東京大学 理学部 植物イメージングの会 2024/10/28 4  

国立研究開発法

人 理化学研究

所 

  植物イメージングの会 2024/10/28 1  

沖縄科学技術大

学院大学 
  植物イメージングの会 2024/10/28 1  

名古屋大学    植物イメージングの会 2024/10/28 5  

神奈川工科大学   植物イメージングの会 2024/10/28 1  

佐賀大学 農学研究科 珪藻およびスサビノリへの遺伝子導入、ｹﾞﾉム編集実験 2024/12/9(5) 15  

ロスコフ生物学研

究所 
  褐藻細胞へのマイクロインジェクション技術の習得 2025/1/13(10) 20  

鹿児島大学 理学部 公開臨海実習 2025/3/3(5) 5  

京都大学   公開臨海実習 2025/3/3(5) 10  

佐賀大学 農学部 公開臨海実習 2025/3/3(5) 10  

大阪大学 理学部 公開臨海実習 2025/3/3(5) 5  

     

臼尻水産実験所    

①北海道大学    

学部または研究

科名 
学科または講座名 内容 年月日 人数 

水産学部 海洋生物科学科 海岸動物（タコ、イソギンチャク、ヒトデ）の生態学的研究 2024/4/3～5 9  
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水産科学研究院   ミズダコの行動を研究するための飼育実験 2024/4/1～8/1 12  

水産科学院   ミズダコの行動を研究するための飼育実験 2024/4/1～8/1 27  

水産学部   ミズダコの行動を研究するための飼育実験 2024/4/1～8/1 4  

環境科学研究院 
環境生物化学部門 生

態保全学分野 

人新世における生態系変化とその予測可能性の評価：岩礁潮間帯で

の２５年実証研究 
2024/4/9～11 3  

環境科学院   
人新世における生態系変化とその予測可能性の評価：岩礁潮間帯で

の２５年実証研究 
2024/4/9～11 24  

水産科学研究院 育種生物学分野 養殖コンブ類の生育調査 
2024/4/1～

2025/3/31 
12  

水産科学院 海洋応用生命科学専攻 養殖コンブ類の生育調査 
2024/4/1～

2025/3/31 
48  

水産学部   養殖コンブ類の生育調査 
2024/4/1～

2025/3/31 
12  

水産科学研究院 海洋生物科学科 ネズミイルカの混獲調査 2024/4/6～5/19 11  

国際食資源学院   ネズミイルカの混獲調査 2024/4/6～5/19 44  

水産科学院   ネズミイルカの混獲調査 2024/4/6～5/19 70  

水産学部   ネズミイルカの混獲調査 2024/4/6～5/19 44  

水産科学研究院 資源機能化学科 ダルスの成分変動の解析 2024/04/18 1  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 海岸動物（タコ、イソギンチャク、ヒトデ、フジツボ）の生態学的研究 2024/5/3～6 12  

水産学部 海洋生物科学科 海岸動物（タコ、イソギンチャク、ヒトデ、フジツボ）の生態学的研究 2024/4/29～5/6 21  

水産科学研究院 資源機能化学科 海藻由来の酵素阻害・抗酸化性物質に関する研究 2024/05/09 2  

水産科学院   海藻由来の酵素阻害・抗酸化性物質に関する研究 2024/05/09 1  

水産学部   海藻由来の酵素阻害・抗酸化性物質に関する研究 2024/05/09 2  

薬学研究院   クリガニの性フェロモンに関する研究 2024/5/11～13 6  

生命科学院   クリガニの性フェロモンに関する研究 2024/5/11～13 3  

薬学部   クリガニの性フェロモンに関する研究 2024/5/11～13 3  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 海岸動物（タコ、イソギンチャク、ヒトデ、フジツボ）の生態学的研究 2024/5/24～28 5  

水産学部 海洋生物科学科 海岸動物（タコ、イソギンチャク、ヒトデ、フジツボ）の生態学的研究 2024/5/20～28 9  

水産科学研究院 資源機能化学科 海藻由来の酵素阻害成分及び多糖類に関する研究 2024/05/23 1  

水産科学院   海藻由来の酵素阻害成分及び多糖類に関する研究 2024/05/23 2  

水産学部   海藻由来の酵素阻害成分及び多糖類に関する研究 2024/05/23 1  

水産学部 海洋生物科学科 海岸動物（イソギンチャク）の生態学的研究 2024/6/3～7 5  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 潮間帯に生息する底生生物の行動生態の調査 2024/6/14～17 16  

水産学部 海洋生物科学科 潮間帯に生息する底生生物の行動生態の調査 2024/6/10～17 8  

水産科学研究院 資源機能化学科 海藻由来の酵素阻害成分及び多糖類に関する研究 2024/06/25 1  

水産科学院   海藻由来の酵素阻害成分及び多糖類に関する研究 2024/06/25 2  

水産学部   海藻由来の酵素阻害成分及び多糖類に関する研究 2024/06/25 1  

水産科学院   ミズダコの化学受容と摂餌行動 2024/6/24～26 3  

環境科学研究院   駒ヶ岳 1996 年噴火後の植生回復に関する経年調査 2024/6/18～20 6  

環境科学院   駒ヶ岳 1996 年噴火後の植生回復に関する経年調査 2024/6/18～20 6  

教育学研究院   

北海道南茅部高等学校のコミュニティースクールとしてのあり方に注目し、

教育活動の特徴、漁村地域社会との関係に関する聞き取り、資料収集

をおこなう 

2024/7/4～6 3  

教育学院   

北海道南茅部高等学校のコミュニティースクールとしてのあり方に注目し、

教育活動の特徴、漁村地域社会との関係に関する聞き取り、資料収集

をおこなう 

2024/7/4～6 3  
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教育学部   

北海道南茅部高等学校のコミュニティースクールとしてのあり方に注目し、

教育活動の特徴、漁村地域社会との関係に関する聞き取り、資料収集

をおこなう 

2024/7/4～6 9  

水産学部 海洋生物科学科 海岸動物（イソギンチャク）の生態学的研究 2024/7/5～8 4  

環境科学研究院 
環境生物化学部門 生

態保全学分野 

人新世における生態系変化とその予測可能性の評価：岩礁潮間帯で

の２５年実証研究 
2024/7/5～7 3  

環境科学院   
人新世における生態系変化とその予測可能性の評価：岩礁潮間帯で

の２５年実証研究 
2024/7/5～7 24  

水産科学院   ミズダコの記憶に関する調査 2024/7/8～10 3  

水産科学研究院   グリーンランドの鉄板を用いた漁業についての研究 2024/07/08 1  

水産科学院   グリーンランドの鉄板を用いた漁業についての研究 2024/7/8～10 3  

水産学部   グリーンランドの鉄板を用いた漁業についての研究 2024/7/9～10 3  

水産科学研究院 育種生物学分野 海藻磯採集 2024/07/10 1  

水産科学院 海洋応用生命科学専攻 海藻磯採集 2024/07/10 3  

水産学部   海藻磯採集 2024/07/10 3  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 潮間帯に生息する底生生物の行動生態の調査 2024/7/11～17 21  

水産学部 海洋生物科学科 潮間帯に生息する底生生物の行動生態の調査 2024/7/11～14 12  

水産科学院   海藻由来の酵素阻害・抗酸化性物質に関する研究 2024/08/02 2  

水産科学研究院   海藻表面バイオフィルムからの有害微細藻類殺藻細菌の分析 2024/10/02 1  

水産科学院   海藻表面バイオフィルムからの有害微細藻類殺藻細菌の分析 2024/10/02 1  

水産学部   海藻表面バイオフィルムからの有害微細藻類殺藻細菌の分析 2024/10/02 1  

水産科学院   グリーンランドの鉄板を用いた漁業についての研究 2024/10/17 3  

水産学部 海洋生物科学科 潮間帯に生息する底生生物の行動生態の調査 2024/10/18～21 12  

水産科学研究院   ミズダコの行動を研究するための飼育実験 
2024/10/17～

2025/3/31 
11  

水産科学院   ミズダコの行動を研究するための飼育実験 
2024/10/17～

2025/3/31 
30  

水産学部   ミズダコの行動を研究するための飼育実験 
2024/10/17～

2025/3/31 
1  

環境科学研究院 
環境生物化学部門 生

態保全学分野 

人新世における生態系変化とその予測可能性の評価：岩礁潮間帯で

の２５年実証研究 
2024/11/2～3 2  

環境科学院   
人新世における生態系変化とその予測可能性の評価：岩礁潮間帯で

の２５年実証研究 
2024/11/2～3 14  

水産科学研究院   イソギンチャクの生息地およびサンプリング 2024/11/13 1  

水産学部 海洋生物科学科 イソギンチャクの生息地およびサンプリング 2024/11/13 2  

水産科学研究院 資源機能化学科 紅藻ダルスの成分分析 2025/01/16 1  

水産科学院   ミズダコの人工飼料の開発 2025/1/15～22 8  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 イトマキヒトデの摂餌生態について 2025/02/14 1  

水産学部 海洋生物科学科 イトマキヒトデの摂餌生態について 2025/02/14 1  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 卒業研究発表に向けたゼミ・岩礁潮間帯に生息する生物調査 2025/2/17～18 2  

水産学部 海洋生物科学科 卒業研究発表に向けたゼミ・岩礁潮間帯に生息する生物調査 2025/2/17～18 15  

水産科学研究院 資源機能化学科 紅藻ダルスの成分分析 2025/02/21 1  

水産科学研究院   イトマキヒトデの摂餌生態について 2025/02/21 1  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 イトマキヒトデの摂餌生態について 2025/02/21 1  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 
イトマキヒトデの摂餌生態について（イトマキヒトデとムラサキインコの採

集） 
2025/02/27 2  
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水産科学院 海洋生物資源科学専攻 
イトマキヒトデの摂餌生態について（イトマキヒトデとムラサキインコの採

集） 
2025/03/06 2  

水産科学研究院 資源機能化学科 紅藻ダルスの成分分析 2025/03/10 1  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 
イトマキヒトデの摂餌生態について（イトマキヒトデとムラサキインコの採

集） 
2025/03/13 2  

水産学部   
イトマキヒトデの摂餌生態について（イトマキヒトデとムラサキインコの採

集） 
2025/03/13 1  

水産科学院   臼尻海岸域の生物調査 2025/03/21 2  

水産学部   臼尻海岸域の生物調査 2025/03/21 1  

水産科学院 海洋生物資源科学専攻 
イトマキヒトデの摂餌生態について（イトマキヒトデとムラサキインコの採

集） 
2025/03/28 2  

水産学部   
イトマキヒトデの摂餌生態について（イトマキヒトデとムラサキインコの採

集） 
2025/03/28 1  

     

②他大学     

大学名 学部、研究科等名 内容 年月日 人数 

東京海洋大学   クリガニの性フェロモンに関する研究 2024/5/8～13 47  

東京大学 
理学系研究科附属臨海

実験所 
ワレカラ類における後胚発生過程での性差発現とその進化 2024/10/1～2 2  

北海道教育大学   
人新世における生態系変化とその予測可能性の評価：岩礁潮間帯で

の２５年実証研究 
2024/11/2～3 2  

     

七飯淡水実験所    

②他大学     

大学名 学部、研究科等名 内容 年月日 人数 

北里大 水産学部 (天野先生) 投与実験 
2024.8.26 (4 日

間) 
18  

     

忍路臨海実験所    

①北海道大学    

学部または研究

科名 
学科または講座名 内容 年月日 人数 

総合博物館   ウラソゾ種内個体群の棲み分けに関する研究 2024/4/9(4) 4  

理学部   ウラソゾ種内個体群の棲み分けに関する研究 2024/4/9(4) 4  

水産科学研究院   独立栄養生物間の栄養塩を巡る獲得競争に関する研究 2024/4/15(3) 3  

環境科学院   独立栄養生物間の栄養塩を巡る獲得競争に関する研究 2024/4/15(3) 3  

水産学部   独立栄養生物間の栄養塩を巡る獲得競争に関する研究 2024/04/15 1  

理学研究院   忍路産ヒモムシ及び無腸類に関する系統分類学的研究 2024/04/26 1  

理学院   忍路産ヒモムシ及び無腸類に関する系統分類学的研究 2024/04/26 1  

理学部   忍路産ヒモムシ及び無腸類に関する系統分類学的研究 2024/04/26 3  

理学研究院   アオリイカ孵化個体の餌採集 2024/5/17~18 10  

理学部   アオリイカ孵化個体の餌採集 2024/5/17~18 4  

生命科学院   アオリイカ孵化個体の餌採集 2024/5/17~18 4  

水産科学研究院   藻由来機能性低分子化合物及び多糖類に関する研究 2024/7/18~19 2  

水産学部   藻由来機能性低分子化合物及び多糖類に関する研究 2024/7/18~19 6  

低温科学研究所   ゼラチン質動物プランクトンの採取 
2024/7/29~31(2

) 
15  
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環境科学院   ゼラチン質動物プランクトンの採取 
2024/7/29~31(2

) 
11  

大学院教育推進

機構 
  

ディビッド・グレーバー『価値論』ゼミ、スピノザ、西田幾多郎、ベルグソンに

関する研究報告 
2024/8/14~17 4  

文学研究院   
ディビッド・グレーバー『価値論』ゼミ、スピノザ、西田幾多郎、ベルグソンに

関する研究報告 
2024/8/14~17 4  

高等教育推進機

構 
  潮間帯にある岩の下に生息する海産無脊椎動物（多毛類）の採集 2024/8/14(2) 2  

理学部   潮間帯にある岩の下に生息する海産無脊椎動物（多毛類）の採集 2024/08/14 2  

地球環境科学研

究院 
  ソゾの 2 次代謝産物および多毛類の抗菌ペプチドの研究 2024/8/22(3) 7  

環境科学院   ソゾの 2 次代謝産物および多毛類の抗菌ペプチドの研究 2024/8/22(3) 5  

理学研究院   有機金属科学研究室 夏季グループセミナー 2024/8/30~31 6  

総合化学院   有機金属科学研究室 夏季グループセミナー 2024/8/30~31 28  

理学部   有機金属科学研究室 夏季グループセミナー 2024/8/30~31 8  

北極域研究センタ

ー 
  地球温暖化による海洋生態系への影響に関する研究 2024/9/2~3 2  

理学研究院   
多様性生物学講座Ⅰ主催 忍路研修―海産無脊椎動物採集と研究

者懇親会― 
2024/9/29~9/29 4  

理学院   
多様性生物学講座Ⅰ主催 忍路研修―海産無脊椎動物採集と研究

者懇親会― 
2024/9/29~9/29 22  

理学部   
多様性生物学講座Ⅰ主催 忍路研修―海産無脊椎動物採集と研究

者懇親会― 
2024/9/29~9/29 16  

工学研究院   長主鎖モノマーを含むバイオポリエステルの海洋生分解性評価 2024/09/30 1  

工学院   長主鎖モノマーを含むバイオポリエステルの海洋生分解性評価 2024/09/30 1  

工学部   長主鎖モノマーを含むバイオポリエステルの海洋生分解性評価 2024/09/30 1  

理学研究院   海産無脊椎動物の採集調査 2024/10/07 1  

理学部   異文化交流キャンプ（英語＆サイエンスセミナー） 2024/10/25~26 6  

     

②他大学     

大学名 学部、研究科等名 内容 年月日 人数 

東京海洋大学 海洋環境科学部門 忍路に生育する早春の海藻類調査 2024/04/18 1  

東京海洋大学 海洋科学技術研究科 忍路に生育する早春の海藻類調査 2024/04/18 3  

東京大学 大気海洋研究所 
地球温暖化・海洋酸性化が亜寒帯沿岸生態系に及ぼす影響評価・予

測に必要な物理化学データの取得 
2024/5/2(6) 6  

Hanyang 大学   ゼラチン質動物プランクトンの採取 2024/7/29~31 3  

大阪大学 大学院基礎工学研究科 
ディビッド・グレーバー『価値論』ゼミ、スピノザ、西田幾多郎、ベルグソンに

関する研究報告 
2024/8/14~17 4  

金沢工業大学 基礎教育部 
ディビッド・グレーバー『価値論』ゼミ、スピノザ、西田幾多郎、ベルグソンに

関する研究報告 
2024/8/14~17 2  

京都芸術大学 デザイン科 
ディビッド・グレーバー『価値論』ゼミ、スピノザ、西田幾多郎、ベルグソンに

関する研究報告 
2024/8/14~17 2  

フィリピン大学 マニラ校 潮間帯にある岩の下に生息する海産無脊椎動物（多毛類）の採集 2024/08/14 2  

フィリピン大学 ディマリン校 潮間帯にある岩の下に生息する海産無脊椎動物（多毛類）の採集 2024/8/14（２） 6  

インドネシア大学   潮間帯にある岩の下に生息する海産無脊椎動物（多毛類）の採集 2024/8/14（２） 7  

北京師範大学   潮間帯にある岩の下に生息する海産無脊椎動物（多毛類）の採集 2024/08/14 2  

台湾大学   潮間帯にある岩の下に生息する海産無脊椎動物（多毛類）の採集 2024/08/28 1  

大連海洋大学   地球温暖化による海洋生態系への影響に関する研究 2024/9/2~3 2  
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琉球大学 理学部 
多様性生物学講座Ⅰ主催 忍路研修―海産無脊椎動物採集と研究

者懇親会― 
2024/9/28~9/29 2  

東京大学 
大学院理学系研究科附

属臨海実験所 
環形動物ミドリシリスおよび端脚目ワレカラの採集 2024/10/3~4 4  

東京大学 大学院理学系研究科 環形動物ミドリシリスおよび端脚目ワレカラの採集 2024/10/3~4 6  

東海大学 生物学部 環形動物ミドリシリスおよび端脚目ワレカラの採集 2024/10/3~4 2  

宮崎大学 
農学部海洋生物環境学

科 
クロタマキビとイトマキヒトデの分布調査 2025/03/17 1  

宮崎大学 農学部 クロタマキビとイトマキヒトデの分布調査 2025/03/17 3  
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2)  幼稚園～高校教育利用  ＊人数には引率教員等も含む 

 

森林圏ステーション   

天塩研究林   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/9/17 問寒別小学校 1年生活 「きせつとなかよし あき」 7 

2025/1/8 鶴岡工業高等専門学校 研究室見学 1 

    

中川研究林   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/5/16 音威子府小中学校 
総合的な学習の時間『音威子府の自然について学習課題を見つ

けよう』 
14 

2024/6/20 おといねっぷ美術工芸高校 森林探訪実習 40 

2024/7/17 音威子府小中学校 総合的な学習の時間『自然観察活動』 4 

2024/8/12 BARSプログラム（スロバキア） 

スロバキアの The international BARS project（国内の選考によっ

て選ばれた高校生が参加）における北海道調査（8 月の約１カ月

間）の１つのプログラムとして、中川研究林および雨龍研究林にお

いて調査・見学をする 

7 

2024/9/19 中川町幼児センター 河川実習「川のいきものに ふれてみよう」 26 

    

雨龍研究林   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/6/20 中川町立中央小学校 施設見学と講話 14 

2024/6/27 下川小学校 施設見学と講話 25 

2025/2/26 
学校法人 芝学園 芝中学校

高等学校 
実習打ち合わせ・下見 1 

    

苫小牧研究林   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/4/26 森のこころねようちえん 園外保育 1 

2024/5/17 NPO 法人 森のこころね 園外保育 1 

2024/5/24 苫小牧聖ルカ幼稚園 森のようちえん 1 

2024/5/24 苫小牧市立美園小学校 遠足・見学 1 

2024/5/17 NPO 法人 森のこころね 園外保育 1 

2024/6/7 苫小牧東中学校 理科授業の打ち合わせ 1 

2024/6/14 NPO 法人 森のこころね 園外保育 1 

2024/6/21 NPO 法人 森のこころね 園外保育 1 

2024/7/12 NPO 法人 森のこころね 園外保育 1 

2024/8/2 札幌日本大学高等学校 
札幌日大高校 SSHサイエンスツアーⅠ（高校一年生）における科

学研修 
2 

2024/8/13 個人 北の森プロジェクト寄付者（高校 1 年生） サイエンスツアー 1 

2024/8/26 苫小牧いずみ幼稚園 森林や北海道の動物について学ぶ 1 

2024/8/30 NPO 法人 森のこころね 園外保育 1 

2024/9/2 苫小牧聖ルカ幼稚園 森のようちえん 1 

2024/9/12 苫小牧聖ルカ幼稚園 森のようちえん 1 

2024/9/19 苫小牧聖ルカ幼稚園 森のようちえん 1 

2024/10/7 北海道立追分高校 森林資料館・記念館見学 1 

2024/10/18 北海道立厚真高校 森林資料館・記念館見学 1 

2024/10/22 苫小牧聖ルカ幼稚園 森のようちえん 1 

2024/10/24 苫小牧聖ルカ幼稚園 森のようちえん 1 
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2024/10/28 かおり幼稚園 林内散策 1 

2024/11/1 NPO 法人 森のこころね 園外保育 1 

2024/11/8 苫小牧聖ルカ幼稚園 森のようちえん 1 

2024/11/13 苫小牧市立美園小学校 総合学習 苫小牧に住む野鳥について学ぶため 1 

2025/1/31 NPO 法人 森のこころね 園外保育 1 

    

和歌山研究林   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/7/25 川崎市小中学校 川崎市ふれあいサマーキャンプ 51 

2024/8/26 明神中学校 明神中学校体験実習 4 

2024/9/7 熊野高校 
2024南紀熊野ジオパーク探偵団（紀伊半島の森林の生態系を考

える） 
15 

2024/10/31 京田辺シュタイナー学校 5年生クラス旅行の下見のため 3 

2025/1/28 きのくに子どもの村中学校 
森の育て方と整備の仕方、北海道や研究林の生き物について学

ぶ 
22 

2024/12/20 古座中学校 地元の森林を生かした体験学習 28 

    

    
耕地圏ステーション   

植物園   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/5/24 札幌市立定盤中学校 校外学習 19 

2024/5/22 
高文連石狩支部美術専門部

北ブロック 
スケッチ研修 120 

2024/5/9 札幌はこぶね保育園 お花見さんぽ 60 

2024/5/13(9 回) 市立札幌大通高校 フィールド科学 107 

2024/5/29 アートチャイルドケア札幌桑園 遠足 13 

2024/6/4 認定こども園桑園幼稚園 親子遠足 163 

2024/6/7 札幌市立澄川中学校 校外学習 15 

2024/5/31 札幌市立手稲中学校 校外学習 43 

2024/6/7 
北海道どうぶつ・医療専門学

校 
フィールドワーク 10 

2024/6/7 札幌市立稲穂中学校 校外学習 34 

2024/6/20 ベルキッズさっぽろ保育園 自然に親しむ 27 

2024/6/20 岡山県立倉敷南高等学校 修学旅行 90 

2024/6/17 札幌市立北白石中学校 校外学習 14 

2024/6/27 芦別市立芦別中学校 修学旅行 7 

2024/7/2 江別市立大麻中学校 宿泊学習 15 

2024/7/19 千歳市立千歳中学校 校外学習 4 

2024/7/19 江別市立野幌中学校 校外学習 7 

2024/7/18 音更町立駒場小学校 修学旅行 4 

2024/7/28 
緑の少年団交流大会実行委員

会 
視察 46 

2024/9/6 幕別町立札南小学校 修学旅行 6 

2024/8/9 大宮開成高校 修学旅行 0 

2024/8/28 蘭越町立蘭越中学校 自主研修 6 

2024/9/6 西野桜幼稚園 園外保育 102 

2024/9/10 江別市立江別第三中学校 校外学習 11 

2024/9/12 
札幌工科専門学校造園緑地

科 
授業 21 

2024/9/19 ベルキッズさっぽろ保育園 園外保育 26 

2024/9/26 札幌はこぶね保育園 遠足 15 
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2024/10/16 札幌市中央保育園 遠足 31 

2024/10/17 
ＩＫＳ札幌インターナショナルス

クール 
総合的学習 12 

    

静内研究牧場   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/5/26 音威子府高校 自然観察会 14 

2024/10/29 静内農業高校 日本短角種および北海道和種の放牧地見学 4 

2025/1/9 ひだかうまキッズ探検隊 北海道和種馬林間放牧の見学と放牧地移動の体験 19 

    

    

水圏ステーション   

厚岸臨海実験所   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/6/1 
厚岸町海事記念館こどもクラブ

その他 

Tara-JAMBIOブルーカーボンプロジェクト「厚岸の海に秘められ

た力！ブルーカーボン生態系を知ろう！」 
17 

2024/7/12 釧路めぐみ幼稚園 附属愛冠自然史博物館の展示見学 43 

    

室蘭臨海実験所   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/6/18 室蘭市立白蘭小学校 港ふるさと体験学習 23 

2024/8/1 札幌日大 スーパーサイエンスハイスクール 25 

2024/8/2 室蘭市環境科学館 海藻クラブ 10 

    

臼尻水産実験所   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/8/3～4 道外の高校生 ひらめき☆ときめきサイエンス 26 

    

七飯淡水実験所   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/7/31 放課後デイサービス・ガリレオ 場内見学 14 

2024/11/26 七飯町立藤城小学校 場内見学 20 

2024/12/16 七飯町立藤城小学校 場内見学 12 

2025/1/21 函館中部高校 SSH実験 2 

2025/1/29 函館中部高校 SSH実験 3 

    

忍路臨海実験所   

年月日 学校等名 内容 人数 

2024/7/6～7/7 ボーイスカウト札幌第 22団 ボーイスカウト活動における小学生の教育活動 57 

2024/7/14 （公財）自然体験学習財団 子どもまちなか生き物塾（忍路の浜にて磯採集） 31 

2024/8/7～9 札幌南陵高校 科学部夏合宿 自然観察会 30 

2024/9/13 札幌科学技術専門学校 「野生生物調査実習Ⅱ」の一環として 12 

2024/9/24～25 札幌科学技術専門学校 臨海実習 24 

2024/9/26～27 札幌科学技術専門学校 
磯採集および生物分類と観察、ウニの発生実験実習・海藻標本

作製 
16 

2024/10/25～26 苫小牧工業高等専門学校 異文化交流キャンプ（英語＆サイエンスセミナー） 34 
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3)  一般社会人教育利用 

森林圏ステーション   

中川研究林   

年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/5/21 合同会社 エゾリンク 
中川研究林公認ガイドプログラム コースの事前視察とプロ

グラム参加 
3 

2024/5/22 中川町役場 中川研究林公認ガイド春プログラムの運営 11 

2024/11/5 合同会社 エゾリンク 
中川研究林公認ガイドプログラム コースの事前視察とプロ

グラム参加 
2 

    
雨龍研究林   

年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/5/21 オレゴン州立大学 林内見学 2 

2024/7/6 株式会社森未来 白樺プロジェクト森林ツアー 50 

2024/7/12 木と暮らしの工房 森林の仕組みやシラカバの育成に関する研修 9 

2024/11/7 一般社団法人 森を耕す M3 見学 7 

    
苫小牧研究林   

年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/7/22 合同会社 machi cen 
北海道主催の「木育マイスター育成研修」のカリキュラムの

一環 
1 

2024/7/15 ハスカップバンク 苫小牧市自然観察ツアー 1 

2024/8/21 日高北部森林管理署 職場研修 1 

2024/8/26 北海道造林協会 都市道郊林づくりにより市町村有林の管理に資するため 1 

2024/9/27 全国大学演習林協議会 全国演習林協議会エクスカーション 49 

2024/10/16 NPO法人 EnVision環境保全事務所 
鳥獣被害対策コーディネーター等育成研修事業 ライトセン

サス実施のため 
1 

2024/10/17 (株)地域環境計画 エコツアー 1 

2024/11/6 株式会社ゴールドウィン ゴールドウィンモニターツアー 5 

2024/11/9 よつ葉乳業 森林資料館・記念館見学 1 

2024/12/23 苫小牧市 冬の体験プログラム リハーサル兼モニターツアー 17 

2025/3/6 株式会社ゴールドウィン ゴールドウィンモニターツアー 15 

    
和歌山研究林   

年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/11/6 NPO法人 和歌山芸術文化支援協会 
紀の国森づくり基金活用事業「森のちから XV・熊野の森も

のがたり」 
10 

    

    
耕地圏ステーション   
生物生産研究農場   

年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/4/26 BS朝日取材 「つながる絵本」取材   

2024/6/22 テレビ東京 「小谷真生子の地球大調査」取材   

2024/7/8 STV 取材   

2024/9/12 STV 取材   

2024/10/8 多摩高校 見学 43 

（余市果樹園）     
2024/5/24 ワインアカデミー 芽かき実習・講義 25 

2024/10/19 農場公開 余市果樹園公開・講演 25 

2024/10/28 イオン社員リカレント教育 リンゴ摘果・意見交換 9 

2024/11/7 ワインアカデミー ワインブドウ剪定実習 24 
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植物園   
年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/6/7 NPO法人シーズネット 見学 28 

2024/5/21 UHB大学写真 細井教室 写真撮影 15 

2024/6/4 UHB大学写真 細井教室 写真撮影 15 

2024/6/9 株式会社 JTB 観光 20 

2024/6/11 札幌市中央区介護予防センター宮の森 介護予防教室 10 

2024/6/15 個人 撮影 10 

2024/6/22 （株）BRIGHTSPOON 観光 26 

2024/6/30 道俳句会 吟行会 43 

2024/7/7 備北交通（株）たび館庄原 観光 17 

2024/7/17 株式会社日本の窓 観光 10 

2024/8/2 （株）阪急交通社 観光 12 

2024/9/1 （株）阪急交通社 観光 18 

2024/9/1 ＨＭＳＣ 散歩 7 

2024/9/25 （株）日本旅行北海道国際旅行部 見学 19 

2024/10/11 （株）阪急交通社 観光 14 

2024/10/24 高台病院デイケア 見学 8 

2024/10/25 高台病院デイケア 見学 8 

2025/1/30(8) 
北海道大学北方生物圏フィールド科学

センター生態系変動解析分野 
研修 44 

    

    
水圏ステーション   
臼尻水産実験所   

年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/7/26～28 南三陸町自然環境活用センター 研究試料の整理 3 

2024/12/3 函館大学付属柏稜高等学校 
養殖施設に繁茂する海藻ダルスの研究に関する打ち合わ

せ 
1 

2024/12/6 北海道南茅部高等学校 高校生を対象とした講義などの相談 2 

2024/12/23 函館市企画部企画管理課 
南茅部小学校 4 年生対象 海洋 STEAM教育（関連学習）

についての打ち合わせ 
2 

2025/2/28 国立研究開発法人海洋研究開発機構 
北海道南部沿岸域における魚類鳴音のカタログ化に関する

研究打ち合わせ 
4 

    

    
七飯淡水実験所   

年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/9/18 浙江省淡水水産研究所 施設見学 7 

2024年 10/3〜4 自然科学研究機構 IBBPセンター IBBP実習 38 

2024年 11/7〜8 FSC職員 北海道大学技術職員横断連携体験実習 16 

2024/11/22 IFS国際学会 IFS学会後のエクスカーション 11 

2025年 2/12〜14 FSC職員 
技術職員 3圏横断型事業支障木の伐採・剪定技術に関す

る技術交流 
37 

    

    
忍路臨海実験所   

年月日 機関・団体名 内容 人数 

2024/4/18 カネリョウ海藻株式会社 忍路に生育する早春の海藻類調査 1 

2024/4/18 稚内水産試験場 忍路湾での植生調査、潜在的な有用小型海藻の探索 1 

2024/6/13 他 中央水産試験場 
海藻生育量調査、ウニ類発生状況調査及び生息量調査、

植食性貝類に関する野外試験 
7 
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2024/6/14 ウッズホール海洋研究所一行 フィールドワーク・昆布・磯焼け等の視察 15 

2024/7/5 （公財）自然体験学習財団 「子どもまちなか生き物塾」事前調査 3 

2024/8/14 コースロン研究所 
潮間帯にある岩の下に生息する海産無脊椎動物（多毛類）

の採集 
1 

2024/9/14~15 教員研修会 海（磯）の生物の観察・調査-ウニ・ヒトデの発生実験・観察 14 

2024/9/19,20 千葉県立中央博物館 十文字クラゲ類の系統分類学的研究 2 

2024/10/19 株式会社海洋探査 
実験所所全面海域に生育するホソメコンブの採苗、生育観

察 
3 

2024/11/6 株式会社海洋探査 
地球温暖化・海洋酸性化が亜寒帯沿岸生態系に及ぼす影

響評価・予測に必要な物理化学データの取得 
1 
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６．刊行物 
刊行物名 巻（号）等 発行年月 備  考 

森林圏ステーション       

森林圏ステーション年報 2023年度 2025/3 電子媒体 

北方森林保全技術 第 42号 2025/1 電子媒体 

耕地圏ステーション       

植物園    

植物園だより １．チシマザクラ 2024/4 シリーズ㉕宮部金吾ゆかりの植物 

植物園だより ２．ヤマシャクヤク 2024/6 シリーズ㉕宮部金吾ゆかりの植物 

植物園だより ３．アマニュウ 2024/7 シリーズ㉕宮部金吾ゆかりの植物 

植物園だより ４．エゾノシロバナシモツケ 2024/8 シリーズ㉕宮部金吾ゆかりの植物 

植物園だより ５．ピレオギク 2024/9 シリーズ㉕宮部金吾ゆかりの植物 

植物園だより ６．クロビイタヤ 2024/10 シリーズ㉕宮部金吾ゆかりの植物 

 

 

７．受賞の記録 
 

受賞年月 
受賞者氏

名 
賞 名 研究テーマ等 授賞団体名 

森林圏ステーション       

2024/9 菅野 由莉 若手奨励賞 

持続的森林管理及び森林資源

を生かした教育研究活動と地域

産業振興への技術的貢献 

全国大学演習林協議会 

2024/9 平野 祐也 技術貢献賞 

教育研究利用促進と効率的な人

工林・林道整備を目指した森林

管理に関する技術的貢献 

全国大学演習林協議会 

耕地圏ステーション       

生物生産研究農場       

2024/7 

Taketo 

Haginouchi, 

Daichi 

Nishino, Yi 

Zhang, 

John M 

Gonzalez, 

Takafumi 

Gotoh 

Animal Congress 

2024 Poster 

Award 

Maternal nutrition differs 

Intramuscular adipogenesis 

potential of Wagyu (Japanese 

Black) fetus muscle 

Joint AAAP & AAAS 

Animal Production 

Congress 

2024/7 

Ouanh 

Phomvisith, 

Susumu 

Muroya, 

Taketo 

Haginouchi, 

Daichi 

Nishino, 

Takafumi 

Gotoh 

Animal Congress 

2024 Poster 

Award 

Maternal undernutrition affected 

DNA methylation and gene 

expression associated with 

immunopoiesis in the fetal 

thymus of Wagyu 

Joint AAAP & AAAS 

Animal Production 

Congress 
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８．公開講座・講演会 
開催月日 開催テーマ 参加対象者 参加人数 

森林圏ステーション     

北管理部     

2024/5/25 第 5回北の森林サイエンス CAFÉ  地域住民 23 

2024/8/2 北大研究林サイエンス体験ツアー 地域住民 19 

2024/12/14 サイエンスフェスタ 2024 一般市民 約 4千 

中川研究林     

2024/6/6 自然観察会 2024春 地域住民 19 

2024/7/21 水辺の小さな自然再生事業・川の自然観察会ガサガサ 地域住民 23 

2024/10/26 自然観察会 2024秋 地域住民 22 

雨龍研究林     

2024/10/18 Present Tree in 北海道 企業社員 9 

2025/1/9 公開講座「森のたんけん隊 2025冬」 小学生 25 

苫小牧研究林     

2024/7/29 恵みの森を体験する 一般市民 2 

2024/11/16 

Living with Otherness ～森の中でアートとサイエンス

のあわいを漂いながら自然が作り出す音や物語の朗読

に耳を傾けよう～ 

一般市民 22 

2024/12/4 エコプロ 2024 小学生から一般 約 6万 

和歌山研究林     

2024/6/21 オオサンショウウオを通じた地域交流 中学生から一般 32 

2024/7/10 オオサンショウウオ観察会 中学生から一般 35 

2024/7/21 公開講座「親子木工教室」 小学生と保護者 46 

2024/8/6 公開講座「森のたんけん隊-古座川編-」 小学生 16 

2024/10/25 和歌山県古座川町×北大 まるごと交流祭 地域住民 700 

耕地圏ステーション     

植物園     

2025/2/22-23 冬の植物園ウォッチング・ツアー 小学生と保護者 32 

水圏ステーション     

臼尻水産実験所     

2025/2/10～12 
技術職員３圏横断型事業「臼尻水産実験所・七飯淡水

実験所 支障木の伐採・剪定技術に関する技術交流」 

北方生物圏技

術職員 
35 
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９．講演活動（外部からの依頼により、施設職員が行った講演） 

開催月日 講演者 講演テーマ 主催団体 

森林圏ステーション     

2024/6/24 植竹淳 
「地球の裏側で感じた微生物と環境の変

化」 
苫小牧市東中学校 

2024/7/23 倉田正観 単元 2「生命の連続性」のふりかえり 苫小牧市立東中学校 

2024/8/31 吉田俊也 育つ森のふしぎ 
HBC北海道放送（北大×HBC 

SDGｓ大学㏌ JTの森 積丹） 

2024/9/14 植竹淳 

「変動する積雪環境とそこに生息する微

生物の生態～雪氷微生物学への招待

～」 

苫小牧市美術博物館 

2024/10/9 植竹淳 
地球温暖化と氷河の微生物～微生物の

増殖が氷河を融かす～ 
北海道中小企業家同友会 

2024/10/11 中村誠宏 
苫小牧研究林の魅力紹介：森の恵みの

解明 
北海道大学・社会連携本部 

2024/10/15 植竹淳 
北極における温暖化の影響～氷に生息

する微生物の研究から～ 
北海道化学事業創造センター 

2024/10/19 植竹淳 「雪と氷にすむ微生物たち」 北海道高等学校文化連盟 

2024/10/30 高木健太郎 

Spatial heterogeneity and temporal 

stationarity of carbon dynamics in a 

cool-temperate forest 

AsiaFlux 

2024/11/13 吉田俊也 
北海道における広葉樹育成の課題と展

望 

北方森林学会（大会シンポジウ

ム） 

2025/3/8 植竹淳 「地球温暖化と氷河に住む微生物」 日本ＣＣＳ調査株式会社  

2025/3/20 吉田俊也 
北海道の広葉樹：育てていくために必要

なこと 

日本森林学会（大会公開シンポ

ジウム） 

耕地圏ステーション     

生物生産研究農場    

2024/8/3 後藤 貴文 

「キヤノン財団第 3回講演会 腹ペコの

地球を救え！～食の未来を守るテクノロ

ジーを覗いてみよう～」 「スマートフォン

で牛を飼おう ～先端生物科学と IoTお

よび宇宙技術の融合」 

一般財団法人キヤノン財団 

2024/8/6 後藤 貴文 

「つくって、たべて、チャレンジしよう！

KUBOTA AGURI FRONT夏休みイベン

ト 2024」「宇宙から牛を飼う スマホで操

作する未来の牧場体験」 

株式会社クボタ 

2025/2/27 後藤 貴文 
先端生物化学、IoT 及び宇宙技術によ

る戦略的スマート放牧技術の可能性 
北海道高度情報化農業研究会 

植物園     

2024/10/6 中村 剛 

「国際シンポジウム 人と自然の共生―

植物園の役割を考える」「北海道-東北

アジアの植物の保全」 

京都府立植物園１００周年記念事

業実行委員会 

2024/10/10 中村 剛 

「East Asia Biodiversity Conservation 

Network（EABCN）Academic Workshop 

2024」「Challenges and approaches in 

living-collection data management for 

conservation in botanic gardens in 

Japan」 

Institute of Ecology, Chinese 

Academy of Science 
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2024/12/20 中村 剛 

第３回「 種子・胞子・組織培養を使った

保全フォーラム ～ラン科植物を中心に

～」「植物園-環境省連携による生息域

外保全の進捗と質向上の課題」 

日本植物園協会 

静内研究牧場     

2025/2/4 河合 正人 

令和６年度農学研究院 FD研修会「静

内研究牧場におけるフレッシュマンセミ

ナーへの取り組み」 

北海道大学大学院農学研究院 

水圏ステーション     

厚岸臨海実験所     

2024/10/4 鈴木 一平 

根室市民大学「根室の海の豊かさとその

将来」「お腹の上でモグモグ－ラッコと海

の生態系のヒミツ－」 

根室市 

2024/10/5 仲岡 雅裕 

シンポジウム 「国立公園 90年 道東に

新たな自然公園をつくる～野付・風連

湖・根室地域の国定公園化について～」 

公益社団法人 日本造園学会 

北海道支部 

2024/11/16 仲岡 雅裕 

令和６年度研修会「近年の海水温上昇

に伴う釧路周辺海域の漁業への影響と

今後の見通し」 

釧路地方議員連絡協議会 

2024/11/24 仲岡 雅裕 

公開シンポジウム「世界に誇れる別海の

自然を知る、守る、活かす」「日本一広い

別海のアマモ場の役割と価値」 

別海町・北海道大学根釧地域自

然生態系研究チーム 

2025/2/6 仲岡 雅裕 
水産業向けゼロカーボンセミナー「気候

変動とブルーカーボン」 
北海道根室振興局 

2025/3/7 仲岡 雅裕 
根室地域観光推進担当者会議「野付・

風連・根室半島地域の湿原と藻場」 
北海道根室振興局 

生態系変動解析分野     

2024/8/27 南 憲吏 
研究視点でみた水上ドローンの活用と可

能性 

一般社団法人 日本水上ドローン

協会 

2024/9/12 宮下 和士 
CloudWeek2024@Hokkaido University

「スマート水産業について」 
北海道大学情報基盤センター 

2024/10/18 南 憲吏 
音で水中を覗く－道東の藻場をマッピン

グー 

根室市民大学運営委員会/根室

市公民館 

2024/11/26 宮下 和士 
アポイカレッジ「海を取り巻く環境変化に

ついて」 

様似町・様似町アポイ岳ジオパ

ーク推進協議会 
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10．諸会議開催状況 

○ 運営委員会            ○ 教授会議   ○ 運営調整会議 

回数 開 催 日   回数 開 催 日  回数 開 催 日 

第１回 R6.6.4   第１回 R6.6.3  第１回 R6.5.20 

第２回 R6.9.25   第２回 R6.9.24  第２回 R6.9.9 

第３回 R6.12.3  第３回 R6.12.2  第３回 R6.11.18 

第４回 R7.2.26  第４回 R7.2.25  第４回 R7.2.10 
        

 ○ 予算委員会   ○ 教育研究計画委員会   ○ 施設・将来計画委員会 

回数 開 催 日  回数 開 催 日   回数 開 催 日 

第１回 R6.4.30  第１回 R6.4.24～4.26   開催なし 

第２回 R6.5.10  第２回 R6.6.12～6.19      

     第３回 R6.7.9～7.11    

   第４回 R6.7.26～7.30    

   第５回 R6.8.26～8.30    

   第６回 R6.8.29～9.2    

   第７回 R6.8.30～9.5    

   第８回 R6.9.11～9.20    

   第９回 R6.10.31～11.6    

   第１０回 R6.12.16～12.26    

   第１１回 R7.1.17～1.27    

   第１２回 R7.3.10～3.12    

   第１３回 R7.3.21～3.24    

   第１４回 R7.3.27～3.31    

        

 ○ 学術情報委員会   ○ 図書委員会   ○ 動物実験委員会 

回数 開 催 日  回数 開 催 日  回数 開 催 日 

第１回 R6.7.12～7.22   開催なし  第１回 R6.5.7～5.18 

第２回 R6.8.6～8.26        第２回 R7.2.6～2.27 

第３回 R7.3.26～3.31      第３回 R7.3.10～3.19 
        

     
 

 

 ○ 家畜衛生委員会   ○ 安全委員会   ○ 質保証委員会 

回数 開 催 日  回数 開 催 日 
 

回数 開 催 日 

開催なし 
 

開催なし 
 

第１回 R6.5.7 

  

    

第２回 
（持ち回り） R6.5.31～6.3 
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11．収入と支出の概要 
 

 

単位：円 単位：円

(款） 420,495,154 配分予算額 執 行 額 差 引 残 額

(項） 420,495,154 （項） 249,281,917 297,510,567 △ 48,228,650

(目） 運営費交付金支出予算収入 420,495,154 (目） 非常勤教員給与 17,038,917 11,387,628 5,651,289

(款） 126,348,567 (目） 非常勤職員給与 229,264,000 281,691,015 △ 52,427,015

(項） 1,708,000 (目） 退職金 2,979,000 4,431,924 △ 1,452,924

(目） 授業料 1,603,800 （項） 297,561,804 359,023,742 △ 61,461,938

(目） 入学料 84,600 (目） 教育経費 34,953,100 40,704,628 △ 5,751,528

(目） 検定料 19,600 (目） 研究経費 199,502,381 253,950,695 △ 54,448,314

(項） 124,640,567 (目） 一般管理費 63,106,323 64,368,419 △ 1,262,096

(目） 学校財産貸付料 1,568,196 546,843,721 656,534,309 △ 109,690,588

(目） 農場収入 46,733,889

(目） 研究林収入 35,475,396

(目） 刊行物等売払代 0

(目） 入場料収入 20,917,630

(目） 不用物品売払代 23,060 単位：円

(目） 雑入 19,758,973 配分予算額 執 行 額 差 引 残 額

(目） 立替金 163,423 （項） 259,994,900 259,994,900 0

546,843,721 (目） 施設整備費補助金事業費 259,994,900 259,994,900 0

(目） 大学改革支援・学位授与施設費交付金 0 0 0

（項） 129,862,131 83,895,150 45,966,981

(目） 補助金事業費 129,862,131 83,895,150 45,966,981

（項） 47,099,570 4,883,503 42,216,067

(目） 寄附金 47,099,570 4,883,503 42,216,067

（項） 184,022,540 168,121,105 15,901,435

(目） 受託研究費 151,867,190 137,612,714 14,254,476

(目） 共同研究費 19,645,062 18,666,123 978,939

(目） 受託事業費 12,510,288 11,842,268 668,020

（項） 15,224,500 15,224,500 0

(目） 科研等間接経費 15,224,500 15,224,500 0

636,203,641 532,119,158 104,084,483

その他預り金

立替金（支出） 163,066

合　　　計

補助金事業費

寄附金事業費

受託事業等経費

科学研究費補助金等間接経費

合　　　計

＊　配分予算額には前年度からの繰越額，分担者への配分額及び部局間の予算振替増・減を含む

施設整備費

運営費交付金収入 非常勤教職員人件費

自己収入

学生納付金収入

業務費

雑収入

合　　　　　計

＊　配分予算額には部局間及び(項)・(目)間の予算振替増・減を含む

〔 運 営 費 交 付 金 対 象 外 事 業 費 〕

〔 運営費交付金対象収入 〕 〔 運 営 費 交 付 金 対 象 事 業 費 〕

運営費交付金収入
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12. 職 員 名 簿   

 

 

センター長 宮下 和士 副センター長 企画調整担当 仲岡 雅裕 

   研究担当 星野 洋一郎 

   教育担当 揚妻 直樹 

     

     

教育研究部           ※◎印は領域主任 

 
 

  

◎

大平　充

車　　柱榮

東　　隆行

◎
小松　知未

◎
萩原　聖士

◎

倉田　正観

加藤　　克 (植物園)

岸田　　治（和歌山）（～10/31）

岸田　　治（和歌山）（11/1～）

（中川）
（天塩）

(苫小牧)

揚妻　直樹

研　究　領　域 研　究　分　野 教　　授 准　教　授 助　　　教

(苫小牧)生物多様性分野 笠田実（雨龍）（4/1～）

（苫小牧）中村　誠宏

植竹　　淳

生態系機能分野
高木健太郎 （天塩） 野村　睦
中路　達郎
吉田　俊也 （兼） 小林　　真 （兼)

福澤加里部 (中川)

飯田　碧（臼尻）（11/1～）

河合　正人 （兼）
平田　聡之

(植物園)

耕地圏研究領域 生物生産保全分野

星野洋一郎 （兼） 中村　 剛 (植物園)
藤野　介延
玖村　朗人 清水　直人
後藤　貴文

鈴木　　裕 （7/1～）
仲岡　雅裕 （室蘭）（厚岸） 伊佐田智規

生物資源分野
四ツ倉典滋 （兼）

(水産学部) 山本　　潤

市原　健介（兼）
長里千香子 （室蘭）

(水産学部)

清水　宗敬 (水産学部)

統合研究領域 複合フィールド分野

吉田　俊也 (北管理部) 小林　　真
（静内）

宮下　和士 伊佐田智規
河合　正人星野洋一郎

(水産学部)

地域資源管理分野

森林圏研究領域

（4/1～）

（七飯）

南 憲吏 (水産学部)

鈴木　智之（中川）（4/1～）

宮下　和士 （兼） 野村　大樹

水圏研究領域

海洋生物学分野

四ツ倉典滋

生態系変動解析分野

加藤　　克

(雨龍）

（厚岸）
（植物園）
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ステーション    ※◎印は施設等の長 

 

施　設　等
ステーション長 教　授
森林圏統括管理部 副技術部長 高橋　廣行(4/1～） 班長 伊藤　欣也（兼）

技術長 高橋　廣行(兼4/1～） 前田　明日花 中村　弥生
班長 伊藤　悠也             （～5/26） 久保見　日向子 （5/1～）

北管理部 教　授 ◎ 吉田　俊也 技術長 芦谷大太郎　(中川) 班長 奥山　智浩 係長 川合　宏典 福澤　尚子
　〃 高木健太郎（兼） 浪花　愛子（兼） 間宮　　渉（兼） 係員 伊藤祐乃介 田中　広子
准教授 小林　　真 (兼） 原　　悠子（兼）(4/1～） 神山　千穂
　〃 福澤加里部（兼） 菅野　由莉（兼）(4/1～） 奥山　朋恵 （7/1～）
助　教 野村　　睦（兼） 高橋　悠河（兼）(4/1～）

天塩研究林 教　授 ◎ 高木健太郎 班長 平野　祐也 班長 藤田　達也（4/1～） 古和田四郎 金田　直樹

助　教 大平　　充 田中　元久 菅野　由莉 大岩　健一 五十嵐チカ子

椿本　勝博（4/1～） 多田　大輔 千葉　史穂

山本裕梨佳 五十嵐亜矢子

國安　智 林　江利子

瀬川　隆敦
中川研究林 助　教 ◎ 野村　　睦 班長 鷹西　俊和 班長 間宮　　渉 鈴木　健一 継田　真琴

准教授 福澤加里部 浪花　彰彦 高橋　悠河 菅原　　諭 安藤　邦博

准教授 鈴木　智之（4/1～） 金子　　潔 菊地　貴寿 桑村やよい

浅野　憲昭 川崎恵美子

白田　智也 宮本美智子

雨龍研究林 准教授 ◎ 小林  　真 班長 宮崎　　徹（4/1～） 班長 坂井　　励 原　　臣史 渡来　正幸 滝沢　みどり（4/15～10/16）

助　教 笠田　　実（4/1～） 鬼澤　康太 原　　悠子 高橋　由明 泉井　雅裕 大森　晴美（4/10～10/16、1/8～3/10）

坂本　真帆（4/1～） 浪花　愛子（兼） 森田　俊雄 吉田　　黎 乾　　陽子（4/15～10/16）

笹原　敏幸 岡本　智子 西櫻　るみ子（4/15～10/16）

大森　正明 渡来　美香

滝沢　和史
南管理部 教　授 ◎ 中村　誠宏 (兼) 技術長 小塚　力（4/1～） 係長 小野　貴弘 揚妻　芳美

〃 揚妻　直樹 班長 高橋　太郎 權　　台五 (11/1～12/31）

〃 中路　達郎
准教授 車　　柱榮

札幌研究林 教　授 ◎ 中路　達郎 班長 伊藤　悠也（兼）
嘱託 藤戸　永志

苫小牧研究林 教　授 ◎ 中村　誠宏 班長 小塚　力（兼4/1～） 班長 奥田　篤志 三好　　等 竹内　　愛 柳瀬　さゆり
准教授 植竹　　淳 荒木　小梅 汲川　正次 柿本美智子 細木　拓也
助　教 倉田　正観 嘱託 杉山　　弘（～3/31） 松岡　雄一 松岡　美樹 甚野　直美（6/1～9/30）

内田　次郎 池田　知里

阿弓　将人 吉田さをり 尾野　敬子（5/1～1/29）

檜山研究林 准教授 ◎ 植竹　　淳(兼4/1～) 班長 小塚　力（兼4/1～） 品田　真弓
班長 高橋　太郎（兼）

奥田　篤志（兼）
荒木　小梅（兼）

嘱託 杉山　　弘（兼）
和歌山研究林 教　授 ◎ 岸田　　治(11/1～) 班長 馬谷　佳幸 土井　一夫 片岡　亨紀 尾﨑麻理子(4/1～4/30）

准教授 岸田　　治(～10/31） 前田　明日花（5/27～） 大西　一弘 小西富美代 中田　真理子（7/1～）

嘱託 桝本　浩志 前田　　純 生熊　浩子 中田　正人（8/1～）

室　　天晴 福山　伊吹 小西　篤（12/1～）

ステーション長 教　授
生物生産研究農場 教　授 星野洋一郎 技術部長 佐藤　浩幸（4/1～） 技術長 市川　伸次 技術長 大嶋　栄喜 中野　有紗

〃 ◎ 後藤　貴文 技術長 佐藤　浩幸(兼4/1～) 班長 橋本　哲也 班長 鳥羽　　悠
准教授 鈴木　　裕（7/1～） 班長 立邊　竜男 班長 石田　亘生 増茂　弘規 山口　真樹
助　教 平田　聡之 班長 尾島　徳介 本間　咲来

班長 山田　恭裕 三橋　葵 （5/1～11/30）

角田　貴敬 生田　英子 （5/7～11/6）

古川　　望 遠藤　　綾 (1/1～）
長野　宏則 技術長平　　克郎

班長 葛間　風花子
班長 中野　英樹 〃 八巻　憲和

石森　奏音 〃 川畑　昭洋(～1/15)

班長 猪瀬　善久（5/1～） 〃 野村　夏樹（1/16～）

生田　　稔
平山賢太郎

植物園 特任教授 ◎ 藤野　介延（兼） 副技術部長持田　　大（4/1～） 班長 永谷　　工 係長 佐藤上総（7/1～） 青山　みゆき （4/8～11/15）

准教授 中村　　剛 技術長 持田　　大(兼4/1～) 班長 大野　祥子 〃 村岡健一郎（～6/30） 佐々木　エリ子 (4/8～11/15）

〃 加藤　　克 班長 稲川　博紀 板羽　貴史 嘱託 岡内　　鋭 三条　咲枝 (4/8～11/15）

助　教 東　　隆行 〃 高田　純子 堅田　嗣麻 (4/8～11/15）

高谷　文仁 片岡　千恵 (4/8～11/15）

角　　千春 (4/8～11/3）

加藤　啓子 (4/8～11/3）

静内研究牧場 教授 ◎ 後藤　貴文(兼4/1～) 技術長 猪瀬　善久（～4/30） 班長 兼松　勝寿 係長 福田　政彦
准教授 河合　正人 技術長 野村　夏樹（5/1～1/15） 横山　龍也
〃 鈴木　　裕（兼7/1～） 技術長 川畑　昭洋（1/16～） 班長 野村　夏樹（～4/30）

松田　朋丸（2/1～）

川奈部大地（～7/31）

ステーション長 教　授
厚岸臨海実験所 教　授 ◎ 仲岡　雅裕 副技術部長 濱野　章一 鈴木　一平 渡部　　望 塚田　美子

准教授 伊佐田智規 技術長 濱野　章一（兼） 中川　享子 櫻木　雄太

班長 桂川　英徳 蔵谷　　瞳 橋本　真理菜 (5/1～10/31）

室蘭臨海実験所 教　授 ◎ 長里千香子 山田　美幸（4/1～） 寺澤　清香
助　教 市原　健介 外崎　いづみ（4/1～）

洞爺臨湖実験所 教　授 ◎ 仲岡　雅裕（兼） 班長 阿達　大輔（～4/15）

臼尻水産実験所 教　授 ◎ 四ツ倉典滋（兼4/1～） 宮島　侑也 小板　千春
准教授 飯田　碧（11/1～）

七飯淡水実験所 教　授 ◎ 清水　宗敬（兼～3/31） 班長 阿達　大輔(4/16～） 黒田　実加
准教授 萩原　聖士 高橋　英佑 和田　　梓

忍路臨海実験所 教　授 ◎ 四ツ倉典滋 住吉　恵子 丸山　美帆 （8/1～11/30）

（水圏研究領域 教　授 宮下　和士 技術長 福井　信一 朱　　妍卉 志田　　修 (12/1～）
生態系変動解析分野） 櫛引　規子 伊藤　慶造 （1/1～3/31）

准教授 南　憲吏 坂谷　　香
小笠原信浩

助　教 山本　　潤 川島美由紀
佐藤　　舞
加藤　祥二

学内流動教員 特任教授 藤野　介延 第１分野事務室
教授 玖村　朗人 第２分野事務室
〃 清水　宗敬（～3/31）

准教授 小松　知未（4/1～） 第３分野事務室
〃 野村　大樹（～3/31） 高橋　啓伍

企画調整室 副技術部長 伊藤　欣也 リーダー 佐藤　浩幸（兼）

室　長 伊藤　欣也（兼） 〃 福井　信一（兼）

〃（嘱託） 林　　忠一

星野洋一郎

水
圏
ス
テ
ー

シ
ョ

ン

仲岡　雅裕

耕
地
圏
ス
テ
ー

シ
ョ

ン

       （本籍：農学研究院）

李 継瀟　（1/20～）

石山　知美

森
林
圏
ス
テ
ー

シ
ョ

ン

揚妻　直樹
畑佐　暁子   (4/1～2/28）

教　　　員 技術職員 事務職員 契約職員等

佐々木　圭子（4/22～11/8）
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センター庁舎事務部 

 
 

 

博士研究員および学術研究員 

 

事務長 舘山　雅樹
庶務担当 係　長 小倉　健二

係　員 伊林　里沙
係　員 引地　華恵
事務補佐員 髙瀬　未可子 （12/10～）
事務補佐員 西井　あかね （～8/9）
事務補助員 千葉　慶子 （12/1～）

人事担当 係　長 齊藤　大幹 （～9/30）
係　長 德田　歳広 （10/1～）

学術協力担当 係　長
主　任 小関　弘悦
嘱　託 峯田　　学 (～3/31)
事務補助員 吉田絵里子

会計担当 係　長 佐藤　永晃 （7/1～）
係　長 鈴木　雅樹 (～6/30)
主　任 北川　俊樹
主　任 本間　可愛 (～4/13)
係　員 柚木　静香 （10/1～）
嘱　託 小笠原さおり
事務補佐員 中條　京子 （1/1～）
事務補助員 吉村　智子 （～3/20）

施設担当 係　長 築田　和人 （7/1～）
係　長 菅野　　崇 (～6/30)

森林圏北事務担当 係　長 川合　宏典 (名寄)
係　員 伊藤祐乃介 (名寄)

森林圏南事務担当 係　長 小野　貴弘 (苫小牧)

植物園事務担当 係　長 佐藤　上総 (植物園) (7/1～）
係　長　 村岡健一郎 (植物園)（～6/30）
嘱　託 岡内　　鋭 (植物園)

静内研究牧場事務担当 係　長 福田　政彦 (静内)

小島　将人　

氏　　　名 身　　　分 所　　　　在
神山　千穂 学術研究員 北管理部
揚妻　芳美 学術研究員 南管理部
權　　台五(～12/31) 学術研究員 南管理部
李　　継瀟(4/1～） 学術研究員 生物生産研究農場
中野　有紗(～10/31) 学術研究員 生物生産研究農場
櫻木　雄太(～3/31) 学術研究員 厚岸臨海実験所
伊藤　慶造(1/1～3/31) 博士研究員 生態系変動解析分野
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水圏研究領域 
 

海洋生物学分野 

生物資源分野 

生態系変動解析分野 

統合研究領域 
 

複合フィールド分野 

13. 機構図 (令和７年３月現在) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 組織図 

 センター長 

運営委員会 

教授会議 

 運営調整会議 

各種委員会 

教育研究部

 
ステーション 

水圏ステーション 
 

  厚岸臨海実験所 
  室蘭臨海実験所 
  洞爺臨湖実験所 
  臼尻水産実験所 
  七飯淡水実験所 
  忍路臨海実験所 

森林圏ステーション 
 

 北管理部 
  天塩研究林 
  中川研究林 
  雨龍研究林 

 

南管理部 
  札幌研究林 
  苫小牧研究林 
  檜山研究林 
  和歌山研究林 

 
耕地圏ステーション 

 

生物生産研究農場 
植物園 
静内研究牧場 

事務部 

事 務 長 
庶務担当 

会計担当 

森林圏北事務担当 
森林圏南事務担当 
植物園事務担当 
静内研究牧場事務担当 

 

施設担当 

人事担当 
学術協力担当 

企画調整室 
 

広報担当 
情報通信技術担当 
研修担当 
刊行物担当 

水圏統括管理部 
 

管理技術班 

技術部 

森林圏統括管理部 
 

   管理技術班 

 

森林圏北管理部 
 

管理技術班 

天塩研究林技術班 

中川研究林技術班 

雨龍研究林技術班 
 

森林圏南管理部 
 

管理技術班 

札幌研究林技術班 

苫小牧・檜山研究林技術班 

和歌山研究林技術班 

副センター長 
  （教育担当） 

副センター長 
  （研究担当） 

副センター長 
 （企画調整担当） 

森林圏研究領域 
 

生物多様性分野 

生態系機能分野  

地域資源管理分野 

耕地圏研究領域 
 

生物生産保全分野 

耕地圏農場統括管理部 
   

 管理技術班 

 

耕地圏農場植物系管理部 
 

植物生産技術班 
 

耕地圏農場動物系管理部 
 

動物生産技術班 
 

耕地圏植物園管理部 
 

植物園管理技術班 
 

耕地圏牧場管理部 
 

牧場管理班 
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